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本報告書は、 日本 自転車振興会か ら競輪収益の一部 である機械工業振興資金の

補助 を受けて昭和49年 度 に実施 した「情報処理技術者教育 に関する調査」の一環

として とりまとめたもの であ ります。
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.当 財 団で は,さ きに初 級 情報 処理 技 術者 を育成 す る ため の 教材,「 初級 情 報

処理 技 術者 育 成 指針 」 お よび 「情報 処理 初 級 テ キ ス ト」 を作 成 し,す で に各 企

業 ・ 官庁 ・ 学 校 等 で広 く利 用 され て い る ところ で あ りま す。

しか しな が ら,企 業 内 教 育等 にお け る講 師 不足 へ の対 応 策 と して,ま た,標

準的鑓 の促進 や鯖 効 果 の一層 の 向上 のため には,さ ら㍑ れ ら教材に加

え て各 種 の補 助教 材 を 開発 し,そ の利 活 用 をは か る必要 が あ ります 。

そ こで,本 年 度は 視 聴 覚 教材 の 中か ら普及 性 が 高 く',操 作 の 簡単 なOHP教

材 を取 り上 げ・ これの開発 と利用 について の調査 研究 を実施 し,そ の成果 をと共
.

とめ ましたo

こ こに,こ の事 業 実 施 に ご尽 力い ただ い た関係 各位 に心 か ら感 謝 の意 を表 し

ます と と もに,こ の報 告 書 が各 方 面で 利用 され,わ が 国 にお け る情報 処 理 技 術

者 育成 の一 助 にな ります こ とを念 願 す る次 第 であ ります。

昭和50年3月

活 写ミ写 璽

財団法人 日本情報処理 開発 センター
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1.情 報処理技術者教育における視聴覚教育の意義 一

一 一一ー ーー一 …'一%の と こ ろ が そ れ ぞ れ 活 用 して い る
。

1.1情 報処理技術者教育の現 状 と問題 点

情報処理技術者を養成 す るため の鑓 訓練は・ かな り盛んであ る。 ・ン ピ

ュ一夕 ・メ ー
,カは も と よP,各 種 団 体や 研修 所 が そ の教 育 に 力 を注 い でい る。

通称,コ ンピュータ学校 と呼ばれてい る各種学校 も多い。 それに,こ れ らの教育だけ

で充足 しきれない ことか ら,企 業内や官公庁独 自に教 育訓練を実施 してい るところ も

少な くない。'

情報処理学会 の教育調査研究委 員会が1973年8月 に調査 した結果 によると(「企

業 内 情 報処 理 教 育 の動向 調査 報告 書 」 昭和48年11
.月,情 報 処 理学会),回 答

件 数255件 の うち実 に194件 で は企 業 内 あ るい は官 庁 内独 自の情 報 処 理

教 育 を何 らか の形 式 で 実施 レてい る とい う。 全 体 の71.6%が 社内 教 育 を施

してい るの で あ る。 な お,各 種 団体 ・研修 所 を 活用 してい る ところ は186

件(72.9%), Jメ ー カ教 育 を利 用 してい る と ころ は249件(96.g%)

に達 す る。 つ ま り,複 数個 の教 育機 関を組 み合 わせ て技 術 者 の養 成 をは か っ

てい るのが 普通 で あ る。

一 方
,各 種学 校 は情 報 処 理 技術 者 の不 足 の補 充 に活 か さ れ てい る。 オペ レ

、一 夕職 種 の補 充 には36.1%の ところが,プPグ ラマ職 種 の補充 には19.7

こ の よ うに み て くる と,わ が 国 の情報 処 理教 育は 相 当 進 ん でい る よ うに思

え る◎ しか し,そ の 内容 と質 あ るい は効 果 の面か ら検 討 してみ る と実 態 は 必
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ず し も満 足 し きれ る もの では ない。 ニー ズか らか けは な れ た教 育,特 定 コン

ピュ ー タ に片 寄 っ た教 育内 容,不 完 全 な使 用 教材,大 幅に 削減 され た コ ンピ

ュ ー タ実 習 時 間,未 熟 な教 育 担 当者 と粗 末 な 教 育手 法 な ど容 易 に指 摘 し得 る

の で あ る。 過 去 の情報 処 理教 育 はそ の量的 拡大 が重 視 され過 ぎ,質 的充 実 が

な い が しろ に さ れた き らい が あ るとい え よ う。 過 去 の 調査 か らみて も,情 報

処 理 教 育 の量 に関 しては ほ ぼ満 足 してい る もの の,そ の教 育 内容,使 用 教材,

教 育 手 法,講 師,コ ン ピュー タ使用 時 間のい ず れ を とっ てみ て も不 満 の傾 向

が 強 い ので あ る。 と りわけ,実 習 の た め の コン ピュー タ使 用 時 間 は,各 種 団

体 ・研 修所,コ ン ピュー タ ・メー カ,企 業 内教 育 い ずれ に おい て も大 幅 な 不

満 が 提示 され てい る。 十 分 な効 果 を 引 き出す ため の教 育 投 資 とい う視 点が 弱
、

かったのである。

一方,企 業 内情報処理教育 に焦点を合わせ てみ ると,ま た特有の問題が山

積 してい る。 「教育担当者の選定確保がで きない」,「 教 育担 当者 の育成 が

困難」,「 講師が教育の専 門家でな く,実 務 を兼務 してい る ことか ら生 じる

問題 」 な ど教 育 担 当者 に かか わ りを持 っ た 問 題 が 深 刻 で あ る。 教 育担 当者

の 問題 だ けで は ない 。教 育 カ リキ ュ ラムや教 育 内 容 につ い て も種 々 の 問題 が

あ る。 「教 育 カ リキ ュ ラ ム,テ キ ス ト,資 料 な どの作 成 σ困 難 さ」,「 教 育

内容 の標 準 化 の限 界 」,「 自企業 の使 用 機種,事 例 お よび 問 題 が 中心 で あ る こ

とか ら,教 育 内容 に片 よ りが生 じる」,「SE,上 級 プ ロ グラマ の教 育内容

が 高 度 で あ るの で,企 業 内教 育 が望 め ない 」 とか 「技 術 革新 が急 速 で あ り,

教 育 で カバ ー すべ き範 囲が 大 きす ぎ る」 な どの声 が きか れ る。 さ らには,「集 ・

中的 教 育 スケ ジ ュー ルが む ず か しい 」 とい っ た 問題 も露 呈 してい る。

一2一



1.2企 業内情報処理教 育の質的向上の推進

情報 処理技術を正 しい姿で浸透させ,促 進してい くためには,そ のため の

教育が不可欠 であ る。'しか し,そ のすぺての教育を各種団体 ・研修所 とか コ

ーンピュータ ・メー カに委ね ることは困難であるし
,問 題 もある。 かな りの教

育を企業 内で展開せ ざるを得ない。 それだけに企業内教育が特 に重要であ り,

その充実 が望 まれてい る。^しか も,一 方 では前述の よ うな問題 が山積 してい

るの も事実であ る。

これ に対 して,過 去関係官庁 の努力 もな され,各 種 の施策 が実施 されて き

た。 コン ピュータ ・メーカ も,プ ・グラム学 習方 式 をは じめ と した個別学

習教材や視 聴覚教材な どを提供 し,,企 業内情報処理教育の健全な発展 を促進

す ることに努 めて きた。

当財団において も設立以来,各 種研修会の開催,初 級 ・中級 ・上級 の各情

報処 理技術者育成指針 の開発 と提供,各 種視 聴覚教材の開発 と提供 あるいは

情報処理技術者教 育に関す る調査研究 な どの活動 を通 じて企業 内情報処理技

術者教 育の推進に努めて きた。 中で も 「初級情報 処理技術者育成指針」 と,

これに準拠 して作成 した 「情報処理技術者初級 テキ ス ト」は,企 業内教育や

各種学校での利用度 も高 く,今 後 とも初級技術者教育 の標準的 な教材 として,

広 く活用 されるζとが予想 され る。

ところで,こ の指針 とテキ ス トの利用範囲が拡大す るにつれ て,さ らにそ

の効果 的利用 の促進 とい う問題 が生 じてきた。 そこで昭和48年 度には,初

級テキ ス トの効果 的利用を 目指 して,実 験教室 を開催 し初級 テキ ス トを用い

た教育に関す る調査研究を行なった。(報 告書Pta48-EOO1「 初級情報

処理技術者教育に関す る調査研究一初級 テキ ス トの効果的利用を 目指して一」
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昭 和49年3月 ・ 日本情 報処 理 開発 セン ター)。 この 実験 教室 で は
,OHP,

ス ライ ド,VTRな どの視 聴 覚教 材 を多用 し
,そ の効 用 を追 求 し'た。そ の結.

果・ 初 級 テ キ ス トの効 果 的利 用 をは か り,教 育 の質 を向 上 させ る には
,補 助

教 材 と して の視 聴覚 教 材 の開 発 と普 及 が重 要 で あ る との結 論 に達 した
。 す な

わ ち・ 企 業 内 教 育担 当者 の負担 を軽 減 し,標 準 的教 育 の展 開 を促 し
,ひ い て

は先 述 の各 種 問題 の解 決 のため には,視 聴覚 教 材 の提 供 が是 非 と も必要 なの

であ る。 そ れK何 よ りも重 要 な こと{ま,こ の こ とに よっ て,教 育 の質 を高め,

教 育効果 を あ げ る こ とが で き る。

この よ うなね らい のた め に,今 回 は 手 は じめ に初 級 テキ ス トの うち の 「基

礎 と応 用 」編 の視 覚 教材 を開 発 す る こ とに した。 視 覚 教 材 を 普及ざ せ るには
,

優 れ た 教 育用 ソフ け エ アが 開発 され る必 要が あ る。 い 旅 高 価な 視 聴覚 機

器・ つ ま り教 育 用 ハ ー ドウェ アが設 置 された として も,ソ フ トウェ アが 効果

的 な もので ない と無 意味 で あ る。 この こ とは,コ ン ピュー タ利 用 の場 合 と全

く同 じで あ る。 した がっ て,効 果 的 な視 覚 教材 を開 発 し,今 後 の教 育 用 ソフ

トウ ェア の ヒ ン トとす る とい う課題 もあ っ た。 この教 材 を契 機 として各所 で

この種 の教 材 が 制 作 ・利 用 され ,教 育 の質 の 向上 に寄 与 す る こ とにな れば と

い う期待 であ る。

と ころで,視 聴覚教 材 を浸透 させ る も う一 方 の鍵 は
,機 器 の 問題 で あ る。

一般 にあ まり使用 されていない機器 だ とか高価な機器を活用す る教材だ とそ

の普及 はあ ま り望 めない 。 この ような観 点 か ら検 討 した結 果
,OHP(オ ー

ノ～ヘ ッ ト ・プ ロジ ェ クター一)を 使 用す る教 材 を 開発 す る ことに し た
。OHP

は す で にか な り普及 してい るし,他 の視 聴覚 機 器 に比較 して さほ ど高価 で も

ない。 さ ら に,.第2章 で報 告 す る よ、うに,他 の視 聴覚 機 器 にみ られ ない よ う

な特 性 が あ り,操 作 もきわめ て簡 単 で あ る。
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1.3視 聴 覚教 育 の 意義

視聴覚教材の効 用は,古 くか ら論議 されてい るので,今 更 ここで指摘す る

必要はないか も知れない。しか し,視 聴覚教材の開発や利用 にっい て盛 んに論

議され るほ どに ・れが活用 し きれていない鰍 では,そ の意義 を見直 してみ

るこ とも重要 と思われ る。 また,さ まざまな問題を含 んだ情報処理教育の分

野 では,視 聴覚教材 に特有の意義を見 出す こと もで きる。

1.31視 聴 覚 教育 の 一 般的 意義

人 間 が知 識 とか情 報 を吸 収 す るの には,五 感 を用 い てい る。 い わゆ る視

覚,聴 覚,触 覚,味 覚 お よび 臭覚 であ る。 この五 覚 の 中で も,情 報 吸収 に

最大 の貢献 を して い る のが視 覚 であ る。 一 般 には 聴覚 の役 割 りが か な り高

い もの と考 え られ勝 ち で あ るが,視 覚 に比 較す る と3分 の1以 下 で あ る と

い われ てい る。 表1-1に 心 理 学著 た ち が各所 で 調査 した結 果 を示 してい

るが,い ず れ も視 覚 が知 識 の吸収 の60%以 上 を 占め てい る こ とが分 る
。

聴覚 は,7%か ら20b/。va過 ぎな い ので あ る。 もち ろん,情 報 の種 類 ,性

格,内 容 あ るい は 情報 を吸 収 す る環 境 に よっ て差 が で る。

表1-1各 感覚器の情報吸収の割合

情報 の吸収感覚 A例 B例 C例 D例

視 覚 60% 75% 87% 72%

聴 覚 20% 13% 7% 13%

触 覚 15% 6% 2% 3%

味 覚 3% 3% 2% 6%

臭 覚 2% 3% 2% 6%・

一5一
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しか し・ 日常情報を吸収す るさい視覚機能が大い に活用 されてい ること

は否定 で きな… となる と凄 能 面におい て も視 覚を最大限生かす方法

が とられ るのが一番 自然であるし,効 果 も期待で きる とい えよ う。 ところ

が,実 際には,視 覚 よりも聴覚に訴 え ようとす る傾向がかな り強
い。 もっ

イ

と,視 覚 と聴覚 を有 機 的 に活用 す る試 みが 必 要 な の で あ る
。

視 聴覚 を結 合 した情 報伝 達 を生 か す 別 の理 由 もあ る
。 視 聴覚 を有 効 に生

か す と,'早 く"情 報 が伝 達 で き,し か も'長 く"記 憶 保 持 され
,"正 確

に"伝 達 で き るか らで あ る。

視 覚 を うま く活 用 し,そ れ を補 うた め に聴 覚 を生 か す と
,聴 覚 だけ を 用

い た情 報伝 達 よ りも12倍 も早 くな る とい う結果 が 報 告 され てい る
。 との

こ とは,た とえば 「円」 とい う概 念 を全 く知 らな い 子供 に
,「 円」 を理 解

させ るの に 聴覚 だ け に依 存 した 説 明 をす る場 合を 想 定 す れ ば 容易 に推察 が

つ こ う。 聴 覚 だ け に訴 えた のでは1日 間 を 要 して も
,ほ とん ど 具 体 的 な

「円」 の イ ・一 ジを植 えつ け る こ とは で きな い で あ ろ う。 と ころ が
,「円」

の形 を手 で示 した り,「 円」 の形 を した 物 を提 示 し視 覚 に 訴 えて 説 明す る

と,数 分 で 「円」 の概 念 を把 握 させ るこ とが で きる
。 つ ま り,視 聴 覚 を 動

員 す る こ とに よっ て,短 時 間 に物 事 を理 解 させ る こ とが で きるの で あ る
。

サ

また,視 聴 覚 教 育は,記 憶 の保 持 率 を高 め る とい われ て い る
。 これ を 証

明す る具 体 的 デ ー タが表1-2で あ る。 聴覚 だ け を活 用 して知 識 を得 た 場

合 に は,3時 間 後 には70%保 持 され てい るが,3日 もた っ とわず か10

%し か記 憶 され てい ない 。90%は 忘 れ られ る運 命 に あ る。視 覚 だ け に た

よっ た 場合 も,同 様 の傾 向 が あ る。 聴覚 だ け の 場 合 よ り も効果 的 だが
,3

日た つ と20%し か残 っ てい ない。 と ころが,視 覚 と聴 覚 を うま く生 かす

方法 で 情報 を 伝 達 した 場合 には,3日 後 に も65%記 憶 され てい るので あ

一6一



る。 こ こに,視 聴 覚 を活 用 した 教 育の大 きな意義 が あ る。 視 聴 覚 教 育は,

"長 く"記 憶 に と どめ るの に大 きな効果 が あ るの で あ
る。

表1-2記 憶保持率

感 覚 器 3時 間 後 3日 後

聴 覚 だ け の 場 合 70%
.

10%

視 覚 だ け の 場 合 72%
■

20%

視覚と聴覚による場合 85% 65%

ロ

さらに,視 聴覚教材の意 義は,正 確 な情報伝 達に もある。 テ レビな どで

コミュニケーシ ョン ・ゲー ムを行 なっ てい る
。 あ る人が ロ頭 で次の人物に

情報 を伝達す る。その人は,ま た別 の人 に情報 を口頭で伝 達す る。 これを

何回か くり返 したあ との情報のゆがみは想像 をは るかに越 える ものである。

これは・ 聴覚鮒 願 った場合の情報 の不正確性を物語っているのである・

聴覚鮒 でな く視覚機 能を駆使す る
.とこあ危険性が嚇 で きるのである。

、視 聴覚教育は,正 確 な情報 を学習者 に伝達す るのに も欠 かせないのである。

、灘 …

1.32情 報処理教育における特 別な意義

視 聴覚教育は,前 述 の よ うな一 般的意義があ るだけではない。 情報処理

教育では,そ の質的向上を促進す るための特別な意義が存在す る。

情報処理教 育で対 象 とす る概念 や事象は,き わめて構造 的であ りシステ

懸
　

ロ
コ

'

局
■

「〔

.__ム 的 なも の であゐ.。一一これ ら一の事 柄 は,_言 語 に よる表 現 や聴 覚 に 訴 え る伝 達

の仕方だけでは不十分であ る。そ の具体性を把握 させるには,視 覚化 した

表現 と説明 こそが必須であ る。 したがって,他 の分野 の教育以上 に視覚的
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教 育が要求 されてい るのが情報処理教育の分野であ る。

情報処 理教育 で対象 とす る教 育内容は非常 に広い。 これ ほ どインタデ シ

プ リナ リーな内容を取扱 う分野はそ うざ らにはない。 それに,技 術革新 の

変化 を うける度合い も大 きい。 いわば,無 限に近い情報量を教育内容 とし

てい るし・ 技術 革 新 の激 し さか らす れ ば極 め て タイ ム リー な教 育 を施 す こ

とが要求 され てい るのである。 それゆえ,短 期間に多量 の知識を効果的に

伝達す ることが他 のいかなる分野 よ りも強 く要請 されてい るのが,情 報処

理教 育である。 それだけに,こ の要件 を満たす技法 が強 く要求 されてい る

のである◎ このたあの効果的手法の 一つが視 聴覚教育であ ることはい うま

で もない。 した●がって,他 の教育分野以上 に視聴覚教育技法 の積極的採用

が必要なのである。

過 去の情報処理技術者教育の担当者は,情 報処理技術 の分野 の専門家 で

はあったが,教 育の専門家 ではなかった。 したが って,専 門的知識を披歴

す る ことはで きたが,効 果的な教育を行な うことに関 してはかな り無知 で

あった。 それゆえ,情 報処理 技術者教 育が盛んに行なわれてい るにしては,

その実効 とい う観点か らす るとかな りお粗末 とい わざるを得ない のである。

残念 な ことには,教 育担 当者がその ことにほ とん ど気がついていないし,

学習者 も内容 納 容で靖 坦 にや鵠 な・・ζとだ と考えてしまっている・

この よ うな免疫的傾向に刺激 を与え,情 報処理技術者教育 の質的向上を促

がすには,教 育 の専門家が制作 した視 聴覚教 材が大 きな意味 を もつ。 この

.種 の刺激がないか ぎり,.情報処理技術教育担 当者ぼ相 も変 らず 自己流でい

き'加減な教 育を展 開 しつづけ ることは ろ う・一 方・ 学 習者 もそれを当然

のこととして受け入れ る体質 にな?て しま う。 これ では ど うし ようもない

ので ある。 こρよ うな弊害を打ちやぶ る刺 激 として視 聴覚教 育が意味を も
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っ てい るのであ る。

情報処理鮪 の歴史は浅い・他 の分野 の鯖f・ どの積極 ね もな
い し,

教育心理学者 や学習心理学者 の+分 な検討 もなされ ていない
。 教育効果 と

い う観 点か らす ると,そ の教 育内容 も展開順序 もかな りの問題 をは らん
で

い るのが実情である・ これを改善す 機 会はなかなか つかめな
い。 し礼,

視 聴髄 育の手法が持 ち込 まれ ることを契 機に
,過 去の教 育内容や展醐

序 の妥 当性槻 直 されるこ・に もな る
。新 た徹 法 と拝 法 とかが勒 入

れ られない ことには・ こ禅 での情報処理鯖 の誤
ったパ・一 ンがその ま

掴 定 して しま う恐れが ある・ この固定イヒを打ちやぶ る使 命の_部 を繊

覚教 育が もってい るといって も過言ではあ るまい
。

視 聴覚 教材 を不安 定な情報処理鯖 ⇒ 入する ことは
,そ の内容の標準

化 に も貢献 しよ う・ 「教育内容の標靴 の限界」 と・・澗 題 も
,+分 に検

討 さち その有効性順 証された視聴覚教材鱒 入することによらて
,そ '

の限 界 を 打破 す る ことに もつ な が るので あ る
。..、

以 上 み て きた よ うに,視 聴覚 教 育 の 情報 処理 技 術 者教 育 の分 野 で の可 能

学 意義は非常 に太 き・・のである。 この可 能性 と意義 とを前向 きの姿勢で

受 け とめ・ その有効活用碩 剣順 討す ることこそカ㍉ 今後の情報処理技
、

術者教育の健全でかつ効果的な内容へ と推進す る足刺 ・りとな るのである
。
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2.OHPの 特 性

そ ・ 二 こ 口}～'一

∵三視 聴 覚教霊 機 器 には さ まざ まな ものが あ る
。 映 画,ス ライ ド,テ レ ビ,マ グ

三 主芝 一ト丁..フニリ・一ッ プ ・チ ャ ー ト(掛 図),OHPな ど で あ る。 黒 板 も立 派 な 視 覚'

一教育
機 器 で あ る。 この よ うに数 あ る教 育 機 器 のそ れ ぞれ が 個有 の よい 特性 を具

え。iSいる。七 か し,ど の視 聴 覚 機器 を とっ て も万 能 であ る とは い えない 。 あ る

場 面 では,黒 板 が 最 高 の偉 力 を発揮 す るか も知れ ない。 別 の場 面で は,ス ライ

ドの 方 が効 果 を期待 で きるか も知 れ ない。 大 切な こ とは,ね らい に見合 った 視

聴覚 機 器 を採 用 し,し か もそ の機 器 の特 性 を最 大限 活用 す る こ とにつ き る。

OHPは,他 の機 器 に比 べ てい ろい ろ違 った特 性 が あ る。 教 材 制作 で生 かせ

る特 性 と機 器 の操 作 面 で の特 性 とが あ る。 前 者は,効 果 の あが る学 習用 ソ フ ト

ウ;7の 開発 に欠 かせ ない もの であ り,後 者 はそ の ソフ トウェ ア(つ ま り,視

覚 教材)を 活 用す る さい に重要 とな る もので ある。 い ず れ に し ろ,OHPは 後

述す る よ うな特 性 が あ るが ゆ えに,教 育場 面で の汎 用性 が あ るo'こ の よ うな理"

由かち,多 数 の機器 の うちか らOヨPを 選択 し,そ の特性を生か し>e効 果的教

材 の作成を試みたのである。

ここでは,教 材制作面での特性 とOHPの 操作 面での特性 に大別 して述べて'

み る。教材制作 面での特性は,今 回のOHP教 材 の作成 に極力生かそ うとした

ものであ る。 一方,操 作面 での特性は,こ の教材 を現場で活用す るにあたって

考慮 に入れて欲 しい ものである。
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21教 材制作面での特性

21.1自 作容 易 性

OHPが 黒板 につ い で よ く利 用 され てい る最 大 の 理 由 は,教 材 制 作 の負

担 が 少 な い こ とで あ ろ う。 セ ロフ ァ ン ・ロー ルか プ ラ スチ ッ ク ・シ ー トが

あれ ば 手書 きで 容 易 に作成 で きる。 ま た,
.複写機 を用 意 して お けば 原 画 を

もとに何 組 もの 教材 が作 れ る。 今 回 は,感 熱法 の複 写機(サ ー モ フ ァ ッ ク

ス)を 用 い て教材 を作成 し た。複 写 機 を用 い れ ば,テ キ ス トの 中 の図 や 写

真 を その ま まOHPに す る こ とが で き る。 ただ し,こ の 場合 には 画 面 の 中

の 図や 文字 が小 さす ぎた り,余 計 な 情報 が 入 っ た りす るので 効果 の面 では

疑 問 が残 る。 した がっ て,今 回 のO'HP教 材 に は この方 法 は 一一切用 い てい

な いo

と もあれ,OHP機 器 の ステー ジ にの せ る透 明 シー トは17セ ンチ四 方,

または25セ ンチ四方 もあ るので,色 を 塗っ た り,カ ラー ・シ ー トを張 っ

た りす る こ とaがで き る。 しか も,映 画,ス ラ イ ドあ るい は ビデ オ教 材 とち

がっ て簡単 に手 細工 で教 材 が作 れ る。 また,自 作 が容 易 で あ る ことか ら,

授 業 の あい 間 に新 しい 教材 を作成 し て追 加 す る こ と もで きる し,気 に 入 ら

㌔ない 教 材
に 手 を加 えて 改善 す るこ と もで きる ○'一

._

21.2表 現,使 用法 の 多様性

OHPの 教 材 制 作 面 での第2の 強 味 は,多 彩 な 表現 が で き る ことで あ る。

黒板 と同 じ よ うに,補 足事 項 を書 き加 えな が ら説 明す る こ と もで ぎ る。 掛

図 や'ス ライ ドと同 じ よ うな表 現 と使 い 方 も可 能 で あ る。 しか も,色 彩 を 自

由
.に使 うこ とが で き る。 カラー化 によって・強 調 点 を 明確 に し・ 識 別 を容 易

一12一
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にす る とと、もに,色 彩 を効果 的 に用 い るこ とに よっ て,受 講 者 が 自然 に学

繰 言 習内容 匠引 ぎ…うけち 寝てゆ一く芒 ども期 待し借 るので 砺 る8'一

=一一・一 ≡OHPの 具 体 的 な表 現 法 は 「3.OHPの 基 本一1晦作成パ ター ン」 の章 で 詳

γ∴=述 す るが
,今 回 の教 材 制 作 で は,オ ーバ レイ法,リ バ ー ス法,実 物 投 映法

:'二三=ス ライ ド ♂チ ャ ー ト的用 法,マ スキ ン グ法,平 行移 動法,'一偏 行 移 動'法 な ど

_._二 の手 法 を採 用 した。

∴ ∴二 なお
‥OHPは 他 教 材 との併 用 が容 易 に行 な え る特 性 もあ る。 テ レビ,

映 画,ス ライ ドな ど と併用 す れば,そ れぞ れ の持 っ てい る良い 点 や欠 点 な

どを補 なっ て,い っ そ うの効果 を あげ る こ とが で きる。 また,板 書 とマ グ

ネ ッ トどの 同時 併用 も効 果 的 で,変 化 を持 たせ る ことが で きる。 白板 に投

映す る方 法 を とれ ば,投 映画 面の うえに赤 や 紫 のチ ョー クで補 足 記 入が で

き る。 白 板 が使 用 不 能 な らOHPシ ー トの うえecl,セPフ ァツ ・ロー ル を

の せ て おい て,そ こに追 加 記 入 して もよい。OHP原 図 を作 る さい意 図 的

に未 記 入 の個 所 を作 っ てお き,授 業場 面 で受 講者 に発 問 しなが ら ブ ラン ク

を補 な っ て ゆ く。 これはい 受 講 者 の 思考 力 を高め,学 習 に参 加 させ る手 法

と して極 めて効 果 的 とい え る。 投 映画 面上 に記 入す るだけ で な く,黒 板 に

板 書 しな が ら行 な うの も よい 。OHP-一 辺倒 では あ きが くる し,変 化 が 乏

し くな る。 随 所 で板 書 と併 用 す る こ とで あ る。 本 報 告 書 の各 論 の 「原 図 に

対 す る説 明 文」 の 中の'留 意 点"の 個 所 でOHPの 補 足 として 板書 をす る.

必 要 が あ る こ とを再 三強 調 し てい るの もこの理 由 に よる。 しか も,映 画や

テ レ ビと異っ て,OHPは 必 要 のつ どそ の場 で板 書 が で き る とい う強 味 が

一..,.t-_一あ一る旦 だ⊃Lら, .三 の特 性 を ぞ ん分 に生か す ことであ旦 旦_

…}今 回
のOHP教 材 では採 用 し きれ な かっ たが,マ グネ ッ トの同 時併 用 も

面 白い。 投 映 したOHP画 面 にあ らか じめ 用意 した マ グネ ッ ト板 を説 明 に

'一_三 ←^'百

'鍵
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合 わせ て は って ゆ く。 マ グネ ッ トで あ るので 自由 に 動か せ る。 した がっ て
,

コ ン ピュ ー タ内部 での命 令 の 解 読 と実 行 な ど とい っ た 動 きを説 明 す る場 面

に は うっ てつ けで あ る。

2L3ス テ ップ ・バ イ ・ス テ ップ の組立 て

黒板 の特 性 の 一 つは,説 明 の テ γポ に合 わ せ て徐 々 に情 報 提示 を行な い,

視 覚 的な組 立 て が実 現 で きる ことで あ る。 この 特性 は,学 習 者 に最 適な 情^

報 を与 え,.説 明 の焦 点 を 明確 に し,し か も学 習 者 のペ ー スで の展 開 を可 能

に す る。 した が って,こ れ は極 め て効果 的な 視 覚 投 法 とい え よ う。

と ころで,こ の よ うな ステ ップ ・パ イ ・ステ ップの 情 報 提 示 がOHPで

も容 易 に行 な え るので あ る。 説 明 内容 に合 わせ て,新 しい視 覚 情報 を徐 々

に積 み重 ね てい くオー バ レイの手 法,画 面の 全 体 また は 特 定 個所 を透 明 な

用 紙 でか くしてお き,そ の用 紙 を必 要 のつ ど と りは ず しな が ら説 明 して ゆ

くマ スキ ン グの手法 な どが これ に あ た る。 精密 な画 面や 着 色 した 画 面 を簡

単 に合成 した り・ 分 解 して提示 した りす る こ とが 自由 自在 に 行 な え るの で

そ の威 力は 黒板 を しの ぐこ とが で きる。

この よ うな ステ ップ ・パ イ:ス テ ップの組 立 て,な い しは 分 解 の特 性 は
,

.さ,きにふ れ た'表 現,使 用 法 の 多様 性"を さ さえ る重 要 な 要 素 で もあ る。

今 回OOHP教 材 の制 作 に 当 っ、ては,オ ー バ レイ法 とマ スキ ン グ法 を随

所 で採 用 し,ス テ ップ ・パ イ ・ステ ップ の情報 提 示 が 行 な え る よ うに極 力

配慮 したo'・ ・ 二

2ピ4・ 動 画 の可 能 性

OHPは,ス ラ.イ ドと 同 じ よ うに静 止 画像 だ け しか 提示 で きない と思 わ

‖
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∴ ・れ が ちで あ る
。 しか し,ち よっ と工 夫 をす ればOH'Pで 動 きを 示す こ とが

纏 許響 るi品 定じ画 配 呵 動び,を うわ乗.,t・tて,左 右あ る、、滅 後

'9'=こ:に ス ライ ドさせ る と
,投 映 画 面 の平 行移 動 が実現 で き市 δ一 固 定 じ た 画 面 』

≡ …
(ベ ー スに な る シー ト)上 に回転 す るシー トを ス ナ ッ プ どめす ると,回 転

∵二ご移 動 が で きるσ また,ベ ー スに な るシー トの 紙 枠 に 反 転 で き る よ う に

一ー プ ラ スチ ック ・シー トをセ ロテ ー プで貼 る と,一対称 移 動 を行 な わせゐ こ.と

もで き よ う。 さ らに は,偏 光板 を シー トに貼 る こ とに よっ て,流 動的 な表

現 を 示 す こ と もで きる。 、

OHPに 動 画 的表 現 を適 用 す る と,動 きに よる説 明効 果 を 高 め,視 覚 教

材 に 変化 を もた らす こ とが で きる。 それ に学 習 者 に意 外 感 を与 え る と同時

に映像 印 象 を深 め る効 果 もあ る。 今 回作成 したOHP教 材 で は,こ の種 の

実 効 を得 るた め に,前 出の各 種移 動手 法 の うち の平 行 移 動 法 と偏 光 移動 法

を 採用 してみ た。

2.1.5学 習 の プ ログ ラム 化 の効 用

・OHPは,多 様 な表 現 が で き,し か も容 易 に 自作 で きる。 また,ス テ ッ

プ ・パ イ ・ス テ ップ の組立 て が可能 な こ とか ら視 覚 教 材 と して,他 の教 材

に み られない ほ どの柔 軟 性 と汎 用性 が で て くる。 そ の結 果,授 業 の導 入か

ら ま とめ まで の 全過 程 をOHP教 材 を中心 に プ ロ グラ ム化 して ゆ くこ と も

で き る。 綿 密 な学 習の順 序 を工 夫 し,プ ログラ ム化 した うえ で,そ の プ ロ

グ ラ ム内容 を 十 分 に反 映 したOHP教 材 を完成 す る と,こ れ まで の講義 で

一一'「ぼ考支 ち'れな か
っ た よ うな 精巧 な授 業 展 開 が行 な え る。 さ らに,集 団 反応

装 置(7ナ ラ イザ ー)と 併 用 して,プ ログ ラム学 習(PI)の プ ログ ラ ム

呈 示 部分 にOHP教 材 を活 用 す る と,集 団対 象 の プ ログ ラム学 習 の実 現 も

…竺 一べ9ミ
.lr三≡ こご二=三
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可 能 とな る。

ま.た,個 人 や グ ルー プに課 題 や 事例 研究 を出 し
,そ の結果 を シー ト上 に

ま とめ させOHPで 映 して発 表 させ る こ と もで き る
。 あ るい は,テ ー マ を

与 え・ そ の 中か らどの よ う醐 題 が あ るか を シ叶 に まとめ させ て発 表 さ

せ る よ うな方 法 も とれ るので あ る。

2.2操 作 面 て の特 性

2.2.1操 作 の容易 さ

教 育機 器 が有 効 利用 され るか ど うか の きめ手 の 一 つ に
,そ の 操 作 が簡 単

に行 な え るか ど一うか が あ る・ 操{乍が 面倒 だ と
,購 埴 後 は 活用 され るが,

何 時 の間 に轍 遠 され書 庫 瀕 室 のす み っ こでほ こ りを かぶ
っ て し ま うカ、

あ るい は・ 興味 あ る ご く一 部 の人 々 の道 具 として細 々 と活用 され る運命 と

な るo

OHPは,そ の構 造 は大 変 簡 単 で あ り
,誰 で も操 作 が で き る。 電 源 スイ

ッチ を 入れ,ピ ン トを合 わせ る だ け の こ とだか ら
,何 らの操 作 訓練 も不 要

で あ る。1分 もあれ ば,そ の要 領 は の み こめ る
。 それ ゆ え,単 に教 師が 使

用 す るだ けで な く・ 学習 者 が何 か を発 表 す る場 合 で も楽 に操 作 が で きる
。

}
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2.2.2近 距 離拡 大 映写

映 画 や ス ライ ドの場 合 は・か な り遠 く離 れ た個 所 か ら投 映 しな い とr定

の大 きさの映像が得 られない。 しか も
,映 写機 を教室の後方だ とか,教 室

の 中央 あ た りに設 置す る必 要 が あ る こ とか ら
,種 々 の不 都 合 が 生 じて し ま

う。 テ レ ビや掛 図(フ リップ ・チ ャー ト)と な る と画 面 の大 き さが 固定 し

、

Ii
　き

1
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一三=て いるこ とか ら
,必 然的に学習対象者 の人数が制限 されて しま う。

こ楚 蕊 譲 ◎=ばP怪=近 距離で天'ぎな映像を・与るごどがで き二 七 か福'わ ずかな前

1㌻ 後 移動 で画面の太 き一さ相 畝 調整で きゐ ・一スク リ『 ンの大 きさ さえ蘇-
≡三 され てお れば

,学 習者 の人 数 に合 わせ て最 適 な画 像 の太 きーさ にで きる。 何

三=こ よ りの 強味 は㌃ 教卓 のす ぐ近 く'にOH'P機 器 が配 置で ぎる一こどで あ る6'教

師 の無 駄 な動 きは不 要 とな り,ス ク リー ンに投映 され た 画 面 を直 接 ポイ ン

トしなが ら説 明 で き る。 この ことか ら,投 映画面 と教 師 が 一 体 化す る こ と

・に なり,教 育効 果 は 一段 と高 まる。 教 師 が 余計 な神 経 を使 うこ とは 少 な く

なる し,学 習 者 は視 覚 情報 と一体 化 した 教師 に だ け焦 点 を 合 わせ れば よい

の だか ら,無 用 に 視 線 を動か した り神経 を使 った りす る負 担 が な くな る。

2.2.3対 面 操 作

OH
.Pは 近距 離 拡 大 性 が あ り,操 作が 簡 単 であ る こ とか ら,学 習者 と向

い あ った 形 で 講義 を進 め る こ とが で きる。 映画や スライ ドの場 合 は教 室 を

暗 くするため.学 習者 の学習状況 を把握 することは困難 で ある。 学習 者の反応を把

握 して,そ れ にふ さわ しい ダ イ ナ ミッ クな 展 開な どは 望め ない。 しか も,

情報 が一 方 的 に学 習者 に流 れ るのみ で,そ の 間教師 が しゃべ る こ と も学 習

者 が質 問す る こ と もむ ず か しい 。 せ いぜ い 映写 が終 っ たあ とで,教 師が ま

とめ た り学 習者 が 質 問 す る程 度 に と どまる。

と ころが,OHPは1枚1枚 教 師 が操 作 し,学 習 者 に面 と向 って 解説 し

てい くこ とに よっ て,学 習 反 応 を 的確 に と らえ た説 明 が で き る。 教 師が視

線 を学 習 者 に向 け て,し か も身ぶ り手 ぶ ク の補助 的視 覚 教材 が 加味 され る

∵一ので,学 習者 の集 中 度は 高 ま る。 その うえ,提 示 方 法 を工 夫 した り,必 要

に応 じて学 習者 に発 問 した りす る こ とがで きるの で,授 業 は 活発 に な り,

,撒
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、 学 習 者 の学 習意 欲 を高 め る ことが で き る。.一

この よ うな対 面 操作 の特性 を 生 か す こ とに よっ て,教 師 と学 習者 間の コ

ミュ ニケ ー シ ョンは十分 に確保 で き る。

ー

唱

2.2.4明 室 投 映

OHPは 明 るい教 室 で ス ク リ「 ン に投 映 す る こ とが で き る。 これ も,映 画

や ス ライ ドの よ うな機 器 には み られ ない 操 作上 の大 きな特 性 で あ る。 教 室

を暗 くし てOHPを 使 用 す る ケ ー スに しば しば 遭 遇 す る こ とが あ るが,こ

れ は あ ま り感心 で きない。 明室 投 映 が で き るが ゆ え に,対 面操 作 の効果 が

高 まるの で あ り,ま た,板 書,フ リップ ・チ ャー トあ るい は マ グ ネ ッ トな

どの他 の 視 覚教 材 との併 用 に よっ て変 化 を もたせ る こ とが で き る ので ある。

明 室 投 映 が可 能 な こ とは,学 習 者 が ノー トを と るの に も都 合 が よい。 そ

れに何 よりも問題 なのは部屋を暗 くする と学習者 に眠気 を促がす ことである。 学

習者 を 眠 らせ た の で は,視 覚 教 育 は 全 く意 味 を な さない ことは い うまで も

ない 。 この こ とか ら も,明 室 投 映 は大 きな意 義 を もっ てい るの で あ る。
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2.2.5選 択 提 示 性 と反 復 投映

OHP教 材 は,用 意 した もの を 全 て投 映 す る必 要 はな い。 学 習 者 の理 解

度 と反 応 に応 じて,適 当な教 材 だけ を選 択 して提 示 す れ ば よい 。 あ る時 に

は,質 問 に対 して補足 提示 す る場 合 に使 っ て も よい。 場合 に よっ ては,時

間 との兼 ね あい で,あ ま り重 要 度 の高 くない 教 材 は割愛 して も よい 。 時 に

は,展 開順 序 をが ら りと変 えた ダ イ ナ ミックな 情 報 提示 もで き る。

OHPの 選 択 提 示性 と提示 順 序 の 容 易 な変 更 性 は,映 画,VTRあ るい

は ス ライ ドでは 実現 が 極 め て困 難 な 特 性 で あ る。 しか も,重 要 な ボ ィ ソ ト

ー18-

1

ぷ
吟
i

・

・,
葦

5

…



'"ヂ を 含元'だ9HP教 材
は,何 回 か に わた っ て反 復 提示 す る こ とが で き;こ れ

・縞鋼 匠鵡 詩 趣 要売粗 織 ちを'確実:に定着 二ざ篭"る司
ゴとに な る言≡・ 一

←三2
.r乞6一 三機 器 の 移 動 性 一 ー

ー三三≡…0・甘 苦 の機 器 は
,'"k－の重 量 屯軽 く他 の場所 べ の移 動 も簡 単 で あ る。 スク

1,=-1'ii,izV－ン さ4用 意 して あれ ば どこで で も利用 で きる。 最近 で は,ポ ー タ ブル

… 諏
ケー ス・・収 まる ・HPも あ る・

,し たo・って ど・の場 所 峠 も簡 靴 持 ち

運 び で き る。 この こ とが,OHPの 汎 用 性 を大い に高 め てい る。 各 種 の研

修 大 会 だ とか,ち ょっ とした 会 議 な どで の利用 が盛 ん な理 由 の一 つ には ,

こ の移 動性 が貢 献 し てい る とい え よ う。

他 の場 所 へ の移 動が 容 易 であ る こ とは,特 定 の教 室 内 で 自由 に動 かす ご

.とが で きる こと も意 味 して い る。 画 面拡 大の た め に,前 後 に楽 江動か す こ

とが で き る。 学習 者 の死 角 を最 少 にす るため に左右 に簡 単 に動 か せ る
。
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.2.7,教 材 管理 の 容 易性.

視 覚教 材 を活用 す る立場 か らす る と,そ の教 材 の保 管 ・管 理 が 面倒 で な

い こ とが 必 須 とな る。 場所 を どっ た り,そ の整理 のた め に時 間 がか か っ た

りす る と,と か くい や が られ る。 そ の点OHP教 材 は そ の大 きさが 画一 化

され てい る こ と,17セ ンチ か ら25セ ンチ四 方 の手 ごろ な 大 き さであ る

こ と,あ ま りか さば らない こ とな どか ら,そ の保管 と管理 もさほ ど負担 と

な らな い。OHPシ ー トの紙 枠 か シー ト画 面の片 す み に整 理 番 号 を つ け て

一おけ ばr短 時 間 で容 易 に整 理 で き
,保 管 で き る。 一…Tt-一

'一`'-t-一以上 述 べ て きた よ う
に,OHPは そ の操作 面 で各 種 の 特 性 を もっ てい る。

しか し,と か く角 度 に よっ て は み に くい とい っ た死 角 が で きる こ とと ,使
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用過多 になると明室投映 とい う性格 か一ら学習者が疲労 しやすい といった欠

点があ る。 この よ うな欠点を最少限 にす るような使 用上 の工夫 も忘れては
　

な らない。 と もあれ,OHP教 材 を使用 す る にあ たっ ては,こ れ まで分 析

して きた よ うな操 作上 の特性 を十 分 に生 か す よ うな配 慮 が肝 要 とい える。
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3.OHPの 基本 的作成 パ タ ー ン
せ畏懸;た 三手 葵「篭≒弩≡'

∴一前章で ほラ≡這HP教 材制作面での特性 として
,多 彩な表現法 と使用 法が適用

で き る こと,一 ス テ ッ プ ・バ イ'・ ス テ ッ プ の 組 立 て が 容 易 で あ る こ と
,動 画 の工

夫 が で き る こltな どを紹 介 して きた。 これ ら特性 を生 か す こ とに よっ て ,OHP

は 非 常 に変 化 に望 ん だ各 種 の表現 がで き る。 したが って ,従 来 の視 覚 機 器 を卓

越 した真 似 の で きない よ うな表 現 法 を採 用 す る こ とが可 能 とな る。OHPの 特

性 を十 分 に把 握 し,そ れ を正 し く生か す な ら,素 晴 らしい 教 育効 果 が 期待 で き

る ので あ るo

● この章では,今 回のOHP教 材制作にあたって適用 した基本的 な表現パター

ンだ け に焦 点 を合 わせ て 説 明す る こ とにす る
。 ただ し,こ こで報 告 す る ものだ

けがOHP作 成 のパ ター ンでは ない こ とを つ け加 え てお く。 ち よっ と した工夫

をす るな らばプ もっ と もっ と多様 なパ タ ー ン を生み だ す こ とが で きる
。 な お,

基 本 的パ タ ー ンの 説 明 にあ た っ ては極 力今 回 制作 した教 材 をサ ンプ ル として と

りあ げ る よ うに した0

31オ ー バ レイ法

オー バ レイ法 は,先 述 した ステ ッ プ ・パ イ ・ステ ップ の特 性 を活 用 した表

現 法 で あ る。 視 覚教 材 を作成 す るに あ た っ て留 意 すべ き こ とは,一 度 に提示

す る情 報 量 が 過剰 にな らない こ とで あ る。 提示 情報 量 が 多す ぎる と,学 習者

は うん ざ りして,注 意 してみ る気 もしな くな る。 それ に,焦 点 が ぼ け て し ま

う。 これ では,視 覚 教 育 の意味 が な くな っ て しま う。 オー バ レイ 法 は,こ の
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よ うな危 険 を排 除 しプ 説 明 に合 わせ て必 琴 な 情報 を ス テ ッ プ ・パ イ ・ステ ッ

プで つみ 重 ね て ゆ くこ とにそ のね らい が あ るも

この オご パ レイ 法 のか ら くりは,図3-1に 示 した通 りで あ る。 最 初 か ら
」

提示 してお きた い 情報 や 図表 は・ベ ー スとな る シー ト上 に記 入 して お く。 最

初 に追 加 す べ き情報 は,1枚 目の オー バ レイ ・シー トに収 容 して お く。 っ ぎ

の情 報は2枚 目の オー バ レイ ・シー トeCsさ らに つ ぎの情 報 は3枚 目の オ ー

バ レイ ・シ ー トとい っ た具 合 い にそ れ ぞ れ の シ ー トに情 報 を分 散 させ一てお く。

図 で示 して い る よ うに,完 成 した シー トはOHPの 紙 枠 にセ ロテ ー プか糊 で

固定 し てお く。 実 際 に使 用 す る場合 には,図 示 してい る ご と くまず ベー ス ・

シ 一一ト,の部分 だ けを 投 映す る。 その あ と説 明 に つれ て1枚 目の シー トを オ ー

バ レイす る。 さ らに,ス テ ッ プ ・パ イ ・ステ ップ に2枚 目,3枚 目 とう み重

ね て ゆけ ば よい。 な お,オ ー バ レイ ・シー トは4枚 程 度 を限 度 とす べ きで あ

へ

る。 オーzく レイ 枚数 が 多 くな ると投 映画 面が 暗 くな り,見 づ らい 。 また,操

作 も面倒 にな る。 今 回 の教材 作 成 では この点 を考 慮 し,4枚 以 上 の オーバ レ

イ は 行 な わな い こ とを原 則 と したo

オーバ レイ法 の具 体 例を,図3-2と 図3-3で 示 してい る。

図3-2は 普 通 の オー バ レイ法 で あ り,徐 々 に 情報 を追 加す るや り方 を と

っ てい る。 まず,ベ ー ス ・シー トで 映 像 表 示装 置 全 体 の構 造 と出力機 能 を説

明す る。?ぎ には,こ の装 置が 入 力機 能 も兼ね 備 え てい る こ との 説 明 に 入 り,

1枚 目を鍵 盤 の 部分 に オーバ レイす る。 さ らに,別 な 入 力方 法 と して2枚 目

画 面C部 分 にオrriレf 'しT・ ライ ト1ペ ンの説明 をす る・

このよ うに説 明 に同 期 させ て必 要な 部分 を オー バ レイ してい くの で あ る。

なお,図1-2の タ イ トルの 部分 にか っ こ で2-16「 映像 表 示装 置」 と し

て いる のは,こ のOHP教 材 の整理 番 号 と教 材 タ イ トルで あ る。 これ は,各
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オ・一一7〈レイ法の例(そ の2)(1-19「 データ収集 の方法」)

論 の部分 で 詳説 してい る どの教 材 に あた るか を示 してい る。 以 下,掲 載 した

全 て の教 材 例で同 様 の表 示 を して おい た。 した が っ て」.必 要が あれe!i,各 論

の 該 当個 所 を参照 し て欲 しい 。

さて,図3-3は 図3-2と は若干 用法が異 法る。単 に画 面 を積 み 重ね る方

法 では な い 。 ベ ー スの部分 は そ の ま ふであ るが,オ ーバ レイ ・シー トは つ ぎ

つ ぎ とのせ か え る。 この 例 では,デ ー タ収集 の方 法 と して,ま ず1枚 目の シ

ー トで 「人手 に よる方法 」 を説 明す る
。 この説 明が 終 る と1枚 目を取 除 い て,

2)2枚 目の 「郵送」の部分 を取胤 ・て
オーバ レイ(3枚 目)
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2枚 目 を オー バ レイ し 「郵送 に よる方 法 」 を具 体化 す る。 さ らに,2枚 目 と

3枚 目 を入 れ か え て 「通 信 回線 に よる方 法 」 の 説 明 に移 る。 こ の よ うk,情

報 の一 部 を 取 換 えなが ら投 映す る手 法 も可 能 な の が オ ーバ レイ 法 で もあ る。
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32リ バ ー ス法

通常 のOHP教 材では,文 字や線の部分が黒や色彩 で映 し出 され,他 の部

分 は シ ー トが 透 明 で あ る こ とか ら必 然 的 に明 る く投 映 され る。 とこ ろで,リ

バ ー ス法 は この逆 で あ る。 写 真 の ネガ に相 当す るの が リバ ー ス法 とい え る。

この原 理 を示 してい るの が図3-4で あ る。 文 字 の 部分 だ け が透 明 で,生

地 の 部分 は 不 透 明 であ る。 それ ゆえに,投 映 した 結果 は 文字 の 部分 だ けが あ'

ざや か に写 し出 され,他 の 部分 は 暗い 感 じとな る。 リバ ー ス法 は 明室 で 幻 燈

器 と全k同 じ効 果 を得 る こ とが で きる。 文 字 や 線 の 部分 は,透 明 に明 る く浮

き出 させ る こ と もで き るし,黄,青,続 赤 な どカ ラー で 出す こ と も可 能 であ る。

な お,文 字 や線 の 部分 を透 明 に して,あ とで カ ラー ・シ ー トを は りつ けれ ば

幾種 類 か の色 分 け も可能 で あ り,色 彩 に よ る識 別 効果 も得 ら'れる6リ バ ー ス

法 はr幻 燈 的効 果が あ 万驚け では'な、てこ『学 習 者 の 目の疲 労 度 が 少 ない し,視

'//(「 一

図3-4リ バ ー ス法 の原 理
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:覚教材 に変 化を 与 え る こ と もで きる
。 今 回 のOHP教 材 で は,・導 入 部 だ とか

't'
≡≡渓・=:・諮 蹴 都窪 運㌍二言葉5倭 字ヲ改 三澄み情報量を三主ラ体竜花液 ・視覚 教。材こ庭 ウ亨ξ匙叉=・ 一

∫.法 を多 く用 いた 。

.-i-・ リバ"'ズ 法 とい え ど も
,普 通 のOHP教 材 を作 成 す るの と全 く同 様の 方 法

一－r逼 る遁 画 を複 写機(サ ーモ フ ァ 。 ク ス)噛 すLき に用 い るシー トが異

な るだ け で あ る。 普通 は 透 明 の焼 付 け シー トを用 い るが,リ バ ー ス法 では 不

透 明 のそ れを 使 う.。赤 色 の不 透 明 シー トだ と,文 字 や絵 が 赤 色 で 映 し出 され

る。 黄 色 だ と,当 然 黄 色 の文 字 や 絵 とな る。 乳 色 の 不透 明 シ ー,トを使 って複

写 す れ ば,文 字 や絵 の 部分 が 透 明 に な る。 した が っ て,必 要 の個 所 に カ ラー

・シー トをは れ ば色 分 け が 実現 で き
,色 彩 効 果 も一 段 と高 まる。

蝉 ・后^・ 零

覇 欝}

33マ スキ ン グ法

りバ ー ス法 では,オ ーバ レイ 法 を 併用 す る こ とはむ ず か しい 。 生 地 が不 透

明 で あ るが ゆ えに・ 新 しい 情報 を オ ーづ レイして も・不透 明 の上 に追 加 され る

こ どに な り何 も映 し出 され ない 。 した が っ て,リ バ ー ス法 で ステ ップ ・バ イ

・ステ ップの 情報 提 示 を行 な うた め には別 の方 法 を とら ざ るを えな い
。 この

た め に用 い るのが マ スキ ン グ法 で あ る。

マ スキ ン グ法 のや り方 を示 した のが 図3-5で あ る。 オ ーバ レイ法 と異 な

り,必 要 なす ぺ て の情 報 は ベ ー ス ・シ ー トに お さめて お く。 た だ し,最 初 か

ら提示 した くない 情 報 部 分は マ ス クし てお く。 マ スクは,不 透 明 な用紙 な ら

何 で も よい。 図 で示 し てい る よ うに,除 去 の都 合 が よい よ うにあ らか じめ 何
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図3-5マ スキ ン グ法 の 原 理

枚 かcc切 っ た う.えで一 片 をOHPの 紙 枠 に 固定 して お け ば よい。,図3-5で

一は3枚 の ヌ スクを用 意 し てい る
。 最 初 は,「 マ スキ ング法 」 とい う情 報 だ け

が 投 映 さ れ る。1枚 目の マ スクを 取 除 くと 「■まず1枚 目の マ スクを とる」

とい う情 報 が 追 加投 映 され る。2枚 目をは ず す と 「●っ ぎは .2枚 目の マ スク

を」 とい った 具合 い に追 加 され る。

この方 法 もオーバ レイ 法 と同様 の効 果 が 得 られ る。 最 初 か ら沢 山 の 情報 提

示 が な され る よ り,説 明順 序 に したが っ て必 要 な情 報 が 追 加 され て い く方 が

は るか に焦 点が 定 ま り,映 像印 象 も強 くな る◎ マ'スキ ング法 は何 も リバー ス

法 だ けK適 用す ぺ き性 格 の もの で は な い。 通 常 の方 法 のOHP－ に対 ・しイ マ スー

キ ング 法 を用 い て も効 果 が あ る。

こ こで,マ スキ ング法 の具体 例 をみ て お こ う。 図3-6が そ の一 .例'であ る6

これは,リ ぷ 一 ろ法 に マ スキ ン グ法 を併 用 した ケ ー スで あ る。 最 初 はτ「紙 テ.

一 プの特 徴 」・とい う文 字 だ けが投 映 され る
。〔 ス クを順 番 に取 りは ずす こ と

に よっ て,「 ●安 価 な記 録媒 体」,「 ●安 価 な 記録 機 械 」 な ど とい う情報 が

示 され る こ とにな る。 場合 に よっ ては,「6紙 テ ー プの特 徴 」 だ けを 投 映 し,

一28一
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学 習者 に発 問 す・るや り方 で 進 め て も よい。 正 しい 回答 が 出 さ れ た ら
,そ れ に

淫 蹴 当綱 懸 ψ蹴 裡 除締 跡 で拓 練 習殼 苛 ぎ ・積醐 薩

1血豆 硲 繭 黒猫 万6tt

,廻W檀 ・一・である・この例で1・e:・・・一・法源 ・ていなL.・.透明

二二な シー市 に磁 気 テー プ装 置 を描 い て い る。 だだ し,読 み書 きヘ ッ ドと真 空溝

の部 分 は 〔 スク し て,ブ ラ ・ク ・ボ 。ク 云化 して しま う
。 この場 合 の マ ス ク

はジ 余 分 の 透 明 シー トの所 定 位 置 に紙 を は りつ け て お くので 間 に合 う
。 この

シー トを最 初 は オ ーバ レ仕 てお く・ 磁 気 テ ー プ装 置 の全 購 造 と ・イ
・チ

や ライ ト,お よび2種 類 の リー ルを説 明 した あ と で
,マ ス クがつ け られ た シ

ー トを取 れ ば よい
。 そ の あ とで,読 み書 きヘ ッ ドと真 空 溝 の役 割 りを明 らか

ト
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一工.
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ノζ

一/
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、

.

にす る.こ の よ うに・ リバー ス法以外 の ものに　 キング法を適用す テ ど∵
・

もで きる ので あ る。

紙 テーア の 特 徴

● 安価な記録媒体

● 安価な言己録機械 ・

・ 可変長データ

● 通信機を使ったデLタ 伝送

1 -t・

・し/

(ベ ース)

(1枚 目)

(2枚 目)

(3枚 目)

(4枚 目)

図3-6 マ スキ ングの例(そ の1)(1-25「 紙テー プの特徴」,リ バー ス法

とマスキ ング法)
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図3-7

磁気チーフ装置

(斜 線の部分 マスク)

ヴ

マ スキ ン グrp例(そ の2)(2-12「 磁 気 テ ー プ装 置」)

34実 物 投 映法

OHPで 実 物 そ の もの を投 映す るこ とが で きる。 プ ラ スチ ック ・シ ー ト上

に磁気 コア と比 較 物(た どえば マ ッチ俸)と を 固定 して投 映 す る と,磁 気 コ

ァの形状 とそれ 熱 ・炉 に極il.・な もρで あ るかを実感 として とらえ さぜ るこ と

ができる。"
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1を容易 に識別 できるよ うに・ それぞれの個所に カラー ・シー トをは りつけ る

と一段 とさえる。手書きで書いたものより,実 物その ものを投映 した方がはる

旅 印象的 であ り・映像効果 が計 る。 ・/＼,
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図3-8実 物投映法の例(1-24「 紙 テープ ・コー ド」,実 物投映法 とオーバ レイ法)

紙 カー・ド・IDカ ー ド,コ ン ピュータの 部 品 な ど実 物投 映 にふ さ わ しい材 料

は 情報 処 理 教 育 の世 界 に もふ ん だん に存在 してい るので あ る
。

今 回 の教 材制 作 には 適用 しなかったが,カ ラー写 真のOHPも 効果的 である
。

普 通 の カ ラー印 画 紙 のか わ りに,透 明 フ ィ ルム に引伸 ば す 方 法 や大 型 カ ラー

㌦五 ライ ド ・フ ィ ルムを用 い る方法 が あ る。 カ ラー写真 のOHPは,実 物投

映法 以 上 の効 果 が 期 待 で きる し,適 用 場 面 も広 い とい え る
。
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重 要 な 図 や何 回 も参 照す る必 要 の あ る全 体構 造 図な どをOHP化 して お く

と,ス ライ ドや チ ャー ト(掛 図)の 代 替 とす る こ とが で き る。 ・

スライ ドと同 等 の効 果 を得 るに は前 述 した リバー ス法 とカ ラー ・シー トの

併 用 をす る と よい。 掛 図的用 法 の 場合 だ と,通 常 のOHPに 必 要 に応 じて色

をつ け る。 もちろ ん,リ バー ス法 を用 い て掛 図 の効果 を期 待 す る こ と も可 能

で あ るo

ス ラィE'・ チ ャー ト的用 法 の具 体 例 が図3-9で あ る。 この 例 は,掛 図 の

ね らい を主 体 としてい る。 一般 に用い られ る記 録媒 体 の全 容 を示 し:てい る。

記録 媒 体 の説 明過 程 でご 必 要 の.つど何 回 も投 映 す れ ば よい。 もっ と も,掛 図

と して の効 果 を最 大限発 揮 す るにはOHP機 器 を2台 用 い る と よい。1台 の

機 器 では 掛 図 的OHP教 材 を必 要 な時 間 だ け継続 的 に映 し出 して お く。 他 方

の機 器 で は,そ の部分部分の説 明 をす るた め の教 材 の投 映 をす る。 全 体 と部 分

/＼ との関 係 を絶 えず 対 比 しな が ら展 開で き るの で 高い 学 習 効果 が 得 られ る。
、/

＼＼/
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、
ソ

ノ

・

碍
さ
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ー

」

記 録 媒 体

::紙テー"ア 壬,》ζパンチかド
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磁気倣 字 搬 ク 灘蕊

、/

図 .3-9ノ ＼ ラ イ ド ・チ ャ ー ト(掛 図)的 用 法(・ 一 ・8「 記 録 媒 体 」)
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!ラ イ ド ●チ ャー ト的 用 法 ほ ど大 げ さ で ない も の と し て,板 書 の代 替 的

当 欝 言 ・本来黒板に衡 べ き内容をあ らカ、じあ。.b－ シーi曙 いて

三 ≦;≧ れ を順次 投映 ・てゆ く方法を・れば囎 に要 する時間的 ・スをな く

一・=±竪 一とがで き・ 学賭 緯 書己す る時間 硫 っぶ り与え るこ・ も可能 である
。

ぽ しジ糖 で説 明し妨 棚 ら旅 効期 誹 るもの まで・HP端 。す

・るのは問題 がある・一・ま:・te-・.・OHpvaし た結果,筆 記す る時間的余裕を少な く

し
、て・教師のペー スで㍊ 随 行す る危険齢 あるこ・も噛 してお くこ・

が必要であるo

嚢

36平 行移動法

説明内容傾 体性 を持 たせ・分 りやす くす るためには
,映 像 にある程度 の

動きを入れ紡 が よ繊 合が しば し・まある
。 その一つの手 法坪 行移 動法で

あ るo
.・ ・J"t
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図3-10平 行 移動 法 の原 理
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平行 移 動法 の原 理 は きわめ て 簡単 で,図3-10が そ れ で あ る。 ベー ス ・

シー トには 静 止画 像 の 部分 だ け を書 い て お き紙 枠 に固 定 す る。 左 右 あ るい は

前 後 へ の 動 きを示 したい 画像 部 分 は可 動 シー ト上 に記 入 して お く。 可 動 シー

トは,レ ー ルには め て計 算尺 の よ うに ス ライ ドさせ て動 か し て も よい(図3

-10の 《 方法1》)。 もっ と簡 単 に,ベ ー ス ・シー トの所 要 の個 所 に切 込

み を入 れ,そ こに可動 シー トを 挿 入 して おい て移 動 させ て も よい(図3-10

の《 方 法2》)。 一一

図3-11が 平 行移 動 法の具 体 例 で あ る。 二 つ の数 字 デ ー タ の加 減算 に先

立 っ て,小 数 点 孚位 置合 わせ が必 要 で あ る。 この ため に 「け た 移 動 命 令」 が

どの よ うに機 能す るか を,こ のOHP教 材 を用 い て説 明 す る。 種 々 の ケー ス

に合 わせ て,け た移 動 の様子 を 具 体 的 に示 しなが ら展 開 して い く。

"

{

●
F
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…

川

A可 動部分

0000000000101▲ooloooooood

B 可動部分一
000000000000110110000000

}i・
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図3-11平 行移 動法 の例(3-13「 けた移 動命 令 」.)"二."
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一 偏 行 移 動 法

≡ ごぞ こ±浩⊇宣ミ藻;一._、 、_一

・.一ご二偏 光紙 と 回 転 型偏 光 板 を組 合 せ て ,電 流 や デ ー タの流 れ,命 令 の 流 れや 指

二合 の方向 一な ど を表 現 す る こ とが で き る。 ちよ う どNHKテ レビの天 気予 報 で

.　太 陽 が ち らち らした り,雨 や雪 が 降 った りす る様 子を 動 きで示 し てい る の と

同 じや り方 で あ る。 そ の原 理 を図 示 した のが 図3-12で あ る。

OHPシ ー ト上 の 動 きを 出 した い 部分 に偏光 紙 をは りつ け る。 このOHP

教 材 を投 映 して 動 きを 出 したい と きは,偏 光 板 を回転 させ る。 そ の結 果,ス

ク リー ン上 の画 面の矢 印 の部 分が あ たか も流動 してい る よ うに映 し出 され る。

回転 型 偏光 板 には,手 動式 の もの と電 動式 の もの とが あ る。 前 者 は 教 師が 自

分 の手 で ま わす 必要 が あ る。 後 者 は,ス イ ッチ を オ ンに す れば 自動 的 に 回転

して くれ る。 な お,OHPシ ー トに偏 光 紙 を は る と きには,回 転板 を回転 し

なが ら流 れ の方 向 を確 認 して,間 違 っ た 方向 にな らない よ うに注 意す る必 要

が あ る。 また,偏 光 紙 に は,赤 ・紫 ・緑 ・青 な どが用 意 され てい るの で
,最

も効果 的 な色彩 の もの を 利用 す る こ とで あ る。

図3-13が 偏光 移 動 法 を 採用 した 例 で あ る。 命 令が 制 御 装 置 で解 読 され

た あ ど,指 令 が どの よ うに流 れ るか を偏 光移 動 で示 してい る。 コ ン ピュー タ

の全 体構 造 の把 握 を させ てか ら,ま とあ と して 偏光 移 動 法 で 指令 の流 れ の様'

子 を イ メ ー ジ として定 着 させ よ うとしてい る.

≡
一　

一35一

鰯 渡 ⊇

:蔓云,『二会 ピ'

欝 ≡lr繁 言芸≡ 三 モ≧ 藩 華 謬 言チ:…弩黛"　ぞ



∵=-1 .・ 一一'・轟 こ蛭 ジ ー

漣 謡 講 遷 喬鷲 三 ≧ 議 ・c遁 ・毒 感 一 ≧ 恕 誌 ζ
___._⊇ 一..._.、_手

離
搬藻1

藝藝

霧

(

1:'
:li

り
!

・

.
-、
d

・

、

こ

、

、

一

.

、

∠
次 Q工＼

舞
!へ曹

この矢印が1定 方向 .

に流動 しているよう二

に映 る

図3-12偏 光移 動法の原理

中央演算処理装置

図3-13
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偏 行 移動 法 の 例(2-4「 コン ピュー タの 構成(2)」,
オ ー バ レイ 法 と偏 行 移 動 法)…
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～'a:ぎ 一も色 彩 効 果 法

・も.、.・⊆現 在 ば ぼ どん ど の テ レ ビが カ ラ ー 化 し て い る。 そ れ な の に 視 覚 教 材 が 白 黒 …

・二 連 体 で取蛾 されたの亘 こ違和騨:生 じ
、るし味 熟 ～・・そ れ}漁 りではな一'

二　 :史ゼ 吉イツ'ギに注意力を集中させ るには,色 彩 の効果がある。 また,映 像 を 『

一.㌘ や す くし・ 識 別効 果 もで て くる・

二 こ の よう な捨 てが た い効 果 が あ る(zlで,今 回 のOHP教 材 で はす べ ての も

の に色 彩 を 用い た。 た だ し,無 用 に 色を 多用す る と,学 習 者 を混 乱 させ た り,

嫌 気 を起 させ た りして か えっ て マ イ ナ ス効 果 を 生 じさせ る危 険 性 が あ る。 そ

こで,通 常 は3色 以 内 の色 彩 に と どめ,か つ,す べて のOHP教 材 の間 で で

● きるだけ統一性 を保?め に配慮 した。

OHPシ ー トに 色 彩 をつ け る に は) .水 溶 性 ペ ン また は 油 溶 性 ペ ン を 用 い る

方 法 との り付 きの カ ラー ・シ ー トを は りつ け る方 法 とが あ る。 今 回 の 教 材 では,

カ ラ ー ・シ ー トを 採 用 し た。 カ ラ ー ・シ ー トに は,赤,ピ ン ク,黄,茶,、 青,

緑,榿 な ど が あ るが.今 回 は 主 と し て,赤,ピ ン ク,黄,茶,青 を 用 い た 。

一 い くっ か の具 体例 に もとつ い て
,色 彩 利 用 の基 本 的パ タ「 ンを紹 介 して お こ

う。 巧

3.8.1ポ イ ン トの 明 確化.

OHPの 色 彩 とし て鮮 明 で 目立 つ のは 黄色 であ る。 したが っ て,ポ イ ン

トとな る事 項 や図 には 多 くの 場 合黄色 を 用い て強調 した。 そ の一 例が 図3

-14で あ る。

記 録 技 術 の うち,デ ー タ処 理 とい う観 点か らみ ると,紙 の発 明,活 版 印

刷,タ イ プ ライ ター,複 写 技 術 は重 要 な ポ イ ン トとな るの で黄 色 で統一 し

き ヘヂプ モア ヤデ…=一 一ご『==言 三 『二 一'
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すい ピンクで色づけした。 なお,通 常 の矢印は青色 で統一す る方法元をとっ
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3&2一 リバー ス法 と色 彩 効果

リ.・一 ス法 を採 用 した 場合 の焼 付 け シー トに はす べ て 乳 色 不透 明 シ ー ト

.、・(_般 に シ,㌫ 一 と呼 副 をか ・た。 乳色 不 透 明 シー.トだ と・ 文 字 や 線 だ

,..、鯵 醐 吐 け るqで,あ とで カ ラー ・シー トを は りつ け て色 彩 効 果 を 出
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幼しや す
い か らで あ る。

■
|

1

・でく一 ・法 で色 彩 効果 をね ら"った一 伽 ・図 ・-15で あ る
。'eれ は,文

∴三主 に 準 る視 覚教 材 で ある。 文 字 を 多用 す る視 覚 教 材 は極 力 排 除 した い ので

一ー一=あ 一る カξ'

ト　ニサ 　 　 　 　 コ… 材 にな ら
ざ るを得 ない 。 この 例 は,

一あ る
o

ピンク ∫

黄 色/

シ ル ノ〉一

黄 色

シル!も 一

トピ ック スの導 入部 だ とか ま とめ の部分 では文 字 を主 体 と した教

トピック スの ま とめ に適 用 した もの で

こ
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図3-15色 彩 効 果 法 の例(そ の2)(4-30「 コ ン ピュ
ー タ利 用 の効果 」

,リ バ ー ス法 とマ スキ ン グ法)
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図3-15で タイ トル,つ ま り 「コン ビa－ 夕利 用 の効 果 」 は うす 迂・ピ

ンク と した。 これ は 図3-14の 例 で タ イ トル的 内 容 を ピンクに し た の と

通 じる。 コンゼ ユ一 夕利 用 の効 果 は,「 直 接 的 な効 果 」 と 「間 接 的な効 果」

り

とが 重 要 な ポ イ ン トとな るので,こ れ には 黄色 を適刑 したo直 接 的 な効果

と間 接 的 な効 果 の 内容 は カ ラー ・シ ー トをは らず シ ル!ミー の ま ふと した。

リバ ー ス法 で文字 を主 体 と した教 材 の色 彩 は,こ の パ ター ンを基 本 と し

て 作成 した。

川

‖

.1,'

‖、‖

、

劃

・

383同 色 に よ る識 別効果

同 一 性 質 の 内容 だ とか,同 一 目的 の 内容 を同 じ色 彩 で提 示 す る と,受

講者 は 視 覚 教 材 の 表現 意 図 を簡 単 に識 別 す る こ とが で き る。 っ ま り,色

分 け た よ る 識 別 効 果 が 高 まる。 この一 例が 図3-16で あ る。 この 例は

万 一 バ レイ 法 と色 彩効果 法 を 上 手 に組 合 せ てい る。

こ のOHP教 材 の ペー ス ・シー トで は,問 題 処 理 に先 立 っ て プ ロ グラ

ム ・ ロ ー デ ィ ン グ を 行 な う必 要性 が あ る こと を強 調す る と同 時 に,プ ロ

グ ラ ム の ロー デ ィ ン グ には,特 別 な プ ロ グラ ムで あ る ロー ダが 必 要 で あ

る こ と を 説 明 す る。2・ 枚 目を一汁一郭 レイ し て,一まず ロー ダが 主 記 憶 装 置

に ロ ー ドさ れ て か ら,こ の ロー ダ の働 きで 実行 用 の プ ロ グラ ムが主 一記憶

装 置 に 格 納 さ れ る こ とを 明確 にす る。 この た め に,紙 カー ド上 の ・一 ダ

と主 記 憶 域 に記憶 され た ・一 ダ とを ピン クに した 。 また,実 行用 プーログラ

ムは 茶 色 と した。 な お,矢 印は 図3-14と 同 じ よ うに青 色 で統 一 してい

るo"・ ・

な お,他 のOHP教 材 では,入 出 力 媒体 は 黄 色,入 出 力 装 置 は ピンクを

適用 す る こ とに統 一 して,色 彩 効 果 を得 る よ うに した。
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図3-16色 彩効 果 法 の 例(そ の3)

(3-4「 プ ログ ラ ムの ローデ ィング」,オ ーバ レイ法)

384色 彩によ る構造的位置づけ

複 雑な構造を対 象にすればす るほどρ 全体構造の中での位 置づけを明確

に してや る必要があ る。 とか く,初 心者は"木 をみて森 をみ ざる"の 危険

性 におち入 りやすいので教授展開の中で これに留意す ることは当然である

が,視 覚教材の 中で も配慮す る必要があ る。

この種 の こ とを意 図 した 例 が,図3-17で あ る。 問 題 分 析etiあ たっ て
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は,出 力分 析ジ 入 力分 析,処 理分 析 が 必 要 で あ るが,こ6教 材 で はs処 理

分 析 の 内容"を 説 明 し よ うと してい る。 そ の た め に,ま ず 右下 の 図 で処 理

ステ ップを 黄 色 にす る こ とに よっ て,.こ れ か ら説 明 し よ うと してい る内 容

が・ 全 体 構造 の 中で ど こに位 置づ け られ るか を浮 彫 りに してい る。

その た め に処 理 ステ ップ の分 析 が い か に行 な われ る必 要 が あ るか を流 れ

図 を もとに具 体化 し,し か もその主 体 を 黄色 で ま と め てい るの で あ る。 た

だ し,流 れ 図 の始 め と終 りは ご く形 式 的な もの で あ るの で,あ え て茶色 と

勘
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図3-17色 彩 効 果 法 の例(そ の4)
(3-18「 処 理 内容 の分 析 」,ス ライ ド・チャ・一ト的用法)
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'し
てい る。 な おg右 下 の図 は 入 力分 析 のOHPで は 入 カ スチ ッ プが 黄色 に ,

=二 出 力分 析 のそ れ で は 出力 ステ シプが 黄色 に変 わ り
,他 の ステ ッ プは 青色 に

一二な る よ うに工 夫 し た。

・ 一一以土 四 つ の例
.で示 した よ うに,今 回 作成 のOHP教 材 で は それ ぞ れ色 彩

'1二江 よ る効果 を最 大 限 に生 か す よ うに配 慮
した積 りで あ る。 し か し,各 論 の

部 で詳 細説 明 を行 なっ て い る原 図 で は色 彩 を どの よ うに した か 全 く言及 し

て いな い 。 した が って,各 論 で 示 してい る原 図を 活用 す る に あた っ て は,

こ こで 例示 した色 彩 利用 を ヒン トに各 自で 工夫 してい ただ きた い。
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≡4.OHP教 材 制 作 上 の 留 意 点

'":こ逼 「まで≡ 視 覚教材 の意義 とOHP教 材の効用
お よびOHP教 材を制作す る

"今に方 た つ考(適用}した基本的な作成パター ンについて報告して きた6こ こでは
,

今 回のOHP教 材を制作す るにあたって効果的な教材 とす るため に設定 した基

一 本的塞 方針
,一お よび制作上の制約事項 に関 して言及す る。 制約条件が課 されな

い環境だ と理想的 な教材作成が可能で あ るが,当 然 のことなが ら予算面,投 入

時間 面,あ るいは準拠す るテキ ス トの面か らの制約が存在 したので,そ れを枠

組み として制作作業を行なわざるを得 なかった。 しかし,制 作 にあたっての基

本方針は,制 約条 件はあ りなが ら も最大限遵守す るように努あた。

グ

1章 で もふれ た よ うに,今 回 のOHP教 材 は,情 報処 理 技 術 者 初級 テ キ ス ト

「基 礎 と応 用 」 を対 象 とした もので あっ た。 した が っ て,こ の テキ ス トの内容,

特 に テキ ス ド内で 示 され てい る図 や表 をいか に活用 してゆ くか が 最大 の課 題 で

もあ っ た。 しか し,こ の テキ ス トの図 や 表は もと も とOHP教 材 を 前 提 に工夫

され た もの では ない。 そ こで,OHP教 材 の特 性 を極 力生 か す こ とを 前 提に テ

キ ス トの 図や 表 に こだ わ らな い こ とを原則 として 出発 した 。 そ の結 果 につ い て,

ここではテキストの内容がOHP教 材 にどの ように反映されたか もあわせ て報 告 す る。
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4.10HP教 材制作 にあたつての基本方針

事 象 とか概念 とかいった情報は,こ れ を単 に視覚化すれば,視 覚教材 とし

ての十分な機能を果 たして くれ るとい った ものではない。 効果が発揮 できる

視 覚教材 とす るため にはそれな りの配慮 と工夫が必要な ことはい うまで もな

叢生轟
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い。 そ こで,今 回のOHP教 材制作の出発点 として,効 果的教材 とす るため

一 の基本方針を定めた
。 この基本 方針は,教 材 制作 に当た る全メ ンバーが共 通

的 に遵守すべ き事項 とした。 これ を共通基盤 としなが ら,各 自の創意 と工夫

を反映 させ ることにしたのである。 と もあれ,OHP教 材 の制作だか らとい

って,一 般 の視覚教材を制作す るに当って留意す る点 と大 きく異な るもので

はない。 したがっ て,こ こに示す基本方針は他の視覚教材の作成 の さい に も

十分通 用す る ものが多い。

4.1.1学 習 者 に とつ て 効果 が あ るよ うに

視 覚 教 材 は,教 師 に とって の補 助 教材 では な い。 学習 者 に とっ て欠 くこ

との で きな い補 助 教材 であ る。 この 当然 な原 則 が とか く忘 れ られ勝 ちで あ

る。 教 師本 位 の 手 助 け といっ た 態度 の 作成 が 目立 つ ので あ る。 教 師 のメ モ

代 りで あっ た り,教 師 の説明 の都 合 だ けが 前 面 に あ らわ れ た もの で あっ た

りす る。 学 習者 の ことが ほ とん ど忘 れ去 られた り,無 視 さ れた.りの 視覚 教

材 が 作 られ てい る ので あ る。 学 習者 が無 理 して 判 読す る必 要 が あ っ た り,

うん ざ りず る よ うな情 報 が盛 り込 まれ てい る。 何 も視 覚教 材 に盛 り込 まな

一…一 ぐて も 」}い士 う←な情 報 が教 師 の忘 備 録 の ため につ け加 え られて い る
。 これ

で は,視 覚 教材 の効果 は 半減 して し ま う。

視 覚教 材 の制 作 の第1の 原 則 は,学 習者 に とっ て効 果 が あ る よ うに配 慮

す る こ とで あ る。 つ ま り,学 習 者本 位 に制 作す る とい う態度 が 必 要 なの で

あ る。 学 習 者 に とっ て見 やす く,分 りや す く,か つ イ メ ー ジ に訴 え る よ う

に とい う工 夫 が 重 要 で あ る。 。 ・

この"学 習 者 に とっ て効果 が あ る よ うに"と い う原 則 を大 前 提 に,他 の
,

基 本 方 針 は この こ とを具 体的 に 実現 す るた め の もの と して 設定 した。
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4.1.2'ね らい に も とつ いた 表 現 を 香

'だ だ 漠然
と制 作 した ので は,あ い まい な内容 の視 覚 教材 となっ て しま う。

あ る種 の 内容 を視 覚 化 す る とい う ときには,必 ず ね らい をは っ き りす ぺ き

で あ る。 ね らいが 明確 な ら,そ のね らい を達 成 す るた め の 配 慮 が な され る。

全体構 造を把握 させたい とい う目的なら,そ れ にふさわ しい表現方法がみ

つかろ う。 まとめ をね らい とす るのなら,別 の表現方法がでて こよう。 あ

るいは,処 理 の ステップを定着 させたい とい うね らいな ら,ま た別のや り

方 がでて くる。

ね らいに もとついた表現 の工夫 をす ると,必 然的に枝 葉末 節 の内容 を割

愛す るよ うになる。 あれ も,こ れ もと欲ばった情報提示ほ ど危険な ものは

ない。学習者 の印象を深 くし,定 着 を高め るためには,余 計 な情報はな く

した方 が よい。 簡潔 こそが視覚教材の本命である。ね らい に もとついて,

枝葉末 節な部分 を思い切って省略 してしま うことを第2の 方針 としたので

あるo、

キ方 寸チしアヘ ィ≧

:'1"'i－tt"9"・/'a

難
難
諜
　

4.1.3.言 葉(文 字)よ リ絵 に よ る表現 を

文字 を主 体 と した視 覚 教 材 は 作成 が 簡 単 で あ る。

作成 態 度 が安 易 に流 れ る と,と か く文字 の羅 列 だけ の 教材 が 多 くな る傾

向が あ る。 本 来 な ら,絵 や 図で 視 覚 化 した方が は るか に分 りやす く,か つ

効 果 が あが る に もか か わ らず,そ の工 夫 を放 棄 したが ゆ え に文 字主 体 の教

材 にな っ てい る こ とが な ん と多 い こ とか。 この観 点か ら,周 囲の視 覚 教 材

を点 検 され る と容 易 に気 がつ か れ よ う。 一_._

そ こで,第3の 方針 は,可 能 な か ぎ り絵 や 図 で表 現 し,視 覚 に 訴 え る こ

とに した。 しか し,文 字 を主 体 と した表現 が 避 け られ な い場'合 が あ る。 ま

`ごて≡:='1こ こr
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.__.。 蕊 言 ≧,二⊇ ・;・治ll・-t-∴ ぎ 藷._磁

た・文 字峡 現 でない ・真 意が正磁 伝達 で きない場合 もある
.そ れゆえ,

絵で表現 すべ きか茸 で表現す べきか を,そ の教材 のね らい と内容か ら慎重

に吟味 し,か つ絵や図をできるだけ採用 することに した
。 なお,文 次主体の

教材 では必 要最 少限 の語数に とどめ,極 力説明 文体は さけ名詞 どめ にす るこ

とκ した・簡単 猿 環で・ 印象 を敵 る・うにす るた めである
。

41.4最 適 提 示情報 量 に'

一 度 に提示 され る情 報量 が 多 す ぎ る と
,学 習者 は 消化 不 良 を起 しかね な

い・ そ れ に・ 視 撒 材 を注意 深 くな がめ る気 力 も失 せ て し ま う
.と ころ が,

一画 面の最適情報量は どの程度 であ るかを髄 め
るこ ・ほ難 である.そ

こで
.「一 画 面 の提示 情 報量 は で き る鮒 少 な く」 とい 源 則 を た てた。 多

"い ことは悪
い こ とだ とい 揃 提 に もとつ い て い る

。 したが っ て,提 尉 吉報

が箏 になる齢 にはぼ 一・・レイ法 と加 ・キ ング法を活用す るこ
、に,

し たo

41.5強 調,識 別 化 の工 夫 を

あ る程 度 情報 量 が多 くな っ て も,強 調 点や 識 別 部 分 を 明確 に し てや る と

学 習 者 の 負担は 軽 くな る。 そ こで,一 画 面 で の情 報量 を少 な くす る工 夫 と

同 時 に,強 調 と識別化 を生 かす 方 法 を と り入 れ る こ とに した
。 このた め に

色彩操 法や移動茸 で⇔ 鮒 採肘 ることに したい
。

1.6表 現 の統 一性 を

学習者 に無用な混乱 を起 させ ない ため には,統 一 した表現 をとる必要 が

ある。・そρために・使用する色彩・ 記号痴専門用語あ るい は画面上 のタイ

一48一
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トルな ど極 力統 一 した 表 現 にす る よ うに した。 この こ とは,複 数人 が協 同

で教 材 作成 に 当 石場 合 には特 に重 要 で あ る。 全 体 と して の調 和 を計 る必 要

が あ るか らであ るo

4.1.70.HPの 特 性 活 用 を

「2.OHPの 特 性 」 の章 で 言及 した よ うに,OHPは 他 の視覚 機 器 に

み られ ない ような 種 々 の 特 性 を もっ てい る。 これ ら特 性 を最 大 限活 用 す

る こ と こそが,今 回 の プ ロジ ェク トの使 命で あ っ た。 教 材 作成 の 負担 は あ

っ て も,極 力OHP機 器 の 長 所 を生 かす よ うな 配慮 をす み ず み に わた っ て

行 な うこ と とし た。

4.20HP制 作 上 の制 約 事項

今 回 のOHP教 材制 作 に あたっ て は,OHP(Z)制 作枚 数 と準拠 す べ きデ キ

ス トはは じめ か ら定 め られ てい た。

準 拠す べ き
.テキ ス トは,前 述 した よ うに情 報 処 理技 術者 初 級 テキ ス ト 「基

礎 と応 用 」 で あ る。 こ の テ キ ス トを使 用 して情 報処 理 教 育 を実施 す る さい に

十分 耐 え うる効果 的 なOHP教 材 を完成 す る こ とが 最 大 目標 で あ った。

OHPの 制 作枚数 は150枚 とい う範 囲で あ った。 したが っ て,こ の枚 数

で 「基 礎 と応 用 」 テキ ス トの全 体 を過 不 足 な く補 え る よ うな教 材 とす る必 要

が あっ た。 テ キ ス トは,第1部 か ら第4部 までか らな り立 っ て い る。 すな わ

ちダ デ ー'B処 理一の基 礎 ぐ第1'部 う丁一コツ ピ ュ一 夕 のバ ー.ド.ゾェ ァ(第2部),

コ ン ピュー タの ソ7ト ウ ェ ア(第3部) ,コ ン ピュー タ の 利用(第4部)

の 四 つで あ る。 これ ら全 体 を上 手 に カバー す るOHP教 材 が要 求 さ れ ていた。
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そ こで,各 部 の内 容 とボ リュー ムを検 討 し た結 果,第1部29枚,第2部

8枚,・ 第3部50枚,第4部33枚 のOHP教 材 を作成 す る こ とを 決 定 し

。 そ の あ とで,各 部 ご と に作 成 担 当者 を決 定 し,各 部 を構成 す る章 ご との

定 枚 数 を提 出 して も らい その 妥 当性 を検 討 した あ とで,制 作作 業 に着手 し

の で あ る。 したが って,テ キ ス トの全 体 を.バラ ン ス よ く150枚 のOHP

が 一 す る こ・とが で きた とい え る。'

150枚 のOHP教 材 で,し か もオー バ レイ 法 や マ ス キ ング法 を適 用す る

な る とか な りのボ リュー ムに なり,パ ラパ ラに な っ て使用 上 の わず らわ し さ

生 じる危 険性 が 残 る。 そ こで,各OHP教 材 には 整 理 番 号 をつ け る と同 時

,必 ず紙 枠 に 固 定 して オー バ レイ法 とか マ スキ ング法 の場合 の煩 雑 さを さ

る こ とに し た。 つ ま り,セ ッ ト化 を完 全 に行 な うこ とに した ので あ る。

これ に よっ て,こ のOHP教 材 が将 来 種 々 の場 所 で 活用 され る際 に大 い に

立 つ と思 われ る。

また,選 択 性 に 関す る配 慮 も行 なっ た。 た と えば,回 転 偏光 板 が用 意 され

い ないOHP機 器 で も,偏 光 移 動法 のOHP教 材 が生 かせ る よ うな配 慮 を

た。 ただ し,移 動 効果 は 得 られ ない が,視 覚 画 面 は そ の まふ 生 か せ る よ う

した ので あ るo

オー バ レイ 法 と色 彩 活用 に関 して も制 約 を も うけ た。 オ ーバ レイ法 に関 し

は,シ ー ト枚 数 が 増 え る と投 映画 面 が 不鮮 明 に な る こ と,お よび 操 作 上 わ

らわ し さが生 じる こ とか ら4枚 以 内 の オ ー バ レイ を原 則 とし た。 一 方,色

に 関 しては 最 大4色 程 度 と定 め た。 色 彩 の使 用 過 多 が か えっ て逆 効果 に な

こ とを恐 れ たか らで あ る。

再 三指 摘 した よ うに,「 基 礎 と応 用 」 の テ キ ス トに準拠 す る こ とが原 則 で

っ た が,テ キ ス トの 中 に収録 され てい る図 や 表 と全 く同 じも のは で き るだ
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け さ け る こ とに した。 図 や 表 は生 か す よ うに工 夫 は す るが,そ の ま ふでは 必

ず し も視 覚 教材 とし て効 果 的 で ない ので,OHP教 材 とし て効 果 的 な もの と

す るた め に再検 討 す る こ とに した の で ある。 テキ ス トの 中 の図 や絵 は,説 明

文 を補 う もの とし て工 夫 され た もので あ って,OHPの 視 覚 教材 を想 定 した

もので は ない 。 した がっ て,参 考 とは す るが,あ ま りこれ に こだ わ らない で

OHP特 性 を生 か した視 覚 化 を 重視 す るこ とに した ので あ る。 そ の結 果,テ

キ ス トの 図 や絵 が どの よ うに 変 形 され,生 きた視 覚 教材 とす る努 力が な され

たか はジ つ ぎの 章 で報 告 す る。
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5.OHP原 図の 作 成 方法

OHP原 図 は,テ キ ス トの 中 の図 や 絵 に準 拠 して視 覚化 した もの と,テ キ ス

トの 説 明 内 容 に もとず い て全 く新 規 に 作成 した もの とが あ る。 本 章 では,こ れ

に つ い て い くつか の パ ター ンに分 け て 具 体例 を示 しなが ら報 告す る。

5.1テ キ ス トの図 の 活 用

テ キ ス トの 中に収 録 され てい る 図や 絵 を全 く無視 して,OHP教 材 を作成

した の で は テキ ス トか ら遊離 して し ま う。 そ れ に,テ キ ス トの図 や絵 に準 拠

し てお くと学 習者 が テ キ ス トを参 照 す るの に も都 合が よい。 また,テ キ ス ト

の図 や絵 もあ る種 の 視 覚化 の工 夫 が こ らされ てい るbOHP教 材 と してそ の

ま ふ生 か し きれ な い とはい うもの の,視 覚 教材 のベー スにな り得 るの で ある。

そ こで,今 回 のOHP原 図 の制 作 にあ たっ て も,半 分 以 上 の もの は テ キ ス ト

の図 や絵 を ベー スに 視 覚化 め 改 善 を施 した。

な お,各 論 の説 明 文 の 中 に 「テ キ ス トとの対 応 」 とい う項 目 を も うけてお'

り,こ こでOHP教 材 と対応・す る テキ ス トの 中の 図番 号 を示 して あ る。 詳細

に つい ては,各 論 の 説 明文 を参 照 してい た だ きたい。

5.1.1画 面 の 情報 量 を少 な く した例

テ キ ス トの 図だ と,そ の 中 に必 要 な説 明 文 や記 号 な どが 盛 り込 まれ る場

'合 が 多 い。 その 図 をみ た だ け で ,か な りの意 味 が分 る よ'うに とい う配慮 が

あ るか らで あ る。 と ころが,視 覚 教材 に この種 の事 柄 まで 含 め て し ま うと
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a.チ ギ ス トの図(P100「 第1.11図 命令 と制御 とデー15tの流れ」)

制 御 部

内部記憶

補助記憶
算 術

論理演算部

出力

b.OHP原 図(3-5「 命令と制御 とデータの流れ」,lrパ レイ法)

図5-1・.画 面 上 の情報 琴 を少 な くした 例(そ の1)
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b.OHP原 図(4-2「 シ ス テ ム分析 の手順」,リ バー ス法 とマスキ ング法)

・

図5-2 画面上の情報量 を少 な く.した例(そ の2)
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情 報量 が 多 くなっ て し ま う。 そ れ に,投 映 され る文 字 が とか く小 さ くな っ

て,見 に く くなっ て し ま う。 そ もそ もOHP教 材11 .,そ れ だ け で 全 てを 説

明 し よ うとい う意 図 は な く,視 覚 に 訴 えな が ら,教 師 の説 明 を 聴 覚 と有機

化 して は じめ て効 果 が高 ま るので あ る。OHP教 材 の 内容 は 簡 潔 であ って

も,教 師 の補 足 説明 に よっ て十 分 に 目的 が 達成 で き る。 そ:ρため に教 師が

存 在 して い る ので あ っ て,視 覚 教 材 に全 てを 語 らせ る よ うにす る必 要 は毛

頭 な い の で あ る。 この よ うな 理 由か ら,テ キ ス トの 図 を利 用す る場 合 には,

教 師 の 補足 説 明 で 十分 で あ るとか,そ の方 が よ り効 果 的 な 部分 は で き るだ

けOHP原 図か ら削 除 し,画 面 の 情報 量 を少 な くし簡潔 な もの と した。

そ の一 例 が 図5-1で あ る。Ee号 の説 明 だ とか,デ ー タや 命 令 の流 れを

説 明 した 文 字 は全 て カ ッ トした6こ れち の 部分 こそ,教 師 が 黒板 を ま じえ

な が ら説 明 した方 が 効果 的 で あ る こ とは い うまで もな い。 それ に,こ れ ら

情 報 を画 面 に 入れ て しま うと,焦 点 がぼ け て しま うし,見 ず ら くもあ り視

覚 効果 は うす らい で し ま う。

別 の 例 をみ よ う。 図5-2が そ れで あ る。 これ は図 の 中 の説 明文 を簡潔

に した 例 で あ る。 視 覚 教 材 の中 の 説明 用語 は 簡 潔 で短 か い 方 が 注意 を引 く

し,記 憶 しや すい。、動 詞 で とめ る よ りは名 詞 どめ にす る方 が短 か くな る し

印 象 も強 くな る。 簡 潔 で抽 象的 な 表現 をか み くだ い て具 体化 す る のは教 師

の役 割 りで あ る。

、

5.|.2主 題 に 焦 点 を しぼ つ た例

テ キ ス トの図 だ と,情 報 量 の制 約 が厳 し くな い せい もあっ て,す み か ら

す み まで余 した り,重 複 情 報 も含 め て しま う。 また,枝 葉 末 節 まで含 め て

し ま う。 と ころが,視 覚 教 材 では情報 量 を少 な くす る必要 が あ る。 したが
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社員一覧表 の

印 ・刷

"IHttn名

(社川 島号斯}

新 入杜ll名

フ ァ イ ル

杜n丘}1}順 に並べ

讐ξて,巳 気テー

プに記録†る

2つ のファイルを組

合わせて,新 社貝 名

77イ ル を作る

ぷ 入棚 名

(anes号 題)

_一 一新社貝名 ファイノレ

(社員番号順)

社員_覧 表の ③

a。 テ キ ス トの 図

(P1`・33「 分 類 と組 合 わ せ の 処 理 」)

亀

歩

幅 社 員名＼'

フ ァイノレ＼

新 入社 員名

フ ァ イ」レ'

社員番号順
に 分 類

社員名
フアイ レ

新入社員名
フ ァ イル

b.OHP原 図

(3-36「 分類組合わせプ ログラム

(2)J,オ ーバ レイ法)

図5-3主 題 に焦点をしぼって簡素化 した例
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っで坤 らい礁 点をしぼ亨 簡潔聡 め紛 るピ・漣 求舐 る・

この 場 合 の 例が,図5-一
.3で あ る。'テ キ 〔rの 図 だ と,再 分類 の場合 だ

とか・ 報鵠 作成 の 部 分 まで 治 の中 に示 して あ る・ と ころ が
,OHP原

図では・分類醐 合せだ峠 点をぽ つ頭 和 した・この・HPを 用

いて○ 分類 と組合せ の意義を十分把握 させた うえで〆 テキ ス トの図にもど

〔○ 分類の意義や報鵠 を臓 は 分類や組合せであるこ・を離'認ざ
せ る 云 うに す れ ば よい◎

一繊 興 ・'過 ぎたるは友ばざるカ・ご・じ略 言が当工 るの

で あるO.

5・1・'3
.禅 的麹rし 剛,

情 報処 理 にたず さ わ る人 間 は,事 象 を流 れ で 表 現 す る こ とに馴 染 みす ぎ

てい る ので,な ん で も流 れ 図 で表 わ そ うとい う傾 向 が強 い
。 確 か に 流れ 図

は 情 報 分 析 や伝 達 にi効果 的 な手 段t'は あ る。 しか し,教 育 場 面で あ れ もこ

れ も流 れ 図 で示 され る と うん ざ りす るの で あ る。 時 には ,、もっ と分 りや す

い 具 体 的 な図 で 訴 え た 方が よい ケー ス も多 い。

この 種 の 例 が図5-4で あ る。 デー タの 発生 か ら報 告 書 作成 まで の ステ

。.7プ を℃ 耳p原 図で は絵 で示 してい る。 同 じ内容 を 説 明 す るに し て も,初

心者 に はOHP原 図 の 方が は るか に分 りや す く,親 しみ やすL'Nは ず で ある
。

,それ にイ メー ジ効 果 も大 きいで あろ う◎

一58一
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デー タの発生

タイム・カード・

販売表,送 り状・

発注書など

データの記録

伝票,ほ カード,

任テープなど

デー タの処 理

分類,突 合おせ,

分折.計 算など

報;認}作 成

節目,錘 カード・

廷テープ,磁気

テープなど

,'

・

デ「夕の保管

● ・

a.テ キ ス トの 図(P10「 第1.10図 デ ー タ処 理 の 過 程 」)..

,図5』-4視 覚 的 な 図 に し た 例
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b.OHP原 図(1--6「 デ ー タ処 理 の過程 」,オ ー一一:レ イ法)
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5.1.4複 雑 な概 念をイ'ンニジ化 した例

…一'複 雑 で高度な概念
・あ る.いは抽象的で分 りに くい概念 になればな るだけ・

教師ぼ具体的 な身近な例を もとに分 りやす くしてや る必要がある。 複雑 だ

か らとか高度な内容 だか らとい った理 由で,抽 象的 な説明で終始 したので

は,教 師の使命を放棄 したに等 しい。 したがらて,視 覚教材作成 にあたっ

て も,複 雑な概念や高度な概念 を表現 す る場合 には慎重 に工夫 す ることが

必要 セあ る。 しか も,具 体例 に結びつけた表現 を考 え出す ことである。

この例が,図5-5で ある。初心者 には,入 出 力チ ャネルだ とか 入出力

制 御 装 置 あ るい は 緩衝 域 の役割 はは なは だ わか ヴに くい 概 念 で あ る。 これ

を,デ キ ス トの 図 で説 明 し よ う'とす る と極 め て抽 象 的 にな り,具 体性 に欠

け る。 これ を人 間 が通 常 行 な っ てい る作業 を 例 に,分 業 の 重 要 性 に結 び つ

け て 説 明 す る とな ん と分 りや す くな る こ とか 。 こ うす る と,緩 衝 材 の意味

合 い ⑭ な りすP .き り して こ ・ う・ こ唖9身 近 醐 で そ吊 れ の概 念 を

と らえ させ た うえで,テ キ ス トの図 に戻 っ て コ ン ピ ュー タ ・ハ ー ドウ ェ7

と し て ま と め て や れi .Xよ いo

5.1.5動 き に よ る表現 を と リ入 れ た例

テ キ ス トの図 で 具 体的 な 動 きを示 す こ とは きわ め てむ ずか しい。 静止 図

にな らざ るを得 ない の で,何 個 か の図 で 動 きを図 示 す るか,説 明文 で補 う

しか な い。OHPで は 動 きを示 す ことが で きる。

'-60一
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入 出 力

制御・装置

入 出 力

制御装置

入 出 力
制御装置

入 出 力

チ ャネル

中央演算
処理装置

a.テ キ ス トの 図(P51「 第2.1図 コ ン ピ ュー タ の 装 置 」)

ごピ .・竺ぎ;:

CPU
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//

緩衝域/
!/

卜出捌繊 置

(ベ ー ス)(1枚 目)

ノ
QO

)1

b.OHP原 図(2一7「 入出力操作(2)」,オ ーバ レイ法)

図5-5複 雑 な 概 念 を イ メー ジ に訴 え る よ うに視 覚化 した 例
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b.OHP原 図(2-24「 磁 気 デ ィ スク装 置 の ア クセ・ス機構'」,平 行移 動 法)

..図5-6動 き に よ る 表 現 を とp.入 れ た 例

.
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● ・ ヴ

溺ぺ
が

とのOHPの 動 きを 採 用 して,テ キ ス トの 図 を改 善 した の が,図5-,6

で あ る。 テキ ス トの図 で は何 ら動 きは示 され てい ない 。 と ころ が,OH?

原一図 では 平 行移 動法 を適 用 して,ア クセ ス装 置が左 右 に移 動 す る様子 を示

す こ とが で き る よ うに した。 これ だ と,ア クセ ス装 置 の機 能 が一 目瞭然 で

あ る。 なお,OHP原 図 で は そ れ ぞれ の機構 名 は磁 気 デ ィ ス クを除 い て省

略 した。 その代 り磁 気 デ ィ ス クの横 断 面 を拡大 して示 す 部 分 を付 加 した。

5.1.62個 の図 を一 つ に 合 成 した例

OHPで は,説 明 に合 わせ て ステ ップ ・パ イ ・ス テ ップに 情 報 を 提示 し

てい くこ とが で きる。 オー バ レイ法 とか マ スキ ン グ法 とか が これ に あた る。

とこ ろが,テ キ ス トでは,一 度 に全 体を 示す こ とが で きな いCし た がっ て

一 つ の 図 で 全体 を示 す とか ,二 つ 以上 の図 で分 割 提示 す る こ とにな る。

テ キ ス トの2種 類 の 図 を一 つ のOHP画 面 に ま とめ た一 例 .io:,図5-7

で あ る。 この例 では,テ キ ス トの 図 をか な り視 覚化 した うえ で,一 つ の 画

面 としてい る。 さ らに,入 力 の過 程 の 部分 は デー タ の準 備 とデ ー タの読 み

取 りに分 け て,ス テ ッ プを ふ み なが らオー バ レイす る よ うに変 え てい る。

別 の例 を 図5-8で 示 そ う。 この例 では,レ コー ドの ブ ロック化 とデ ブ

ロ ック化 を一 画 面で 提示 し よ う としてい る。 さ きの 例 と異 な り,テ キ ス ト

の図 を簡 素化 しては い る もの の,か な り生 か してい る。 オ ー バ レイ法 を 採

用 し,ベ ー スの 部分 で テキ ス トの第2.13図 の 部分 に相 当す る内容 を 説 明

し,1枚 目を オ ーバ レイ して 第2.14図 に相 当す る部 分 を 説 明 す る。 この

場合,2枚 の別 々 のOHPに す る よ り もブ ロッ クイζとデ ブ ロ ック化 を一 つ

・の 画 面 で対 比す
.るζ とが で き る。1枚 のOHPに しtc .最大 の理 由は,こ の

対 比 効 果 を得 るた めで あ る。
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第2.10図 入 力の過程

a.テ キ ス トの図(P24

図5-7
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第2.11図 出 力の 過 程

第2.10図 と 第2.11図)

2個 の図 を一 つ に 合 成 した 例(そ の1)

●

一64一

ヲ

F、

・
-
.
、
.

竺

、

'



窒i－ 塁1

1●

(=↑

・
}
二

枚

目
)

紙;ヒド

、蹴 、置一編 羅 利

綴1》

n-Ftth孔装置
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をぜん孔

印刷装置

処理結果

を印刷

b・OHP原 図(1-14「 コ ンビ■一夕によるデータ処理 」
,オ ーバ レイ法)

図5-7醐 の 図 を一 つvaa成 した例(そ の ・)

5.|.7テ キ ス トの 図 を そ のま ま 用 いた 例

ツ

これ までは テキ ス トの図
.に何 らか の手 を加 えた 例に つい て 説明 し て きた。

しか し,中 には テキ ス トの 図 を その ま ふ利 用 した も・の もあ る。 テキ ス トの

図 を 用L)て も・OHP教 材 と して何 ら支 障 のなL・ もの に限
っ て テ キ 。 トの

図 を そ の ま ふ適用 した の で あ る。 し たがっ て
,こ の ケー スの枚 数 は ご く少

な いo

この 種 の一 例 が図3-16で あ る。 テキ ス トの図 は そ の まN生 か してい

るが ・OHPの 特性 で あ る色 彩 効 果 法 とカ・オー ・・レイ法 を 用 い て い る
.こ

の よ うに テ キ ・ ト'の図 を その 払 活用 す る場 合 に も
,OHPの 特 性 を活用

す る工 夫 が 必要 にな る こ とは い う'まで もない。
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b.'OHP原 図(3-32「 ブ ロ ック化 とデ ブ ロ ック化,』 オ ーバ レイ法)

図5-82個 の 図 を 一一つ に 合 成 し た 例(そ の2)
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事業運営

1.1
資 源
資 金 倉 庫

施人設 情 報

a.テ キ ス トの 図(P168「 第1.1図 事 業 モ デ ル」)

事 業 モ デ ル

微行、 場滋
供 給 者 需 要 者

」

1

●

(入彩功 (出%カ リ

原材料

情 報

品
報

サービス

1 }

%〃事業運劉 %彩
1 ↑

徽 資%〃弼%%源%%
資 金人

施 設

倉 庫

情 報

矢 印 の 部 分 は ナ ー パ レイ,斜 線 の 部 分 は カ ラ ー 化

b.OHPの 原 図(4-3「 シ ステ ムの 例」,オ ーバ レイ法)'・

図5-9テ キ ス トの 図 を そ の まN用 い た 例 ・
・
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…
5.2テ キ ス トの 図 に 準拠 しな い原 図.一

テ キ ス トの 中 に図 や絵 として存 在す るが,特 にOHP教 材 にす る必要 性 が

ない もの が 多い 。逆 に,テ キ ス'トの 中に 図や 絵 と,して 存 在 しない が,教 育 内

容 と展 開 か らみ て視 覚 教 材 を欠 く こ とが で きない とこ ろが 随所 に あ る。 トピ

ッ クの 導 入部 とか ま とめ の部分 で は,図 に は な らな.く と もボィ ン トを示 す よ

うな視 覚 教材 が欲 しい。 全 体構 造 とか流 れ を示 す よ うな 図 があ っ た 方 が よい

場 合 もあ る。 テ キ ス トの 内容 を 具体 的 に表現 した い 場 合 もあ る。 こ の よ うな,

テ キ ス トの 中の 図 に準 拠 しない で 新規 に作 成 したOHP原 図 のい くつ ヵ・を報

告 して お こ う。

5.21ト ピッ ク内容 を示 す 例

学 習 者 を動 機 づ け る一 つ の方 法 として,新 た な トピ ックの学 習 の ね らい

と主 要 な 内 容 を 導 入部 で徹 底 させ るこ とが あ る。 この種 のOHP教 材 が あ

デLタ 処 理 の方法.

・手作業による処理

●機械による処理

・ パンチ カード・システムによる処理

●・コンピュータ による処 理

(ベ ー ス)

(1枚 目)

(2枚 目)

(3枚 目)

(4枚 目)

16

ili

l,

図5-10全 体を示す例(1-7「 デー タ処理 の方法」,リ バース法とマスキング法)
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●

'らか じめ準 備 され てい る と
,導 入 部で 忘 れず に 動機 づ け を行 な う ことが で

きるb－ したが って,今 回 のOHP教 材 作成 で も これ に該 当す ぢ も'のを何故

か 作成 した・

そ の 一 つ の例 が 図5--1'0で あ る。 これは,「 デー タ処 理 の方 法 」の ト

ピックの 導 入 部で 用 い る。 歴 史 的 にみ て デー タ処 理 の方法 が 四 つ に大 別で

き る ことを明 確 に した うえ で,個 々 の処 理 方法 の内 容 と特 徴 は別 のOHP

教 材 を使 っ て具 体 的 に 説 明 して い く。 もち ろん,こ のOHPで は トピック

全 体 しか 示 してい な い が,こ れ を もとに 学習 の ね らい もは っ き りさせ る必

要が あ る。

5.22ポ イ ン トの ま とめ を示 す 例

あ る トピック の展 開 が終 る と,そ の 部分 で学 習 した こ とを ま とめ させ る

こ とが重 要 で あ る。 単 に学 習 した ことをお おむ 返 しに ま とめ るの で は十分

で な い こ とが あ る。 学習 した こ とか ら,一 般 的 法則 だ とか原 則 だ とか を学

習 者 に発 見 させ る よ うな ま とめ 方 も必 要 にな る。

この よ うな ね らい の ため に作成 したOHP原 図がジ 図5-11で あ る。'

コ ン ピュー タ に よるデ ー タ処 理 のや り方 と特 徴 を説 明 した あ とで,学 習者

に どの よ うな利 点 が あ るか考 え させ る。 正 しい 回答 ない しは そ れ に近い 回

答 が 得 られ るつ ど・ そ れ に該 当す る部分 の マ スクを取 り除 い て・ 補 足 説 明

を加 えな が らま とめ て い く。 単 に ポイ ン トを まとめ てい く よ り もは るか に

効 果 的 であ る。
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コンヒェ タ利用の利点

● 高速処理

●連続的処理

● 正確な処理

●集中的 ・総合的な処理

● 質の高い加工と分析

(ベ ー ス)

(1枚 目)

(2枚 目)

ぐ3枚 目)

(4枚 目)

(5枚 目)

図5-11ポ イ ン トの ま とめ を 示 す 例

(1-16「 コ ン ピュー タ利 用 の利 点」,リ バ ー ス法 と
一 マ スキ ング法)

5.23歴 史 的 発 展 過 程 を 図 示 した 例

歴 史的発 展 過 程 な どは,テ キ ス トの 中 で は単 に説 明文 だ け で展 開 され て

い るケ ー スが 多い 。 また,講 義 の 中で もお 話 だ け で長 々 と展 開 す る こ とが

多 い。 こ の よ うな 場合,そ の ポ イ ン トだ け で も視 覚 的 に示 され る と,注 意

が集 中 さ れ,興 味 が わ くこ とが あ る。

この例 に当 た るのが 図5-12で あ る。 コ ン ピュ ー タ利 用 の 発展 段階 を

聴 覚 に 訴 え る説 明 だ けで 進 め る よ りは,こ のOHPで 歴 史 的 位 置 づ け を提

示 しなが ら説明 した方 が 学 習者 は よ り巻 き込 まれ る し,注 意 力 も集 中で き

よ うo
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藷 エ 註

・・矯 ・ ∵iト

叢 ご 一二

コノピュ一夕利用の発展段階,

部分的事務処理の機械化

部分的管理業務の‡謄噺ヒ

部分的計画業務の機械化

総 合 的 な 情 報 処 理

図5-12

(2枚 目)

(3枚 目)

(4枚 目)

歴史 的発 展 過 程 を 図示 した 例(4-28「 コンピ
ュータ利用の発展段階」,リ バー ス法 とマスキ ング法)

5.2.4全 体 構 造 の 中て機 能 的 位置 づ け を行 な っ た例

情 報 処 理 シ ステ ムの よ うに複 雑 な構 造 を し た もの のサ ブ シ ステ ムだ とか

要 素 だ とか を説 明 す る場合 には,全 体構 造 の 中で の位 置 づ け を しっ か りと

把 握 させ る こ とが 重 要 で あ る。"木 をみ て森 をみ ざ る"の 説 明 に とか く落

ち 入 りが ち で あ るが,こ れ では学 習者 の 負担 が 大 きす ぎ る。 テ キ ス トでは

この よ うな位 置づ けが欠 け てい る場合 が 多い ので教 師 が 補 っ てや る必 要 が

あ る し,視 覚 教 材 で の工 夫 も必要 とな る。

この よ うなね らい の も とに,全 体構 造 の 中で の機 能 的 位 置 づ け を行 な っ

た 例が 図5-13で あ る。 テキ ス トで は,入 出力制 御 シ ス テ ムの位 置 づ け
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は 全 くとい っ て よい ほ ど行 なっ て い ない。 す で に入 出 力制 御 シ ステ ムの個

別 の機 能 紹介 に入 っ てい る。 ζれ では,入 出 力制 御 シ ステ ム の各 々 の機 能

は 理 解 で きて も,シ ステ ムの 中 で の位 置づ け は ほ とん ど把 握 で きな いで あ

ろ う。 そ こで,こ のOHP教 材 で まず機 能 的位 置 づ け を し てか ら,各 機 能

の 説 明 に入 る.ように した の で あ る。

r、'
＼＼_ ・ ノ

磁 気

遍 、h

( (

入

出

処 理

フ[}タラム
4

●

/紙 カード

戸『読取装置
.

念 需
＼ ノ

磁 気
チーフ
装 置

力制御 システム
～ ノ

印刷装置

ブ

図5-13全 体構 造 の 中で 機能 的位 置 づ け を行 なっ た 例

(3-30「 入出力制御 システ ム」,ス ライ ドチ ャー ト的 用 法)

5.25比 喩を用いて対比 した例

新 しい概念だ とか用語な どを説明す る場合,比 倫 を用い ると効 果的な場

合が しば しばあ る。情報処理技術の ように新 たな概念 だ とか沢 山の特殊な

専門用語か ら成 るものを,初 心者 に理解 させ るには,こ の方法が特 に有効

である◎ 視覚教材の中に も比哺を持ち込 む ことに よって,分 りやす い もの

にす ることが可能である。
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(1枚 目)
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図5-14此 面 を 用 い て 対 比 し た 例

(2-5「 ハ ー ドウェ ア とソ フ トウ ェア」,オ ーバ レイ法)

、

.

図5-1 .4で この 例 を示 し て い る。 この 例で は,自 動 車 を比 喩 に用い て

い る。 自動 車が あ っ て もそれ だ け では 何 ら機 能 しな い。 運 転 手 の 運 転技 術

が あっ ては じめて 自動車 を 意 図 した所 へ 動か してい け る。 つ ま り,自 動 車

とい う身近 なた とえ で,ハ ー ドウェ アと ソフ トウェ アの概 念 を 具 体化 し,・.

そ れ を コ ン ピュー タ の場合 に あ ては め て理 解 を深 め させ よ うと して い る。 .

,
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5.2.6tt機 能 を 流 れ 図 で 示 した 例''"一

'ン ピ　 タにかかむ りを も
つ装置を個 々に取 りあげて機 能を説明す

る
よりも・ データ処理 の流れにそ

って説明 ・筋 力・その機 能が生 きた もの と

して把握 されやすいbし たが
っ て・ 柳 の場 面流 れ図を用い て説明す

る方法 が 用 い られ て い る・ しか し・'「基 礎 と応 用」 の テキ 。,で は
,.の

種の図力 しい嚇 に入ってい ない ケー ・もあ
った。 その場合には,雛

を流れ図で表蹴 る珪 をぽ
。

この例が図5-15で ある:テ キ^・・では全 く別
の麹 を してい るが

,
OHPで は繊 中心 に流れ としてこ

.れを視覚イヒした も'ので あ る。
以 上 ・ 本章 では テキ ・ ・の図 に対 応 した ・HP原 図 、

,全 くテ キ 。,の

図に依存Yr・1'OHP原 図の作成方 法を例を も・
に報告 した.こ れ らの例

は・今後OHP端 緋 成す る場合の ・ン ・とし
て役立つであろ う。

(ベ ー ス)

一(1枚 目)

けん盤
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再三

:.一."..L6.JOHP教 材 作 成 の 作 業 経 過 と原 図 の 改 善 方 法

本 章葬:ば二今 回のOHP教 材が完成す る までの委員会の内容 の概略E,委 員.

会 でQ中 心作業 となったOHP原1幻 の手直 し作業について具 体的 に説明す一る6一

工肇

6.IOHP教 材 作 成作 業 の 概略

OHP教 材 を 作成 す るに あ た り,実 施 した作 業 の概 略 は 以下 の とお りで あ

るo

① 教 材 作 成 の基 本 事 項 の 検討

「初 級 テキ ス ト(1}」に も とず い たOHP教 材150枚(原 図 お よび説 明

文 か らな る)の 内 容項 目 にっ い て,そ の選 定 作業 を行 な っ た。

② 作 業 のす す め方等 の検 討

作 業 スケ ジ ュー ル,作 業分 担等 の検 討 を行 なっ た。

③ 教 材 作 成 仕 様書 の作 成'

各委 員が 原 図 お よび 説 明文 を執 筆 す るにあ た り,そ のパ ター ンを統 一す

るため,事 前 に標 準 的 な フ ォー マ ッ トを用 意 した。

/

④ 原 図お よび説明文の審査

各委 員が執筆 した原図 と説明文を全委員に事前配布 し,委 員会での審査

の効率化 を計った。

⑤ 原図 の清書

作成す るOHP教 材を質の高い,見 栄えのする もの にす るため,'専 門家

のイラ ス トレー タに原 図の清書を依頼 し,そ の審査 は各執 筆者が各 自で行
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⑥OHP試 行 シー トの作 成

OHP原 図 の清 書完 成 後,委 員,別 途依 頼 した 作 業 員 お よび 事 務局 に よ
、

り,実 際eCOHPフ ィ ルムを作 成 した。

⑦ 試 写 お よび レビ ュー

作 成 したOHPフ ィル ムを一通 り投 映 して試 写 す る と と もに,不 都合 な

部分 を相 互 に指 摘 し,そ の部分 につい て は最 終 的 改 善 を行 な っ た。

6.20HP原 図の改 善 方法

各 委 員が 作成 したOHP原 図は 委 員 会 の審査 を通 じて改善 の手 が 加 え られ

た。 委 員 会 の審査 では,当 初 に定 め た 「OHP教 材 制 作 にあた っ て の基 本 方

針 」通bの 出来 ば え で あ るか ど うか,OHPの 特 性 を十 分 活用 し た原 図 にな

っ てい るか ど うか を 中心 に改 善 の意 見 が 出 され,手 直 し の指示 が行 な われ た。

1回 の 修正 で意 図通 りにな らな かっ た ものは,2回,3回 の手 直 し要 求 が 出

され,改 善 が な され た。 したが っ て,い ず れ の教 材 もか な り質 の 高い もの に

な っ てい る。 こ こでは,具 体例 を も とに 最初 提示 さ れ た原 図が いか に手 直 し

され,改 善 され た か を報 告す る。 これ は,今 後OHP教 材 を作 成 す る さい の

貴重 な参 考 に なる と思わ れ る ので,手 直 し前 のOHP原 図 と手 直 し後 のOHP

原 図 を対 比 しな が ら示 してい くこ とにす る。

621言 語(文 字)表 現 の 工夫 例

前 に もふ れ た よ うに,文 字 を主 体 と した表 現 の 場合 には,簡 潔 な表現 を

`

-76一

.3

」



7

マ
,
・
¶
.乙.
.
;

笛

ー

,ぐ

、

・
・
'7・・
ぎ

O

冨

3

タ

で

↓・「二

・
.

.
'

1
.

原 書 類 設 計 の ポイ ン ト

"『 一τ
.で記'載順 序 を襯(.力三 ド上 のせ ん孔 順序 と.合わ せ る

2.… せ ん孔 個所一を.わ.かりや す くす る

3.一 色,題 字 な どを変 え る

4.総 括表 をつ け,束 と して扱 う

5.紙 カ ー ドと原 書 類 とを対 応 づ け る

6.記 入す る量 を少 な くす る

a.手 直 し前 のOHP原 図(リ バ ー ス法)

記載順序 とせ ん孔順序 の一致

せん孔個所 の明確 化

紙 カー ドと現書類 の対応づけ

最少限 の記入量

b・'.手 直L後 のOHP原 図(.4-13「 原 書類 設 計の ポ イ ン ト」,リ バ ー ス法)

図6-1言 語 表 現 の 工 夫 例
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す る必 要 が あ る。 動 詞 で終 る文章 表 現 よ りは:名 詞 で 終 りに した 方が 表 現

が ひ き し ま る し,印 象 的 で もあ る。 そ れ に,何 よ り も重 要 な こ とは,文 字

数 が 少 な くてす む ご とで あ る。 文 字主 体 の教 材 の場 合 には,こ の観 点か ら

徹 底 的 に 手 を 加 えた。 そ の具 体 例を 図6-1で 示 した 。

a.で 示 した のが,最 初 に提 出 され た原 図 で あ る。 い ず れ も読 み 言葉 の表

現 で,視 覚教 材 と して は冗 漫な 文 体 で あ る。 主 旨 に反 しない 範 囲 で 簡潔 に

し,名 詞 どめ に した の がb.の 手 直 し後 の原 図 で あ る。 視 覚教 材 と して どち

らが 生 きた もので あ るか は,両 者 を比較 す る と容 易 に判 定 で き よ う6

旦2.2.イ.メr=ジ に訴 え るよ う(t視 覚 化 した 例t.一、.、

文 字主 体 の視 覚 教 材 で も,ち よっ とした 工 夫 で よ り視 覚 に訴 え る よ うに

変 え る こ とが で き る。 今 回 の教材 作 成 の基 本 方 針 で も"言 葉(文 字)よ り

'
も絵 に よる表 現 を パとい うスロー ガ ンを定 め た。

この観 点 で の手 直 しを 行 なった 例が,図6-2で あ る。 手 直 し前 の原 図

で も絵 と して の工夫 が あ る程度 み られ る。 単 に言 葉 を 羅 列す る よ りま しで

あ る。 しか し,用 語 を 円形で 囲 んだ か ら とい っ て,そ れ が何 らの意味 も表

わ して い ない こ とは 事実 で ある。 そ こで,文 書化 の イ メー ジ も よ り強 化す

るた め に,文 書化 され た 形状,つ ま り書類 の形 式 で示 す と一 段 と さ えて く

る。 この方 が,学 習 者 の イ メー ジ には っ き り と残 るので あ る。
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62.3対 比効 果 を生 か した 例

、あ講 ピ別の事象を比較して説明する必要がある場合には洞 一画面

が対比できるめ にした方杖 る旅 効果的である。あ碍 象の説明が終

るとそれ を示す画面が消えて,他 の事象が投映 されたのでぼ前 の画面の印
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b.手 直 し後 のOHP原 図(3-25「 文 書 化 」 ,オ ーバ レイ法)

、 図6-2イ 』メ ー ジに 訴 え る よ うに視 覚 化 した 例

、

』 '一79
一

枚
目

、

;

..'.

.
'
,

・

,

藷

帖i

べ

ーー
.

,

.
F

、

.

.
二

ー

[

…

塁

‖

三
目

…

ξ

§

一‖

‖

‖

.:

;
…

…

‖

‖

…
‖

;

ミ

;

日
田ピ巨
‖

‖

‖

華

{

}

コ

藷
}

　　 　 　 シ　 ロ コ

ー=.、 「ピ三s,㌘.t}t'.'`F4.=《'・.
噴'一.一'一 一 ●一 場一

　 オハ び ぼ レ　コヘ ペ 　　ロコー.^'
.、一ピ与 ・,・ 一"、 「・A連「・

、きジ ・コニτご 』 こ,ご ・」一:ロづ ノこて そ 　リニニ ココ ロツ て こ 　

ち`■9.=A二=・ 二t;4:"

r・ 兵,己}訂 ゼ ・一:「
L、㌃;=・"

「三
　簗藩簸 一}

浬
ぷ↓

、

・』・}
　….「バ
一
'∵

『〉
　Ψ
　二

仁
」
㌍
三
['三
=
、±≡ 二

'言

三

:
.

..註
.{

　
三

・‥三
...三

二

・

▼S

二

・
三

嚢
涯
一
・言

㎡

鷲

饗

三

ト.'、ぷ
懸

∨
..

(

ふ
ノ
け
ニ
　
ド
こ

.̂三

.三

≡

晶
三

・

."

.……
…㍗
∵
べ
…∵

.

.≡

三

『
.

「

態

ぺ
順
ご

.
一

}
・「麗
∴

＼
.二

:

・"

、
,…'
』…
、
∵

.

「
・

　

泣

.糞

.

ロニ
ヒ

芸

寵
梁

=

・∵
-
∵
　
'

㊦.鷲
難

三

.

翼
　撫
三
一
..
"

,懇

灘

謬
　
・

‥

三

ジ

.、"

∴

、
.

・
F・

、

、
.巳
蕉

.二
'..い.プ

.、
夢

‥
リニ
.
三

鍾

　
蹴
.・ 9、
∴

.

、
∵
今

蒙

這
這

…,㌣
㌔≡

　鱈
灘

　ご
. 「

.
1

」.

・
,

.

〕 「

.

「「

冒.

●

、

P

鍵
盤　　二響 「

一
.　.

〆

『

..

.
9

コ

ロ

講
欝

三
」.、∵

.藻
㌻

三

　

・

霧

ロ
三
.

一

言

.り.〔

』二
・
一

.

・ ロ」

・
.

、
9

㌔,

・

.

9

.ギ,

■

、

ロ二
戸「鴇一.、P層

'

・プ

セ

　
ロボ

、

「護

三
に

..一

のア
コ

マ

ニ

蕪
雑
㌻

い騰

エ
、　

ぞ

"

・

…
、㌦
・
.
.∴

襲
.施王
難

　　

》　
　鎌
　

え

　
　
ご

ヒ

　

.
難

　
　

　

二

日
ロ
ニ

　

・
叱
≧

、.パ
….、
.
≡

.

、
、　
鯨
ぽ
.≡

≡

寧
{・癬

.〔

.

一
、

鎌

三
.

.∴

・

紮

.≡

、「芸

・ド
三

.
∵

・

「

鷺

・
鐸
鑑
㌻
簸

、∵
、

ヘ

ヘ
リ
ご

　
ゴ
さ

こ

,.≡

r

.

..‥、二
…三

・

・㌔
㌍

。
三

,.

・

嘲
-

(

三

.}.

'

・"1

.

…
P

=

.
一
ら

=
.
吉

言

二
.‥
・
.]

.
・.…

』
　

、

、
〔
.ジ

】三⇔二

」

・
ご

ご

.呼

↑・
・

h

.

.P

「

"

宍.

…「
」

層.
,

.
'

.

㊨
「ぞ

マ
ァ灘
鍵

夢
ド



ウ ベ テマ ロ 　ロ ゴ 　 　 　 　 べ　 ロ ロ ド`
・'吐 智=熱 蓬 こ ≡苦=ニ ジ 『 熟.

巳 毒 鍵盤簾 …鞍懸 鱗 　

為
鰻
望
薄
羅

ii

P
:

ご"1 ご筋 (
"s

F」 ÷

>>
繍 /

Tt

桑
3
£

ピ

.
'二
重
f
】
}

ト

'

」

.

い田
川

ぴ

↑

.
」

㍉

ほ
「パ
い

力

算

入

演

出 力

a-1

入力

演 算

出 力

a-2

(ベ ー スに1枚 目を オー バ レイ(斜 線 の部 分)し,非 併 行
処 理 の説 明 を す る)

織 >> 繍 一

雍誇%
・修A修
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一
口 グ ラ

B修 ∨ 一
了 微" "s 」

(1枚 目の オ 」パ レイを取 り,ベ ー スに2枚 目を オ ーバ レイ ・
(斜 線 の 部 分)し,同 時処 理 を 説明 す る

a手 直 し前 のOHP原 図(オ ー バ レイ 法)
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b手 直 し後 のOHP原 図(3--33「 同時 処 理 」,オ ー パ レ'f法)

図6-3対 比 に よ る効果 を生 か'した 例
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象 が 薄 らい で し まい,対 比 効果 は 半減 して し ま う。 両者 が 同 一 画 面上 に 映

し 出 され,具 体 的 な 些較 が で き る と,そ の効 果 は一 段 と高 ま る。

.二 三 亘 ⊇ に も、ずい て改 善 、た の姻 、一 、のb-.で あ る.。.・,'は
　 コ ニ こ 　 ベ ノ

非併行処 理の説明が終 るとその画 面は取 り除かれて,同 時処理 の画面が 入

れ 代 るよ 一 方,一手 直 し後 の原 図で は,ま ず 非 併 行処 理 の図 を示 した あ と,

そ れ と対 比 させ る方 法 で 同 時処 理 の シー トが オー バ レイ され る。 両 者 は一

目で対 比 で き,そ の差 を実 感 とし て把 握す る.ことが で きよ う。

6.2.4具 体例の 中で規 則を把握 させる例

情報 処理教育 の場合,具 体的使い方がわか らない状態 のまま,文 法上 の

規則だけを くどくど説明す るといった誤った教授展開を行なっ てい る場合

が 多 い。 使 用す るテ キ ス トに プ ・ グラム言 語 の文法 書 を摘 用 し,そ の説 明

順 序 を教 育順 序 と勘 違 い して用 い るの で この傾 向 が余 計 に強 くな る。外 国

語 の教 育 を受 け る と き,文 法優 先 の教 育 を受 け て も,実 用 性 の あ る会 話 が

一 向 に で きな い の と同 じ誤 りを 犯 してい るの で あ る。 この種 の あ や まち を

犯 さない 視 覚 教 材 とす るた'めの工 夫 と改 善 も随 所 で行 な った。 そ の一 例 が

図6-4で あ るo

手 直 し前 のOHP原 図 では,流 れ線 の き ま'りだ け を示 した もの で一向 に
ら　 コ

具 体 性 が ない ◎ 逆 にい え ば,流 れ 図 を書 くとい う実 用 性 か らは ほ ど遠 い 。

ところ が,手 直 し後 の図 では 具 体 例の 中で一 般 的規 則 を明確 に し よ うと し

てい るの であ るか ら,定 着 性 も応用 性 も高 くな る。

た だ し,最 初 の 案 で③ 交 差,④ 合 流 を取 上 げ てい たが,こ れ らは特 殊 な

もの で あ るた め,OHPで は取 扱 わず,講 師 が 必 要 に応 じて板 書 等 で説 明

す る こ と とし,手 直 し図 の 中 には 示 さなか っ た。
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例外は矢印で
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合 流
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藁

a手 直 し前 のOHP原 図(リ バ ー ス法 とマ スキ ング 法)

売れ線のきまり

始 め

カードを

読 む

終 りか

同じ力十か

・の③・④は 兄 上 日報

手直し図では のF硯1

削除 した 。

売上日報
の印刷

売上合計
を計算

終

b手 直 し後 のOHP原 図(4-21「 流 れ線 の き ま り」,リ バー ス法)

図6-4具 体例 の 中で 規 則 を把 握 させ る よ うに した 例
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璽 誤

差'.,

この種 の帰 納的 展 開 を視 覚教 材 に ももっ と もっ と取 り入 れ,学 習 の転 移

に結 び つ け る よ うにす べ きで あ ろ う。

62.5全 体 を示 して特 徴 を把握 させ るよ うに した例

・物事 を シ ステ ム的 に把 握 させ る場 合 には
ダ 全 体像 とそ の 中 で の各 要素 の

正 しい 位 置づ け を行 な う事 が何 よ り も重要 で あ る。 と ころが,最 もシ ステ

ム的 な物 を主 題 に教 育 を行 な っ てい る筈 の情報 処 理 教 育 で も この こ とが 忘

オ}られ勝 ちで あ る。 細 部 へ 細部 へ との志 向が 強 す ぎる。 図6-5のa.も そ

の傾 向 が ある。 こ こで の ね らい はFORTRANの 特 徴 を把 握 させ ることに

あ る に もかか わ らず,READ文 とFORMAT文 の詳細 な説 明 に陥 っている。

これ を,FORTRAN言 語 の全 体的感 じを と らえ させ,そ の特 徴 を浮彫 り

にす る よ うに変 えた のが 図6-5のb.で あ るb'こ の時 点 で は,部 分 よ り も

全 体 を簡 単 な 例で示 して,そ の 特徴 を抽 出 した 方が よい の で あ る。 とい う

の は,FORTRANの プ ログ ラ ミングは まだ まだ先 の 話題 で あ るか ら で あ

るo

62.6帰 納 的 順 序 を重 視 した 例

6.2.4で も帰 納 的 展 開 の意 義 を示 した。 一 般 的 法RIJや 規 則 を 前 面 に打 ち

出 してか ら,特 殊 な 具 体 例へ と展 開 してい く演繹 的順 序 が効 果 的 で ある場

合 が 多 い こ と も事 実 で あ る。 しか し,初 心 者 を対 象 に した場 合 には,特 殊

な 例 を.,もとに具 体的 イ メー ジを 与 えた あ とで一 般 的事 実 や法 則 を明 確 に し

た 方が よい こ とが あ る。

この考 えを応 用 して,OHP教 材 の原 図 を手 直 しし たの が 図6-6で あ

る。a.で は一 般 的 作 業 を示 した あ とで具 体 例 を示 そ うとし てい る。 しか し,

-83一
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a.手 直 し前 のOHP原 図(オ ーバ レイ法)

…1

READ(510)J,K

FORMAT(313)

IF(1.EQO)GO

L=1*J-K

WRITE(615)L

FORMAT(1HOI6)

GOTO

STOP

END

b.手 直 し後のOHP原 図(3-42「FORTRANプ ログラムの例」,リ バー司去)

図6-5'部 分 よ り も全 体を 示 し て特徴 を把 握 させ る よ うに した 例
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フ ァイ ル設 計 の た め の作業

① フ ァイ ル全 体 の設計.

② レコー ドの 設 計

③ 項 目の 設 計

a.手 直 し前 のOHP原 図(オ ーバ レイ法)
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目
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フ ァ イ ル 設 計 の た め の 作 業

、4w>＼ 〉 ＼ 勿

.一

一

ゐ懸 瓢
,一一 ＼
③ 項

〉

＼ ② レコー ド(取 引 先 カー ド)

取 引 先基 本 フ ァイ ル

① フ ァイ ル全 体 の設 計

②,.レ コー ドの設 計

@・:項 目の設 計

目

、

(
べ

ス
)

一一

(
一
枚
目
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－b.手 直 し後のOHP原 図(4-10「 ファイル設計 のための作業」,オ ーバレイ法)

図6-6帰 納的順序 を重視 した例
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,フ ・イ ・レの鷲 を 明 ら旅 し,'こ の

一 種の も≡ 勧 あげ るためには・ それぞれ 畷 計が遅 であ ること樋 ぴ

き出そ うと してい るの で あ る
・ 人 に ・っ ては,手 直 し前 の展 開順 序 を支 持

す るか も知 れ ない ・ しか し・一 期 に・・,改 酷 の原 図 の 方樋 まし沌

で あ る。
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62・7ポ イ ン トを 明確 にす るよ う工夫 した 例

一画 の流れ の中の杣 の棚
ひ る・,・ か く全 体・の関連,位 置づ け

が見失 なわれがちである
・ 酬 が これ を煉 ず意識 し詮 体の中での鑓

づけをしてや ること賊 要 である
・ また,継 端 で工夫 をす ることも重

要である・ この種 の工夫を して
・改 善を娠 たのが図 ・一,で あ る

。
コン ビ一 夕で問靱 決を行な うには

・ まず問題 自体棚 敵 す る腰

があ る・ そのためには入力デー・の分析
,出 力デー・の分析 お ・び噸 を解

くのに瀕 な処 理内容の分析が瀕 であ る
.こ の こ・を殖 し後 の。HP

原 図 で は右 下 で 示 して・・る・ そ の うえ
・ 入 力 デ ー ・分 析 の ・ テ 。ブを 艶

の色彩 で醜 し・ 肋 デ ー ・のサ ンカ ・を も・に ,分 析 の 対 象 、な る内 容

を 明確 にす る よ うに した・ ・ うしてお けば
,学 習 者 は 入 力 デ ー 。の分 桐 ∫

ど こに雌 づ け られ るか 穏 識 しなが ら
,詳 細 な 部分 に 目 を向 け る こ と 。、

で き る よ うにな るo

,,ー

‖
11

〔
|

‖

‖

‖

6・2・8内 容 を簡素化 し 働 きで説明するよ うに した例

規散 材 では輪 融 内容提示 樋 要であ るこ・は再三鰯
してきた通

りであ る・ ち よっ ・した工夫で
・ 提示内容を大敵 簡素化 す ること桐 能

である。 図6-8の 改善例が これを示 してい る
。
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:図6-7ボ ィ ン トを明 確 にす る よ う工 夫 した 例
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a.手 直 し 前のOHP原 図(オ ー 〔 レイ法)

A
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一

こ
＼
(可 動部分)'

B〆

三:=)()000000110!▲10()(1
一 ー 一 一

b.手 直 し後 のOHP原 図(3-13「2進 数 のけ た

移 動」,リ バ ー ス法 と平 行移 動法)

図6_8内 容を簡素化し,動 きを持たせ て多様 な説 明 が で きる よ うに した 例
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手直 し前のOHP原 図 で は,4種 類 の けた移 動 の結 果 を並 例 的 に示 し でい

…一るる一芝'ζ う がi手 直 し後 のOHP原 図
で は2個 のデ ー タが 平行 移 動 で きる

よ うく～作 り変 えてい る。 これだ と,左 右 の どんな けた 移 動 も視 覚 的 に示 す

こ と一が 可 能 であ る。 手 直 し前 の0耳P原 図 で 示 してい る ケー スの すぺ て を

取 扱う三こど もで きる し,こ れ ら以 外 の ケー ス も示す こ とが で き る。 また,

学 習者 に考 え させ る余 地 が で て くる。 移 動 し た結果,も との数 に対 して ど

の よ うな 倍数 とな っ た か,あ るい は特 定 倍数 を得 るた め に は どの よ うなけ

た 移 動 をす れ ば よい か を,こ の 画 面 を通 じて 考 え させ られ るので あ る。 そ

れ に2個 のデ ー タを 同 時 に提示 で きる よ うに した こ とに も意味 が あ る。 け

た移 動 の主 要 なね らy・に,小 数 点 の位 置合せ が あ る。2個 のデ ー タを移 動

させなが ら,小 数点6位 置合せあ重要性 も強調で きるのであ る。'

62.g具 体 性 を持 っ た 内容 に改 善 した例

物 事 を説 明す る さい に 「た とえば ∴… …」 とい う言 葉 が 挿 入 され るか ど

うか で,話 しの 印 象 が 大 き く左 右 され る。 それ に具 体 性 が で て くる。 この

ことは,ロ で 説 明 す る ときだ け に生 きて くる性質 の もの で は な く,視 覚 教

材 で も共 通 す るこ とで あ る。 視 覚教材 で具 体 性 を物 語 らせ る こと も重 要 な

こ と で あ るo

こ の例 が・ 図6『 只 あ る・cρ 原 図 で1ま・A力 ・い う機 能 ・出 力 ・い

う
.離 を一般 的 咽 示 し て・・る に過 ぎなL・・一 方・b・ の原 図 で は 「・12

34」 とい う具 体的 な デ7タ を も とに入 力 と出 力機 能 を 説 明す る よ うに変
＼

え た一。・しか も,デ ー タに 対 す る編 集 とい うこ ど も可 能 で あ る こ どを明 示 し

てい る。 い うま で もな く,手 直 し後 のOHP原 図 の方 が,分 りやす く印 象

も強 くな る。 な お,簡 潔 な表 現 に も留 意 してい る。 「デー タ を読込 む場所」
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b.手 直 し後 のOHP原 図(3-10「 入力命 令と出力命 令」,

オーバ レイ法)

図6-9具 体性 を持 っ た 内 容 に改 善 した 例
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繋

駕 ζ 層

を 「入 力 域 」,「 書 き出す デー タ の入っ てい る場所 」 を 「出 力域 」 とした

"⑳ が これに 当た る
。 この方 が ○ は るか にす っ き りし よ う。

6.-2.10提 示 情報 の 焦 点 を しぼ った 例

…二二 画 面の 中でジ 沢 山 の事 柄 を提 示 し よ うとす る ど情 報 量 は 多 くな り
,焦

点が ぼ け て し ま う。 これ は十 分 に警 戒す る必 要 が あ る。 この ケ ー スに当 て

は ま る好 例 が 図6-10で あ る。

a.に 示 した 原 図で は,非 常 に欲 ば っ てい る。16進 数 と10進 数 との 関

係,16進 数 の加 減 算 の仕 方,16進 数 に変換 す るや り方 お よび16進 数

加減 算 の検 証 をわず か1枚 のOHP教 材 で説 明 し よ うと してい るの で ある。

これ では,学 習 者 はた まっ た もの では ない。 教 え る方 も大 変 で あ る。 この

.一 画 面 の 説 明だ け で,本 当 に学 習 者 に理解 させ るには,1時 間 も要 して し

ま うだ ろ ラ。 当然 の ことな が ら,提 示 情報 の 焦 点 を しぼ る必 要 が あ る。 そ

の結果,16進 数 と他 の進 数 の 関係 だ け に焦 点 を しぼ っ て改 善 した のがb.

　

で あ る。 この方 が,は るか にす っ き りす るし,説 明 もしやす い 。 学 習者 も

うん ざ りす る こ とは な か ろ う。.

6.2.112枚 のOHP図 を1枚 のOHP図 にま とめあげた例

相互 に関係性が深い 事象や事 柄を別々の視覚教材に分離 して しま うと効

果が薄 らぐ場合 もあ る。 これは これ まで主張 してきた一画 面の情報量は少

な く簡 潔 に した方 が よい とい う原 則 に反 す る こ とで もあ る。 それ だ け に簡

潔 に な る よ うに整 理 す る必 要 が あ る。 その一 例 が図6・ 一:一.11で あ る。

原 案 で は,2枚 のOHPで コ ン ピコ一 夕の 歴史 を示 してい る。 歴史 的 流

れ を示 す の で あ るか ら,出 来 れ:ば一 画 面 で提示 した方 が よい 。
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16進 法

129101112エ31415

12.9ABCDEF

2A=2×1『1+A×16'o・=32+1
.O.=、42・

+B1・ ・B×16'1+1×160==1・76+1-1
.77

DB声 ・ ・61+B・
.・6・ 一 ・・8+11==・ ・9

a手 直 し前 のOHP原on『(一 リバ ー ス 法 とマ ス キ ン グ法)
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b手 直 し後 のOHP原 図(2-29「16進 数 」,

リバ ー ス法 とマ スキ ン グ法)

図6-10提 示 情報 の焦 点 を、しぼっ た 例
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一=ン ピュ 一 夕 の 歴 史(1)
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(1枚 目)評 廊 〉長 雨E-一 一 一 一
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(3枚 目)
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_藁 、工 嘉 言論 議 、≡三蓋 隷一 二、 ㌔.、_命

…"'>qそ 『で1糎OHP嗜 理 す る こ とを試 み た ・ ・イ ・ルは な くて ….

1年 代 は 大 まか な感 じが つ か め れ1まよ… 主 要 な特 徴 は,た て書 きに して も

iよ い 。 この よ うな観 点 か ら簡 潔 に整 理 した結 果 が,b.で あ る。1枚 のOHP
i

∵≒:して,は若 干 情 報量 が多 くな っ た とはい うものの,原 案 よ りは見 やす くす

・っ き りした とい え よ う
。 しか も,リ バ ー ス法 に変 え た ので,色 彩 に よる識

別効果を生 かす ことも容易 となった。

lt

…・㌫1∴ 一 ・一ー一

…62・1..2.は ρOHP図 を2枚 のOHP図1・ 分 割 した例
べ

iさ きの場 合 と逆 のケ ー ス もで て くる。 情 報 量 が 多す ぎて,し か も相互 の

依 存 関係 が さほ ど問題 とな らない と 蔑には,思 い きっ て二 つ以 上 の画 面 に

"'努 割 τ 砺 恒 心 と江 当

ては'ま るの が,図'6-'・2亘 る。

曝 で は一 鞠 の ・一 ドを一 画 面 で 説 明 し よ うとしてい る。 しか も,

拡 張21進 化1-・ 進 ・一 ドで は,・ ・ッ ク とア ン・・ックの双 方 を説 明 す る必 要

が あ る1。これ で は情 報 量 が 多す ぎる し,雑 然 と した 画 面 にな っ て し ま う。
'

そ こ で:,b.の よ うva2枚 のOHpec分 割 し,JIS。 一 ドは 特 に 示 さ な 、、

こ と に し たo

以上ギ2髄 捌 が と疎 桑をどのようva改善したかを説明してきた。 例

示 しt・2戸 パ タ ー ン以 外 の さ まざ まな改 善 も行 な っ た が・ここではすべてを 報

告 しきれ な い の で省 略 させ てい た だ くこ と とす る。 しか し,改 善 の 重要 な ポ イ

ン トは,こ れ まで報 告 したi .2の 例 にほ とん ど含 まれ てい る とい っ て よい。 こ

れ らを参 考 に,今 後 のOHP教 材 の改善 をは か っ て い た だ きた い。
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7.OHP活 用上 の 留意 点

優 れ たOHP教 材 が確 保 で きて も,そ れ だけ で 教育効 果 が保 障 され る とは い

えな い6効 果的 なOHP教 材 を作成 す る こ とは 当然必要 な こ とで あ る。 しか し,

これ だけ で は十 分 とはい えな い。 正 しい使 い 方,効 果 的 な 活 用 が な され た とき,

は じめて 実 効が 得 られ るの で あ る。 そ こで,最 後 に この 章 におい てOHPの 効

果 的 活用 に 関す るポ イ ン トを明 らか に してお こ う。

OHP利 用 に さい して何 よ りも重 要 な こ とは,教 材 作成 の 場合 と向 様 にそ の

特 性 を 生 かす ことで あ る。 す な わ ち第2章 の 「OHP特 性 」 の 中 の 「操作 上 の

特 性 」 を生 か す こ とで あ る。OHPに は 明室投 映 とい う特 性 が あ る。 そ れに も

か か わ らず,部 屋 を暗 くして 投 映す るな どは,全 く特性 を 無視 した こ とになる。

近 距 離 拡大 性 とい う『特 性 もあ る。 受 講 者 の人 数 を十 分 考 慮 し,全 員が 無理 な く

見 る こ とがで き る投 映画 面 とな る よ う,そ の拡 大性 を利 用 す るこ とで あ る。 ま

た,対 面 操 作 とい う特 性 もあ る。 これ を忘却 して,投 映 画 面 にだ け気 を とられ

て学 習 を進 め られた ので は 困 る ので あ る。操 作 上 の特性 を十 分 認 識 し,そ れ を

生 か したOHP操 作 を行 な うこ とで あ る。

さ らに,OHP教 材 の使 い 方 とOHP器 機 の配 置 の仕 方 と使 い 方 に も留意 す

る必 要 が あ る。

ZlOHP教 材の効果的 な使い方

OHP教 材には,本 来 その効果を高め るための意図が反映 されてい る筈であ

る。したがって,こ の意図 を十分 に理解 した上で,そ れ を尊重 した使い方を し
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な い とせっ か くのOHP教 材 が死 ん で し ま う。 オー バ レイ法 に なっ てい るに

もかか わ らず・ 最初 か ら全 画 面 を投 映 し て説 明 した の で は効果 は得 られ まい。

この ことは マ ス手 ン グ法 の場 合 で も同 様 で あ る。 ステ ッ プ ・パ イ ・ステ ッ プ

ρ 展 開を しない ・やは?効 果的 で・まない・醐 法が適用されてい るにもかか'

わ らず,面 倒 くさがっ てそ の機 能を用 い なか っ た ら,当 然 効果 が 半減 され て

漂 ・制作意図鱒 重した用1'方 こそ力澱 なのである・
ところが・他人が制作 した教材の場合e・t・・その意図が必ず しぽ 融 くみ

とれ ない こ とが あ る。 また・ そ の場 合 とか く安 易 な用 い 方 を しが ち な の も事

実 ぞ あ る。 今 回 制作 したつHP教 材 では,こ の 点 を配 慮 し各 原 図 単位 に説 明

類 つ.けた・ これは・すべ 借 訓 収容 されてい る・ この醐 文中 隅 淘

と 「留 意点」 で 有効 利用 の仕 方 を指 示 してい る。 したが っ て,今 回制 作 した

OHP教 材 を利 用 され る さい には,説 明文 を一 読 して い た だ きた い。 この説

ほ

明美 が い わば教 材利 用 の要 綱 と もい うべ き もの で あ る。 なお ,こ の 説明文 で

永 て‥ いもっと裸 的な活用の仕方も各自工夫して欲しい・

今 回 のOHPは ・150枚 とい う制約 の も とで 制 作 した。 し た が っ て,

OHP教 材 が 更 に欲 しい 場 面 もでて こ よ う。OHPに は 自作容 易 性 とい う特

性 が あ る◎ 必 要 な シー トを 自作 して追 加 して欲 しい◎ 自作 とい う活動 を通 し

て,そ の効 果 的活 用 の工 夫 も うまれ て くる ので あ る。 また,初 級 テキ ス トσ)

「基 礎 と応 用」 を用 い ない場 合 で も,か な りのOHPシ ー トは 活用 で きる。

こ の場合 に は,学 習 目標 と教 育 内容 か らみ て妥 当な もの だ けを 選択 し,不 足

部分 に関 し ては 必 ず 自作 し追加 して欲 しい。OHP教 材 は 選 択提示 とい う特

性が あ るの で,・必 要 な ものだ け を選 択 し,あ る程 度 順序 を変 えて も よい。 要

は,不 足す る部分 に対 しての 配 慮が あれ ば よい 。

OHP教 材は,反 復 投 映 が で きる。 したがって,1回 投映 した ものは それ で

`
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終 り と す る の で な く,何 回 も投映 す るこ とで あ る。 特 に ,重 要 な ポイ ン ト

を食 ん だ シー トは必 要 のつ ど投 映 し,学 習 者 の記憶 に しっ か りと定着 させ る

よ うな活 用 をす る こ とで あ る。

OHPの 使 い は じめ は とか くOHP教 材一 辺倒 にな りや すい 。 こ・れは十 分

気 をつ け る必 要 が あ る。板 書 を用 い て補足 説 明 をす る こ と も必 要 だ し,場 合

によっ ては スライ ドや テ レビな ど他 の 視 覚教材 を組 み合 せ る こ と も考 え て欲 し

い 。OHP教 材 だ けで終 始 す る と,学 習 者 の 目が 疲 れ,疲 労 度 も高 まる
。 そ

れ に変 化 が乏 し くな る。 また,OHPの 対 面操作 がお ろそ か に な る と,学 習

者 の ベ ー ス よ り も教 師 のベ ー スで どん どん先 に進 ん で し ま う危 険 性 もあ る。

OHP教 材 だ け に頼 る こ とは さ けて 欲 しい理 由が こ こに あ る。

OHP教 材 と同 じ内容 の資 料 を学 習者 に配布 して おい た 方 が よい か ど うか

が しば しば論 議 され る。 ケ ー スに よっ て異 なるだ ろうが ,一 般 に は全 く同 じ も

のを 配 布 す る必 要 は ない とい え る。同じものが手 もとにあ るとい う安 易 さが
,集

中 力 を そい で し ま う。 そ の うえ,筆 記 とい う行動が 少 な くな る こ とが マイ ナ

プ
ス効果 に もな る。 と もあれ ,.そ の 場 で ど うし て も理 解 させ る必 要が あ る内容

だ とか,理 解 の援 助 の ため に提 示す る よ うなOHP教 材 の 資料 は ,学 習者 に

は 配布 して お か ない 方 が よい 。 また,配 布 す る資料 の 中 には ,未 完 成 図 を

多 くして おい た方 が よい。 重 要 な 部 分 は あえ て プ ラ ンク に し ておい て,投 映

さ れた 画 面 を みて 記 入 させ る。 行 動 を と もな うので,そ れ だ け 記憶 が 定着 す

る ので あ るo

Z20HP機 器の配 置 と効果的な使い方'

OHP機 器は,そ の設計構造 か ら教師の立つ位置の右側に配置した方 が よ

こ=一.巳、∫ 工 ∵ 〉二
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"・ 学 習者 か らみ て 正 面左 側 とい うこと にな る
。OHPの 欠 点 の一 つ に死 角

齢 あ る・ ・の ため 学 習者 の位 置 か らみ え ない 部分 が 生 じな い よ うな 噸 を

した配 置 が必 要 とな る・OHPシ ー ・を ・テー ジva置 くの ・・も凄 師の右 側

に配置 してお い た方 がや りや すい・ ところ で
,死 角 を少 な くす るには,ス ク

リー ンの 配 置 も影 響す る。 それ に
,ス ク リー ンを 傾 斜 させ て おい て,OHP

機器 で下 か ら投 映す る よ うに した方 が死 角 は少 な くな る
。

OHP機 器 が一一台 しか使 用 で きない場 合 の配 置 は 上述 の通 りで あ るが
,二

台活用で きる場合緬 置は これ ・異 なる・左右 に二 台ずつ醒 す る
..こ の様

子 を図7-・ で示 してい る・ この よ うな活 用 法 を一－rcva ・・。テ リー 方式 と、、

う・ 一 方 の スク リー ンに全 体 図や 概念 図 を投 映 し
,他 方 で は これ に対 比 して

詳細 内 容 や 補足 内容 を 提示 す る・ こ の方法 は ,極 め 噺 果 的 で あ る。 今 回 制

作 の ・HP端 で ・も… ッテ ・一方 式の禾u用 を 念 敵 お い て
,。 の 方式 働

果 的 に適 用 で き る よ うな噸 もして あ る
。 機 器 の余 裕 が あ るな ら泌 ず 。の

方 式 を採 用 して制作 教材 を活 用 して欲 しい もの で あ る
。

いず れ の配 置 に しろ,教 師 の うご きがOHPの 効 果 に影 響 す る
。 まず,投

映 画 醜 さえ ぎる よ うな 動 きは 極力 謝 るべ きで あ ろ う
。 そ地OH畷 器

のそ ば に じっ と立 止 っ て説 明 す る の もダィ ナ ・
・ク さ に欠 け る こ とにな る。

投 映 され た 画 面の 近 くで説 明 す る ことであ る
。 これ に か か わ りを もつ重 要 な

こ とと し て,指 示 俸 の使 い 方 が あ る
。OHPス テ ー ジの 上 の シー トを ポイ ン

トす る教 師 を時 々み か け るが これは
・ い た 鮒 な ・㌧.シ ー ・上 を ポィ ン ・す

る と,指 示 俸 の 一寸 した動 きが,大 き く拡大 され て投 映 され る
。 実 にみ ず ら

い。 また,教 師 がOHP機 器 の そば に釘 付 け に され る とい う欠 点 が 生 じるだ

け では ない 。 学 習者 は,投 映画 面 と教 師 の身 ぶ りや 表 情 の双 方 に 目 を向 け な

ければ な らな い。1個 所 に焦 点が 定 ま らな い とい うこ と と
,学 習 者 の疲 労 度

一100一



図7-1理 想 的 なOHPの 配 置(バ ッテ リー 方式)

を 増 す とい う欠 点 に も結 び つ くの で あ る。 それ ゆ え,投 映 画 面 の近 くで ,直

接画 面 を ポ イ ン トしな が ら説 明 した方が は るか に効果 的 な ので あ る。

最 後 に も う一 つ だ けつ け加 え てお こ う◎OHP機 器 を使 用 して い ない と き

は必 ず スイ ッチを 切 っ てお くこ とで あ る。 不要 な とき も投 映 され てい る と
,

学 習 者 は そ れ に気 を と られ て し ま う。 また,目 の疲 れ もび ど くな るか らで あ

る。 十 分 気 をつ け てい た だ きたい こ とで あ る。
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原図 と説明文の活用の仕方

第2部 には,今 回 作 成 したOHP教 材 の原 図 とそ の説 明文 が 収録 して あ る。

OHP原 図 とその使用上 の説 明文を見開 きの形式で載せてい るので,利 用 しや

一す い は ずで あ る。 以 下 で 原 図 と説 明文 の利 用 法 につ い て簡 単 に 説明 して お く。

(1)原 図に つ いて

OHP原 図 は ・ オ ーバ レイ法 を除 い て ・作成 した原 図の ま ま一 つ の画 面で

提 示 して い る。 オ ー バ レイ法の 場 合 には1ベ ー スの部 分,そ れ に1枚 号を オ

ー バ レイ した状態 ,さ らに?枚 目を ナー パ レイ した状 態 とい った具 合 い に し

て,説 明 文 と比 較 しや すい よ うに してい る。 な お,そ れ ぞ れ のOHP教 材の

パ タ ー ンは 説 明文 の 「用 法 」の 個所 で示 してい るの で,こ れを 参 照 してい た

だ きたい 。.

こ こに示 した原 図 は,報 告 書 印刷 の都 合 上,原 寸 を縮 少 して あ るの で,そ

の まNOHPシ ー トを 作成 す るには無理 が あ .6。 そ こで,簡 単 に複 写機 で シ

ー トに コピーす る ため には,原 寸 大 の原 図 が別 に必 要 で あ る。 これは,当 財

団(技 術 部教 育 課TEL434-8770)で 作成 予 定 で あ るので,必 要 な 方は

連 絡 の うえ入 手 して欲 しい。 この原 図を もとにOHPシ ー トを作 成 され るさ

い に は,各 論 の原 図 と説 明文 を参 照 して欲 しい。 また,総 論 の第3章 「O

HPの 基 本 的作 成 パタ ー ン」 も参 考 となろ う。

原 図 には 色彩 の指 示 を示 す ことがで きな か った。 したが 〔 て,色 彩 に関 し

て崎 自で工夫 して欲 しい.た だ し・今回制作 したOH畷 材噸 用 した色
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彩 パ タ ー ンは,総 論 の第3章 「色 彩 効果 法 」 の項 で説 明 しておい たの で 参 考

に してい ただ きたい。

② 説明文 について

説 萌文 は ・ 制作 したOHP教 材 を正 し く効 果 的 に 活肌 て い ただ くこ
.とを

目的 と して 言識 した もので,ま ずOHPの タ イ ト・レを 示 し,以 下 「テ キ ス,」

「用 沫」.,,「 留意 点 」 の 三 つの部 分 か ら構 成 され て い る。

タ イ トル の先 頭 には,番 号 を付 記gて い る。 この番 号 は,OHP教 材 の 整
、

理 番 号 で あ りD-SSの 形 式 で示 して あ る。'Dは,「 情 報処 理 技 術 者初 級 テ'

キ ス ト(1)基 礎 と応 用 」の 第1部 か ら第4部 まで の部 の番 号 を表 示 して

い る。1は 第1部 用 のOHP,2は 第2部 用 のOHP
,3は 第3部 用 のOH

P,4ぽ 第4部 用 のOHPを 意味 す る。SSは,各 部 の 中で の使 用順 序 を 示

してい る。

「テ キ ス ト」 の 部分 で は,上 記初級 テ キ ス トの どの 部分 の説 明 に対 応 す る

かを 示 してい る。 また,該 当教 材を投 映 して説 明 す る さい に
,学 習者 に参 照

させ た方 が よい と思 わ れ るテキ ス トの 図 や 写 真 の個 所 も指 示 して あ る
。

「用 法」 で は,OHPの 用法 を説 明 して い る。 オ ー バ レイ法 とマ スキ ン グ

法 で は か っ この 中 で使用 シー ト枚 数 または マ スク の枚 数を 示 して おい た
。

さ らに,必 要 に応 じて 使用 上 の注 意 を つ け加 えて あ る。

「留 意 点」 で は,「 テ キ ス ト」 と 「用 法 」 の 個所 で指 摘 し きれ なか つ たO

HP活 用 上 の留 意 点 が示 して あ る。OHP教 材 を 上手 に活 用 して い た だ くた

め の 留意 点 と板 書 や発 問 な ど との併用 に つい て も強 調 して あ る
。

な お,説 明 文 の 中で の ボ ィ ン トの個 所 は ゴジ ック体 で示 す よ うに配 慮 して

お い た。
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'

1-1デ ー タ とi情 報

テ キス ト:第1章 の 情報 とデ ータ処理 の デ ー タ と情 報 の関係
,お よび デ ー タ処

理と情醐 理の関係樋 里すゑ鰺 恥 否
.;

用法:オ ニパ レイ法(2枚)。 まず1枚 目で デー タ と情 報 を 説明 す る
。 そ の あ

とで,2枚 目を オ ーバ レイ し,デ ータ処 理 と情 報 処理 の意 味 を 説明 し
,デ ー

タ と情報 の結 合作 用 を明確 にす る。

留 意 点:デ ー.タとか 情理 とか の用 語 は 特別 な区 別 を し^ないで使 角 して い る 場合

が 多い が,こ の7ナ タ ルを用 いて ,両 者 の違 いを 整理 す る。 さ らに,デ ータ

処 理 と情 報 処理 の差 につ い ても言及 す る必 要 が あ る。 単 に抽 象的 な 用 語 の定

義 に留 まるの では な く, ,こ の 図を参 照 しな が ら,身 近 な 事例 を 対 比 して説 明

す る ことが肝 要 で ある。 現 実 の世 界 ㌧情 報 の世 界 ,デ ー タ の世 界 の三 つ の相

互 関係 を明 らか に す る よ うに して欲 しい。

な お,デ ータ処理 の 説明 に さい しては,そ の対 象 と して事 務 分野 と技 術 分

量 が あ る こ とにつ い て もふ れ る こ とが必 要 で あ る。
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1-2企 業 活動 の 姿

テ キ ス ト:第1章 の事 務 の機能 の業種 と事 務 の 特徴(P .3N・R4)の 説 明 に 用 い

る。 学 習 者 に は第1.1図(P .4)を 参 照 さ せ る こ と。

用 法:オ ーバ レイ法(3枚)。1枚 目で 資金 調 達 活 動 ,設 備投 資 活 動,人 事 ・

購 買活 動 の位 置づ けを行 な う。2枚 目 で生 産 活 動 と販 売 活 動 の 説明 を す る
。

3枚 目 では,販 売 代金 の回 収 とそ の用 途 を 明 らか に す る
。.

留 意 点:一 般 に企 業 や官 庁 な ど の組 織 体』ま,生 産 部 門 ,販 売 部門,サ ー ビ ス部

門 のい ず れか か ら成 り立 ってい る。 また,企 業 の 多 くは ,上 記 の いず れ の部

門 もあわぜ も?て い る.こ の フ ォイ ルで は,企 業 に お げ る三 つ の細 で 発生

す る活動 を主体 に図式 化 してい る。 この 図 を もとに ,企 業 の活 動 と事 務 の関

係 を 明確 に する こ とが 重要 で あ る。 と くに,生 産 部 門 と販 売 部 門 の活 動 と発

生 す る 事務 を 具体 化 す る よ うに努 め る こ と。
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テ キス:ト:第1章 の事務 ⑳ 機 能 の事 務 処 理(P.5～P.6)の 説 明 に用 い る。

用法:1リ バー ス法 とマ スキ ン グ法(1枚)。 生 産 部門 にお け る事 務 の流 れ の説

明瞭 癖 ・別 ルρ右部分(行 政事務の部分)は 　 クしてお く・

留意点 注 麹 門の輔 硫 撤 関しては・このフォイルではどの部門でどの

よ ううな事 務 が行 なわ れ るかを 簡 単 に ふれ る。 そ の あ とで フ ォイル1-4を 使

用 し=ζ夕生産 部 門 にお け る物 の流 れ とデ ー タの 流 れを具 体 的 に説 明 し,再 び

この7牙 イ0レた戻 って それぞ れの部 門 で行 なわ れ る事 務作 業 を ま とめ る。2

台 のOHPの 使 用 が許 され る場合 に は双 方 の フ ォイ ルを同 時 に投映 し・ 対比

しな が ら説 明 を加 えてゆ くと効 果的 で あ る。

生産 部 門 の事 務 の流れ り 説明 を お えた あ とで,マ スクを は ず して行 政 事 務

の内容について解説す る。 ここに余 した行政事務は身近かな代表例だけで あ

る。 官 公 庁 以 外 の ところで は 簡単 な 説 明 で よい。
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事務 処 理

《生産部門》

●購買部門

●検収部門

●倉庫部門

・生産部門

●販売部門

・配送部門

●経理部門

●支払い部門

「 一 一 一 一

1《 行 政事務 》

l
l。 税 務事務
l

le窓 口事務
l

l。 選 挙事 務

l

le衛 生事 務

1 ● そのほ カ、の
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1-4生 産部門 での物 とデー タの流 れ

テ キス ト:第1章 の事務 と機能 の事 務 処理(P .5～P.6)の 説 明 に 使用 す る。

学 習者 には第1.5図 を参 照 させ るこ と。

用 法:オ ーバ レイ法(3枚)。

留 意点:フ ォイル1-3で 生産 会社 の主要 部 門 につ いて概 説 した あ と
,こ の7

オイル の1枚 目を利 用 して各部 門 の仕 事 を 明確 に す る
。 そ の あ とで,・2枚 目

をオ ーバ レイ して,物 の具体 的 な流 れ を 示 す。 そ の さい各 部 門 で どの よ うな

処理 が必 要で あ るか を学習者 に想 起 させ る よ うに心 掛 け る こ とが重 要 で あ る
。

場 合 に よつ ては発 問 してみ るの
.も効 果的 で あろ う。 物 の動 き と各部 門 で の処

理 を把 握 させ た ら,3枚 目をオ ーバ レイ す る。 この.3枚 目を使 っ て,デ ータ

の 流れ を 明 らか にす る と同時 に各 部 門 で行 な う必 要 の ある 事務 作 業 を 明確 に

してや る。 この フ ナイルでの解 説 が終 っ た らi再 び フ ォイル1-3に 戻 るこ

と 。
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・一 十一5・ 会 計 事 務 の 流れ

テ キ ス ト:第1章 の事務 と機 能 の会計事 務(P .6～P.10)の 説 明 に用 い る。

学蹄 忙は躍 のつ ど第1・6図 から第1・9図 鯵 照 させ,具 体的 鎌 足説明

を加'え てや る こ とC

用製 ご繋 とマ牢 グ法(1枚)・ 蹴 明の時点では・右側の流れ

図 は'マス'ク じた1ま ま∵:左側 の ス テ ップだ け に注 目 させ る こ と。

醒 慰 まず 法 例 の流れで会計事務 の6つ の ステ ・プvaつ いて概説す る.そ

のあ とで マ スクをは ず し,具 体 的な事 務 の 流れ に つ い てふ れ る。 この場 合,

・・起 票?〔 チ ップで は テ キ ス トの第1 .6図 を用 い て伝 票 の 説 明を 行 な う。 試 算

表 の ズテ ニップでは,第1.7図 を参 照 しな が ら,試 算 表 が どの よ うな もの で あ

るか を 言及 す る。 また,財 務 諸表作 成 の ステ ップで は,第1 .8図 と第1.9図

を参 照 ざ ぜ なガcら,損 益 計-算書 と貸借 対 照表 の概 略 を把 握 させ る
。 た だ し,

個 々の表 を あ ま り詳細 に 説明 す ることは 避 け る こ と。 あ くまで 会計 事務 が ど

の よ うな 手順 を 踏 んで行 な わ れ るか に 焦点 を お くよ うにす べ きで あ る。 した

が って,絶 えず この フォイ ル の右 側 の流 れ 図 に 戻 っ て説 明 を深 め てゆ くよ う

に留 意 す る こ とで あ る。

●
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●講書司

● 決 算 整 理1

.財ム 成

● 起 入金伝票

熾仕訳表
元帳

試算表

繰越し金額

損益計算書 撫表

_115一

'

一

]

.、2

亨
ざ

「

.■
書

.・

'

・.
'

ξ
貧

4

、
'

■

〉
、

■

ら
.,

}

.、
・・;

.

写
{

'

●
.
ご

工

'■・
申
、
六メ

{
ま
き

叢
黛

4
、

-㊨

歌

.「

-
.
9

戸

..

ド
ー

・∬

}

匪

§

三

「
中
■
.

・
・F..

]

¶
W
二

.

.

「

.

-

F

・

.

、

-

.
雀

.]

|

」

・三

ぺ

.
,

.

.

.

「

.

」

]

」
《
ー

.」

㌢
.
、.]

膓
.

「ー

.

..ー

.
F

・

.

,

、

-「
..
.
」
.ふ

.」

～P

↑
:
ぶ
裏

口お

いU
驚
11

.ヨ

ー1
呉

..

.
》

-
「
..

'

..

..シ

.

・
t

」.
'
「
・

.1

}

.↓

一..'.〉
>

㍉

二

..
吐
.「
,、
.

刈

{

1

Ψ
ー

{

」.]

～

・
三

㌧

」

J
C
「

,

↑
・.
・び

'.‡

紫

雲

¶言

合
f

h

9
.

こ

=

ン

ニ
・
,

..

.

..

.

・

、

て

.
「

「
.

.

.三

、
.s

▼..'

「'

.

、
1
ぶ
四

「・

・
`

,
・「呂

.
晶」 .
事

・

.

.
㌧

●
a

.
'
曹

,
・
払
.
,
n

↑

ト

..

ー

「

訂
ζ

4

...
,
ご

.、

|

1
ー

=
{
ー

■、
i

、亀-
1

.…
‖

§

.

.、

.
6
.
..

・

「二

・]

㎡

:

:

..:

,

」

-「

.」
〔
鷹
・

.
↓

.

.

1

.

「

"

,

.'

.一.
,'
.L

..

(....、

」」
9【'
』

ー

「."

ざ

ロ

.
,
,

.

.吐
蟻
ピ

訂
B
..↑.レ
レ

ぷ

山
パ

三
ル頃
㍉
.宅

膓
輪恥

i
い
ご
」".」
"
　.

"

9

」

.

1

●

.

亮

,

{}…
‥

.
-

.

＼.二
三ら
「〔
.≡

w
三

,

・』.}三

▼.

,

　
一

.

一・一

●

.

吟

...}
.
ロ
S

-

三
≡

4

苦「

…

s

F
.

■

・

7p
－.

二

ご

….
'
亨

.

1.P(一
1,"

∵
」

'

.》

・

●

・

一念

C

痴

:

'
ア
,
サ

「
r
、
「

・
.'
㌧

'㎞
「
.声
'工

,
=

.

.

1

●
'

.

,・町0
訂
.・
`

.

'=

.̀

、
O

`

1



享10三

・び3一 皐ヨ

,達 道 宍 二道≧達 語誌 三≧≡≧魏 三熱 一一桜 …

__工

1
.i
.

7

.
ー

1-6デ ー タ処 理の過 程

テ キ ス ト:第1章 のデ ータ処 理 の機 能 の デ ータ 処理 の過 程(P.10～P.11)の

説明 に用 い る。 学 習者 には 第1.10図 を参 照 させ るこ と。

用 法:オ ーバ レイ法(4枚)。 デー タ の記 録,デ ー タの処 理,報 告 書 作成 の順

番て 磯 明 喧 律 てオーバ レイしてゆ くこと・

留意点:デ ータ の記録の説明では,デ ータを記録するさいに必要 とな る編 集,

コー デ ィ ン グ,グ ル ー プ分 け,デ ー タ変 換,複 写,検 証 な どの処 理 に つ い て

ボ ィ ン トを 板 書 しなが ら追 加 説 明 を す る こ と。 デ ータ処理 の ステ ップに お い

て は,分 類r突 合 わせ に関 して具 体 例 を 示 しなが ら補足 説 明 を行 な う必 要 が

あ る.こ ,の万 イ ルでは ・ あ くまで 手作 業 に よるデ ー タ処 理 の ・テ ・ブを 明

確 にす る よ うに心 掛け る こ とが重 要 で あ る。 フ ナイル での 説 明 を終 え た あ と,

第1.10図 を 使 っ て全 体 を まとめ る と同 時 に コ ン ピュー タを使 っ た場 合 に必

要 とな る紙 カー ド,紙 テ ー プ,磁 気 テー プな どに関 して簡 単な補 足 説明 を加

え る よ うに す るの が よい(こ れ ら媒 体 の 詳細 は 第3章 デ ー タ収 集 媒 体 でふ れ

る)。
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1-7デ ー タ処理 の方 法

テ キ ス ト:第1章 のデ ー タ処 理 の機能 の デ ータ処 理 の方 法(P.12・ ・-p.15)を

説 明 す る さい の イ メー ジづけ に用 い る。

用法:リ メ ース法 とマ スキ ング法(4枚)。 手作 業 に よる処理 の説 明 では,こ

の部 分 だ けを提 示 す る。 機 械 に よる処理 の説 明 に入 った ら,そ れ に対 応 す る

マ スクを取 りの ぞ く。 同 じ要領 で,パ ンチ'・カ ー ド ・システ ムに よ る処

コツ ゼ ユータ に よる処 理 の説明 を行 な う。

留 意 点:フ ォイル には,デ ータ処理 方 法 の タ イ トル だ け しか 示 してい な い ので,

そ の具 体 的 内容 に関 しては板 書 しなが ら解 説 してゆ くよ うに努 め.る こ と。 ま

た,第1.11図 か ら第1.18図 の写 真 を 活用 して 補足 説 明 を行 な っ てゆ くと

効 果的 で あ る。 なお,パ ンチ ・カー ド ・シス テ ムot)説 明 では,フ ォイル1-

8お よび7tイ ル1--9を 併 用 す る こ と。

.●
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|-8パ ンチ ・カ ー ド ・シ ステ ムの 機 能(そ の1)

テ キ ス ト:第1章 の デ ー タ処 理 の 機 能 の パ ン チ ・カ ー ド ・シ ス テ ム(P.13～p.

15)の 説 明 に用 い る。

用法:マ スキ ン グ法(2枚)。 け ん盤せ ん孔 機 と検孔 機,分 類 機,作 表機 の順

'番
に オ ー バ レイ し な が ら 説 明 して ゆ く。

留 意 点:フ オ ィ ル1-7の 中 の パ ンチ∵ カ ー ド ・'シ≒ テ ム の 説 明 に 入 っ た と き,

この オ ・ル を用いる・ ・台の・早Pが 使用可能 な ら・・オ・ル1-一 ・と同 時 撤 す

るの が よい6,台 の場合にはこの フォイル を投映 す る。 第1.1'5図,第1.16図,

第1.17図,第1.18図 を 必 要 の つ ど参 照 さ せ な が ら,こ の フ ナィ ル の 画 面

と関連 づけ て 説 明 す る こと。 な お ・作 表 機 の 説 明 では ・計算 と集 計 も同 時 に

行 な え る こ とを 忘 れず に 説明 して欲 しい。
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1-9パ ンチ ・カー ド ・システ ムの 機能(そ の2)

テ キ ス ト:第1章 の デ ー タ処 理 の 機 能 の パ ン チ ・カ ー ド ・シ ス テ ム(p
.13～p

15)の 説 明 に用 い る。

用 法:マ スキ ン グ法(2枚)。 照合 機,複 写 せ ん孔 機,計 算 せん孔 機 の順 番 に

オ ーバ レイ しなが ら説明 してゆ く。

留 意 点:基 本 的 には,フ ォイル1-8と 同 じで あ る。 照合 機 に 関 して は ,組 合

わせ しか例示 していないのでピ順序検査,突 合わせ,選 別の機能について追

加説明を行な う必要 がある・ また魂 写せん孔機 について随 計せ ん孔の仕

方 に つい て 簡 単 に補 足 して 欲 しい。 なお,フ ォイル には 翻 訳 機 の例 図 が な い

が,こ れ に関 しては 板 書 で補 な う必 要が あ る。
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1-10デ ー タ処 理方 法 改善 の必 要 性

テ キ ス ト:第2章 の デ ータ処 理 方 法 改善 の必 要 性(p .19～P.20)の 説 明 に 用

い る。

用法:リ バ ー ス法 とマ スキ ング法(4枚)・ エ ニ三皇 鵬 迦 の 説 明 では ,こ の

部分 だ け提 示 す るe'デ ー タ処 理 費 用 の増 加 の説 明 に入 った ら ,そ れ に対 応 す

るマ スクを取 りのぞ くb同 じ要 領 で,正 確 な情報 の必 要 性 ,必 要 な情 報 を迅

速 に入手する必要性 の説明を行 な う。

留 意 点:こ の7ナ イルで は,デ ータ処 理 の 進 歩 を促 したお もな要 因 の タ イ トルだ け

しか示 してい な い。 し、たが って,デ ータ 量 の増 加 では,テ キ ス トの第2.1図

を活 用 して 具体 性 を もたせ る こ と。 また,デ ー タ処 理 費 用 の増 加 に関 して は ,

第22図 を参照す ること。正確 な情報 の必要性,必 要な情報を迅速に入手す

る必 要性 につ い ては,事 務 改善 の基 本 思想 で あ る 「正 しく ,早 く,安 く,楽

に」 とい った 考 え方 の 重要性 を 明 らか に す る こ とが肝 要 で あ る
。
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1-11記 録技 術の 発 達

テ キ ス ト:第2章 の デー タ処 理 方法 の歴史 の 記録 技 術(P.20-vP.21)の 説明

に用 い る。 学 習者 には必 要 に応 じて第23図 と第Z4図 を 参照 させ る こと。

用 法:オ ーバ レイ法(3枚)。1枚 目 で記録 技 術 の発 達 の原点 と もい うべ き文

字 の発 明 につ い てふ れ る。 文 字 の発 明 を背 景 に,記 録 媒 体 の発 達 の 過程 を2

枚 目を使 って説明 する。3枚 目では,印 刷技術の進歩 について言及す る6

留意 点:デ 「タ 処理 方法 の発 展 を支 え る柱 と して,記 録 技 術 の発 達 と計算 の道

具 の発 達 とが あ る。 両 者 は,19世 紀 に至 る まで全 く別 々 の道 を た どった わ

け で あ る。 この フ ォ・イル では,そ の うちの 記録 技 術 の 発 達 を説 明 す るの に用

い る。個 々 の歴 史的事 象 を説 明 す る こ とを主 要 な意 図 と した もの で は な い。

記 録 媒 体 と印 刷 技術 の 発展 の歴 史 的必 然性 とい っ た もの に 力点 を 置 い て説 明

し,紙 の発 明,活 版 印 刷,タ イ プライ ター お よび 複 写 技 術 の発 明 が デ ー タ処

理 に 大 きな貢 献 を して くれ てい る事 実 を 明 らか にす る こ とが重 要 で ある。
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言己緑枝櫛了の発達
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記録媒体
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印刷技術
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活版印刷
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複写技術

③

記録技術の発達
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テ キ ス ト:第2章 の デー タ処理 方法 の歴 史 の計 算 の道 具(P
.21-・P.22)の 説 明

に用 い る。
'

用 法:リ バ ー ス法 とマ スキ ング法(6枚)
.説 明 に 合わ せ て6枚 のマ ス クを順

番 に1枚 ず つ取 り除 く。

留 意 点:こ の フ ォイ ルの左側 では,計 算の 道 具 の 出現 を 促 が した 主 要 な要因 を

示 し・右 側 で その結 果 と して 出現 した道 具 名を 示 して い る
.こ れ ら の要 因 が

すべ てでは ない こ と叶 分留 飢 な が ら説 明 を してゆ くこ と
.ま た,右 側 の

道 具 幽 しては そ の主 な る特徴 を か いつ まん で説 明 し てや る こ とが 必要 であ

る。 さ らに.パ スカ ル,ラ イ プ ニ ッツ ,パ ベ ジ,ホ レ リスな どの 人名 につ い

て も道 具 と結 び つけ て 言及 して お くこと
。 な お,コ ン ピュータ に つ い ては,

第 一 世代 ・第 二世 代 ・第 三 世代 の特徴 につ い て ご く簡 単 にふ れ て お くこ と
。

詳 しくは,第2部 の第1章 で説明す るので大 まかな歴史 を把握 させ る程度 の

内容 で よい。
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1-13コ ン ピュー タ 室の位 置づ け

テ キ ス ト:第2章 の機 械 に よる処理 の コ ン ピュー タ に よるデ ー タ処理 の 組織

(R22～P.・23)の 説 明 に 用 い る。 学 習 者 に は
,第27図 と 第2.8図 を 参 照

させ る こと。

用法:オ ーバ レイ法(3枚)。 まず2枚 目を オ ー バ レイ した状 態 で 説 明 す る
。

そ の あ とで2枚 目を取 りは ず し,3枚 目を オ ー バ レイ して つ ぎの 説 明 に入 る
。

留 意 点:2枚 目 をオ ーバ レイ した状態 では,コ ン ピュー タ が導 入 され た 当初や ,

コン ピュー タ に よ る処 理 が比 較 的 小規模 の 場合 の コ ン ピ
ュータ 室 の一 般 的位

置 づけ の 説明 を行 な う。一 方,2枚 目を取 り除 き ,3枚 目を オ;パ レイ した

状態 で,コ γ ビュータ 利用 が進 み,ヲ ン ビ ュー タ に よる処 理 が大 規模 にな
っ

た 場合 の コ ン ピュー タ室 の代 表 的位 置 づ け の説 明 を す る
。 両 者 の説 明 を終 え

た あ とで,運 営 上 どの よ うな差 が生 じ るか を発 問 し
,学 習 者 の知 識 を 整理

させ る と効 果 的 で あ る。 なお,こ の7ナ イル では コ ン ピ ュー タ部 門 の組 織 的

位 置づ け を問題 と して ・・るの で あるか ら,一 般 的 端 紬 体 に深入 り'しな、、

よ .う留 意 すべ きで あ る。
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1-14コ ンピュ ー タに よ るデ ー タ処理

テキス ト:第2章 の〔 埋 の・ンピー 知 よる処理 の特徴(
P.23.一－

P・24)の 説 明 に用 い る
・ 学 習者 には,第29図 と第2.11図 鯵 照 させ る

こ と 。

用 法:オ ー バ レイ法(・ 枚)
・1枚 目で データ の準備 の 瀕 性 を 説 明 し ,、 枚

目 でデ ータ の入 力 と処 理 の過髄 説 明す る
.最 後 に ・枚 目で処 理 結 果 の出 力

の過 程 に つ い てふ れ る。

留 意点:入 勒 鑓 お よび中央処理装置の詳細は
,第 ・部で殻 かわれてい る

ので ・ こ こでは デ ータ処理 の過程 とそ の ため の 装 置の相 互関 徽 力点 を 置
、、

て説 明 す る・ デ ータ の 繍 噛 しては
・ フ ・・ル1-15を 用 い て齪 説 明

する こと・ なお ・この紛 では・か ・・システム
,幽 盤 入力

媒体'主 記鞍 置出 力鉢 など新 しい月齢 続出するので恰 に時間を
か

け て,そ れ ぞ れ の概 念 を明 らか にす る必 要 が あ る
。
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1-15デ ー タ準 備 の過 程

テ キ ス ト:第2章 一 塁 の コ ン ビ ュ・一'タに よる処理 の 特徴(P .23～

P.24)の 説 明に用 い る
。 学 習者 に は,第2.10図 を参 照 させ るこ と。

用法 け 一パレイ法(3枚)・1枚 目一 の機能を
,2枚 目で検

孔 機 の役 割 りを 説 明す る。3枚 目で チ ェ ック済 み の入 力 デー タの処理 過 程 を

示 す。

留 意 点:紙 か一 ドのせ ん孔 ど検孔 の必 要 性 につ い ては
,す で に フ ナィル1-8

で示 したところであ竺・しか し・非常 瞳 要な ご・で あるだけに,角 甦 変え

て 再 度 こ の フ 茅イ ル で 補 足 説 明 を して 欲 しい
。7.tイ ル1-14の デ ー タ の～

準備 の説 明 を融 うもの と して活用 す る と効 果的 で ある
.こ の フr。,ル を用

い て ・ 入力 す るデ ータが正 確 で あ る こ とがい か に重 要 で ある かを学 習者
に検

討 させ る方 法 も興 味 を.引き出すや り方 で あ ろ う。
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1-16コ ン ピュー タ利 用 の利 点

テ キ ス ト:第2章 の機械 に よ る処 理 の コ ン ピュー タ に よる処 理 の特徴(ρ24 ～

P25)の 説明 に用い る。

用 法:リ バ ー ス法 とマ スキ ン グ法(5枚)
。 コン ピ ュータ の 利点 を 一つ説 明 す

る こ と にマ スクを1枚 ず つ取 りは ず して行 く。

留 意 点:高 速処 理 に関 しては,単 に処 理時 間 の早 い ことを説 明 す るだ け では な

く・ ミ リ秒 ・マ イ ク ・秒 ・ ナ・秒,工 いった ・ ンピ.一 。での処理時間単

位 につ いて も言及 す る こ とが 必 要 で あ る。 連 続 的処 理 では ,プ ロ グ ラム 内蔵

方 式 の 重要 性 とそ れ に よって実 現 され る コ ゾビ ュ一夕 の汎 用性 に つ い て も説

明 す る こ と。 正確 性 に関 しては ・ ハー ドウ ェ アの特 性 で あ っ て
,入 力 デ_タ

の ミスや プ ロ グラムの 間違 い に よっ て ,処 理 結 果 が 誤 りとな っ て し ま うこと

を 認 識 さ せ るべ きで あ る。 集 中的 で か つ総 合 的 な処 理 は
,他 の道 具 で達 成 す

る こ とので きない コ ン ピュー タ の特 徴 で あ る、こ とを 力 説 す る。 質 の 高い 加 工

と分 析 で は,コ ン ピ ュー タが過 去 の デー タを加 工 した り分 析 した りして
,将

来 の 予測 をす る とい った 面で も威 力 を発 揮 す る ことを付 言 す べ きで あ ろ う
。
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1-17デ ー タ収集 と自動 デー タ処 理

テキスト:第3章の一 のz'ニー

DP)(P.27)の 説 明 に使用 す る
。

用 法:ス ライ ド ・チ ャー ト的 用法。

留 意 点:こ の フ ォイ ルを 用 い てデ ータ 収 集 の 意味 ・そ の 必 要性 を 明 ら旅 す
る。

パ ンチ'‥ ド'シ ステ ムや さ まざ まな事 務 機 械 の普 及
に よっ て 泌 然 的 に

えな が ら説明 す る必要 が あ る・ また ・ 自動 デ ータ処 理 を行 な うため に'は溌

生 した デづ 端 械で嘩 処理するこ・がで きる特別 な ・一 ・峻 摸 して
,

入力媒 体に記録 す る必要があることを強調す ること
。

初期頑 動デー拠 猷 ・パンデ ・‥ ・・システムで行なわれたが
,,

ンピゴ タの実靴 よって一 時 展 した
ことも説明

す る こ と。
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1-18記 録媒 体

テキス ト:第3章 のデー・収集 と記録媒体 のエ 二一(P
.27～P.28)

の 説 明 に 用 い る。

用 法:ス ラ イ ド ・チ ャー ト的 用 法 。

留 意 点:こ の ・ … レで 説明 を行 な う⇔ に,デ ータ 収 集 に は
,デ ー タを 記 録

す るため の記録 鉢 ・デ タ を記 録 した り
一送 信 した りす るた め の道 具 が 必 要

で ある こ とを明 らか にす る。 そ の あ とで デ ー タの 記録 媒体 の説 明 に入 る
。

個 々の記 録媒 体 の 詳細 な説 明は,7オ イルi-20以 降 で行 な うので
,こ

の フ ォイ ルでは そ れぞ れの 記録 媒 体 の主 要 な特 徴 だ けを 明 らか にす る
。 また,

記録 媒 体 ・ 　 ド'入 力装 置の 関係 を明 敵 してや る こ とが重 要で あ る
。
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1-19デ ー タ収 集 方法

テキス ト ・第 ・章 のデータ収集 と記録鉢 のデータ収集毒(、
.29)の 説明

に利 用 す る。 ∵.

用 法:オ ーパ レ偵!
,4枚)・2枚 目を オ ー・・レ・ して,,人 手 に よる方 法 を 示

言・2樋 と瑚 を入れか4t・・'郵送によ繊 を謝 る・ さらに,3

相 と4姻 耀 きかえて電信に よる方 法にふれる:'

留意点:デ ータ発生部門では伝票の お でデータ処理部門に送 り込む方法 と
,

'ン ビ・　 坪 媒体曝 し】 ・で送 り込筋 注があるこ・をは
っきり

させ る必 要 が あ る。

これを ふ まえ た うえで,人 手 に よる方 法
,郵 送 に よ る方法,電 信 に よ る方 法

の3種 類 につい て説 明 す る。 いず れ に よる方 法 の場 合 に も,収 集 され た デ ー

タが ・ンピ… タの入力データ とな るご・を明敵 す る
。

なお,三 つの方 法 には それ ぞれ どの よ うな 利点 ・欠 点 が あるか を発 問 して

学習者 に考え させるよ うに仕向げ ると効 果的で ある
。
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1-20紙 カ 一一ドの 形 式

テ キ ス ト:第3章 の紙 カー ド(R29～P30)の 形 式 の説 明 に用 い る。 学 習 者

には,必 要 に応 じて 第3.1図,第3.2図,第3.3図 を参 照 させ る こ と。

用 法:オ ーバ レイ法(3枚)。1枚 目で紙 カ ー ドの規 格 とコー ナ ・カ ッ トの意

義 を 説明 す る。2枚 目を オ ーバ レイ して,せ ん孔 位 置 とtt.!!sifSの 意 味va.S・

れ る。 さ らに,3枚 目を オ ーバ レイ して,ゾ ー ンせ ん孔 と数字 せ ん孔 につ い

て説 明 す る。

留 意 点:ま ず,学 習者 に は第3.1図 を 参照 させ て,紙 力 ニ ドには80欄 カ ー ド,

90欄'カ ー ド,96欄 カー ドな どい ろい ろな 形式 が あ るこ とに つい て ふ れ る。

その あ とで,最 も代表 的 な形式 で あ る80欄 カー ドの 説明 に入 り,こ の7ナ

イル を用 い る。'

1枚 自で カー ドの大 き さ とコーナ ・カ ッ トを 説 明 す る と きtizは,第3.2図

を学 習者 に参 照 させ る。 コーナ ・カ タトの意 義 につ い て は,学 習者 に発 問 し

考 え させ る こ と。

2枚 目,3枚 目の説 明 におい ては,第3.3図 を学 習 者 に参 照 させ る。3枚

目で ゾー ンせ ん孔 の説 明を行 な うさい には,0の せ ん孔 位 置が ゾー ンに なつ

た り,数 字 にな っ た りす るヒ とをは っ き りさせ てや る必 要 が ある。

な お,学 習 者 に は第3.3図 と同 じよ うなせ ん孔 を 行 なっ た カ ー ドの実 物 を

配 布 して お くこ と。
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1-21紙 カ ー ド ・コ ー ド

テ キ ス ト:第3章 の紙 カー ドの コー ド(p29～p30)の 説明 に用 い る
。 学 習者

に は,第3.3図,第3.1表,第3.2表 を 参 照 さ せ る こ と
。

用 法:ス トリ ップ法(3枚),実 物投 映 法 。1枚 目 の マ スク を とって ,数 字せ

ん孔 コー ドを示 す。2枚 目の マ スクを と って英 字せ ん孔 コー ドを ,3枚 目の

マ スクを とっ て特殊 文 字 コー ドを 説 明 す る
。

留 意 点:学 習者 には,第3.3図 と同 じ内容 の実 物 カー ドとカ ー ド設 計 ず み のせ

ん孔 カ ー ドの実 物 とを配布 して,そ れ と対 比 しな が らこの7オ イル で 説 明 す

る と効 果 的 で あ る。

カタ カ ナ ・コ ー ドに つい ては,第3 .2表 を参 照 させ なが ら補 足説 明を す る

こ と。

この フ ォイ ル を用 い た説 明を終 え た ら,学 習者 に ブラ ン ク ・カー ドを 渡 し
,

各 自の氏 名 と生 年 月 日な どをカー ド ・コー ドで記 入 させ る ことに よ って ま と

め る と よい 。
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1-・ ・2-2・ 紙 カ ー ド の 特 徴 一'一 』t-【'"1"一

苧 ス ト ・第 ・章 の紙 力'一 ド(:P29二 ・・)め 融 を ま とめ るの に再 ・る。

用 法:リ パ 』 ス法 とマ スキ ン グ法(6枚)。 マ スク を1枚 ず つ と りぽ ず しな が

ら,紙 カ ー ドの特徴 を 明 らかに してゆ く。

留 意点:紙 カー ドの 特徴 を一 つ示 す ご とに,な ぜ この よ うな特徴 が指 摘 で きる

か㌣ 習者に回答さ只
、よ銘 すること○ ンス吐 タ三 がまi・めるよ

りは,:学 習者 が各 自φ頭 の 中 で ま とあ る ことが 必 要 で あ る。

な お,「 データ の訂正,変 更,追 加 が容易 」 と 「80け た の固 定長 記録 」

に関 して は具 体 的 な補 足 説 明を してや る必 要 が あ る。

また,'p.33の 「紙 カ ー ドを あつ か う機 械」 の部 分 の説 明 には フ ォイ ル1

一 一15を 活 用 して 欲 しい
。
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・ 取 扱 い や す い大 き さ 　 』'

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

● 分 類 仕 訳 が容 易 .'
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1-23紙 テ ープ の 規格

9

テ キ ス ト:第3章 の紙 テ ー プ(p33～p34)の 規 格 に関す る説 明 に利 用 す る。

学 習者 には,第3.6図 を 用 い る。

用 法:オ ー・;一くレイ法(2枚)。1枚 目 で8単 位 の紙 テ ー プの規 格 を,2枚 目で

6単 位 の紙 テ 「 プの説 明 に用 い る。

留 意 点:紙 テ ー プには,5単 位,6単 位,7単 位,8単 位 な どが あ る こ とを説

明 した うえで,こ の フ ォイルを 用 い る。 この フ ォイル で は,日 本 で 良 く使 わ

れ て い る6単 位 紙 テー プ と8単 位 紙 テ ー プの規 格 を 明 らか にす る。

学 習者 には.i第3.6図 を参 照 させ るだ け で な く,6単 位 紙 テー プ と8単 位

紙 テ ー プの 実物 を サ ン プル として 配布 し,必 要 に応 じて参 考 に させ る と よい 。
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1-24紙 テ ー プ ・コ ー ド

テ キ ス ト:第3章 の紙 テ ー プ の コ ・・一ド(p32～p33)の 説 明 に 用 い る。 学 習 者

に は,第3.7図 と第3.8図 を 参 照 さ せ る こ と。

用 法:実 物 投映 法 とオ ーバ レイ法(2枚)。1枚 目で8単 位 紙 テ ー プの コー ド

を 説 明 す る。 さ らに,2枚 目をオ ーバ レイ して6単 位 紙 テ ー プの コー ドを説

明 す る。

留 意 点:紙 テー プの コー ドを す ぺ て覚 え込 ませ る必 要 は な い。 数 字,英 字,特

殊 文 字 が どの よ うに記号 化 され るか,特 殊 機 能文 字 が どの よ うな働 きに 用い

られ るかを把 握 させ る ことが重 要 で あ る。 また,8単 位 コー ドにつ い ては,

8番 目の トラ ックが奇 偶検 査 に用 い られ る こ とを 明 らか に す る こと。

な お,学 習者 には8単 位 紙 テー プ と6単 位 紙 テ ー プを配 布 し,必 要 の つ ど

参 考 に させ る と効 果的 で あ る。
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1-25紙 テ ー プ の特 徴

テ キ ス ト:第3章 の紙 テー プ(P.32、p33)に 関 す る特 徴 を説 明 す るの に用 い

る。

用 法:リ バ ー ス法 とマ スキ ン グ法(4枚)。 マ スクを1枚 ず つ と りは ず しな が

ら!紙 テー プの特徴 を明 らかに してゆ く。

留 意 点:テ キ ス トで は,紙 テー プの特徴 が 最 初 の部分(P.32～P.33)に 記 載

され て い るカ㍉ 紙 テ ー プの規格 や コー ドな どを説 明 した あ と,全 体 の ま とめ

と して用 い た方 が効 果 的 で あ る。 二

で き るだけ,紙 カー ドの特徴 と比較 しな が ら,紙 テー プの特徴 を 浮彫 りに

して ゆ くこ とが肝 要 で あ る。 また,学 習 者 に発 問 して,学 習 者 自身 が ま とめ

る よ うに す る こ とで あ る。
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1-26エ ッ ジ ・パ ンチ ・カ ー ドと タ グ ・カ ー ド

テ キ ス ト:第3章 の そ の ほ か の デ ーtタ 収 集 媒 体 の エ ッ ジ ・パ ン チ ・カ ー ド(p
.

35)と タ グ ・カ ー ド(P .35)
.の説 明 に 用 い る。 学 習 者 に は,第3.10図

と第3.11図 を参 照 させ る。

用 法:実 物投 映法 とオ ーバ レイ法(2枚)。1枚 目 でエ ッジ ・パ ンチ ・カ ニ ド

の 特徴 を,2枚 目で タ グ ・in-一 ドの特徴 を 説 明す る
。

留意 点:エ ッジ ・パ ンチ ・カ ー ドとタ グ ・カ ー ドは,デ ータ表 現 形式 で は 紙 テ

ー プ'コ ー ド?変 形 で あ り
,記 録 媒 体 で は紙 カ ー ドの変 形 と考 え られ る・こ と

を指 摘 す る。

エ ッジ ・フくンチ ・カー ドは紙 テ ー プ と同 じ よ うに使 用 され る が
,紙 テー プ

と比較 して どの よ うな 長所 と短 所 が あるかを 学 習 者 に 考 え させ るこ とが 重要

で あ る。

タ グ'カ ー ドに つい て も・そ の長 所 と短 所 を把 握 させ
,ど の よ うな 業務 で

使用 す る と効 果的 で あるかを 考 え させ る。 なお,タ グ ・カ ー ドは コ ン ピ ュー

タ に直接 入 力 され る こ とは な く・い った ん 紙 カ ー ド,紙 テー プあ るい は磁 気

テー プに交 換 され た あ とで入力 され る こ とを付 言 す る こ とが 必 要で あ る
。
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1-27ト ー ク ン ・カ ー ド

,{

川
ー

.

n
い
ー
n

い

ー

、

い
「
ー
ー

|

テ キ ス ト:第3章 のそ の ほ かの データ収 集 媒 体 の トー ク ン ・カー ド(p36)

の 説 明 に用 い る。 学 習者 には第3 .12図 を参 照 させ る。

用法:オ ー バ レイ法(2枚)。1枚 目で プ ラ スチ ック板 の トー ク ン ・カー ドの

特徴 を ・2枚 目 で紙"一 ドの トー ク ン ・カ ー 防 特 徴 を 把握 させ る
。

留 意 点:ト ー ク ン ・カ ー ドは,タ イ ム ニカ ー ド,ク レジ ッ ト ・カ ー ド
,身 分 証

明 書 ・ 商 品 管 理 な ど に 活 用 さ れ て お り,一 般 に は パ ッチ ・カ ー ドまた はID

カ ー ドと呼 ば れ て い る こ と を 指 摘 す る。:

その あ とで,プ ラ スチ ック板 と紙 カ ー ドの それ ぞれ の 特徴 を説 明 し
,タ イ

ム ・カー ド,ク レジ ッ ト・カー ド,身 分 証明 書 な ど に効 果的 な理 由を 考 え さ'

せ る・ で き る妨 ・ トー ・ ン ・カー ドの実 物 を何 種 類 か用 意 して お き 泌 要

に応 じて提 示 してや る とよい。

な お,ト ー ク ン ・カー ドは そ の ま まデ ー タ通 信 用 の端 末 装 置か ら入 力 され

る こ とを つ け加 え,そ の便 利 さを強 調 す るこ とで あ る
。
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1-28光 学 文字

テ キ ス ト:第3章 のそ の ほ かの デ ータ収 集媒 体 の光 学 文 字(・
.36)の 説 明 に

用 い る。 学習 者 には第3.13図 を参 照 させ る
。

用 法:分 一パ ヒ・法(2枚)・1枚 目でAタ ・ プの ・CR文 字 の特徴 を 把 握 さ

せ る・2枚 目では手 書 き文字 も活用で きることを説肌
,手 書き文字の制約

を理解 させる。

留意点:光 学文字を用いた帳瓢 そのまま一 週
.(・CR)で

読 碩 らせ コ ン ビ・一 夕に入 力 で き るこ とを 説 明 した あ とで
.。 。,ル の

'1枚 目でOCR文 字
の 特徴 にふ れ る。

OCR文 字は ・特 殊 なタ イ プライタ ・会 計 機,・ ン ビa－ 夕 の印 刷 装 置 な

どで印 字 され ・ で き あがっ た帳 票 が 入加 利用 で きる こ とを明 敏 し
,そ の

利用 面 を 考 え させ る・ さ らに ・手書 き文字 の帳 票 も使胴 能 で あ るこ とに
つ

い て言 及L,2枚 目を オ ー・くレイ して
,手 書 き文 字 の 特徴 と制 約条 件 につ 、、

て説 明 す る・ 手書 き文 字 鞭 用 す る場 合 には
,ど の よ う雄 意 が必 要 とな る

か を十 分 に 認識 させ る こ とが必 要 で あ る
。

光学 文 字 の説 明 を した あ とで,こ れ を 活用 した タ ー ンア ラ ン ド .シ ステ ム

の効 果 を具 体 例 に もとつ い て解説 してや る とよい
.な お,手 書 き文 字 治 め

た 光 学文 字用 の帳 票 のサ ン プルを用 意 して お き
,学 習者 唯 示 す る と効 果が

高 まる。
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1-29磁 気 イ ン ク文 字
ノ

テ キ ス ト:第3章 のそ のほ か の データ 収 集媒 体 の 磁 気 イ ンク文字(P .37)の

説 明 に用 い る。 学 習者 には,第3.16図 と第3.17図 を 参 照 させ る。

用 法:オ ー」パ レイ'法(2枚)。1枚 目で磁 気 イ ンク文 字 の適 用 業 務 を 明 確 に し,

2枚 目で磁 気 イ ンク文 字 の特徴 を 浮彫 りにす る。

留 意 点:磁 気 イ ンク文 字 は,こ の文 字 を印 刷 す る こ との で きる特殊 な タ イ プラ

イタ で印 字 さ れ,で きあが った帳 票 は磁 気 イ ンク文 字読 取装 置(MICR)で

読 み 取 られ る こ とを説 明 す る。:

1枚 目で,磁 気 イ ンク文 字 が一番 よ く用 い られ てい る銀 行 小 切手 を 示 し,

磁 気 イ ンク文 字 の特徴 を説 明 し,な ぜ 小 切 手処 理 に向 い てい るか を 考 え させ

る。 さ らに,別 の適 用 場面 を想起 さ せ る とよい。

2枚 目で は,磁 気 イ ンク文 字 そ の もの の 特徴 を は っ き りさせ る。
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2-1コ ンピ ュー タの歴 史

テ キ ス ト:第1章 の コン ビa－ タの歴 史 の 説 明(p42～p45)に 用 い る
。 学 習

者 には(P42～P44)写 真 を参 照 させ るこ と。

用 法:リ ー:・一ス法 とマ スキ ン グ法(4枚)。 時 代 順 に提 示 してい く。

・留 意 点:17世 紀 の初 め ごろ か ら数 々 の 計算 機 械 が 発明 され
,19世 紀 に入 っ

て 自動 計 算 機へ と発 展 し,1944年 に ア イ ケ ンの電 気 機械 式 計 算機MARK

－1に 至 っ た ことを示 す
。 第2次 大 戦 後,電 子 計算 機 の時 代 へ突 入 し,大 学

の研 究 室 で開 発 され た計算 機 が急 速 に発展 し,計 算 の道 具 か ら情 報処 理 の道

具 へ と成 長 して い った ご とを 説明 す る。 特 に,ノ イマ ンの 考案 した プ ロ グ ラ

ム内蔵 式 が現 代 の コ ン ピュー タの設 計 に大 き く寄 与 してい る こ とを強 調 す る
。

フ ナィ ル1-12を 再 び提 示 しなが ら,歴 史 の背 景 を 想起 させ る と よ り効 果

的で あ る。
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2-2コ ンピュ ー タの 発 展

テキ ス ト:第1章 の コ ン ビa－ 夕 の歴 史 の世代(p45～p46)を 説 明 す るの に

用 い る。 学 習者 には第1.1表(P.46)を 参 照 させ る こ と。

用 法:リ メ ー ス法 とマ スキ ン グ法(4枚)。 世代 の順 番 に コン ピ ュータ の発 展

過程 を提 示 す る。

留 意 点:回 路 素 子の 発 展 と と もに世代 が進 み,小 型 化,高 速 化 が 実現 され て き

た こ とを 説 明 す る。 また,主 記憶,補 助記 憶 の性 能 も向 上 し ,記 憶 容 量 が増

大 した こ とを示 す。 第3世 代 に入っ て か らは,多 種 多様 の 入 出 力装 置 が登 場

し,コ ン ピ ュー タ の汎用 性,互 換性,拡 張性,安 定 性 が強 化 さ れた と と も補

足 す る 。 ・'
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2--3コ ンピュ ー タの構 成(1)

テ キ ス ト:第1章 の コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ム の うち,コ ン ピ ュー タ の 構 成(P
.

48～49)の 説 明 に使 う。 学習者 には第1 .3図,第1.4図 を参 照 させ る こと。

用 法:t－ パ レイ法(3枚)。 入 力,処 理,出 力 の過 程 の順 に重 ね なが ら提 示

す る。

留 意 点:人 間 の情 報処 理 の過程 と関連 づ け な が ら,コ ン ピュー タの 基本 構 成 要

素 を把 握 させ る。 各 構 成 要素 が 人間 の器 官 を どの よ うに代行 して くれ る かを

具体的に説明 ←て,そ の働 きを理解 させ る。 中央演算処理装置には,制 御装

.ヨ

S
,三
.ニ

ロ
窪

■
暑

3

ぱ
言
(

'こ:1

」豊 主記憶,算 術理 論演算装置が含 まれ てい ることを補足 してお く。

'

る

;liii|
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2-4コ ンピュー タの 構成(2)

テ キ ス ト:第1章 の コ ン ピュータ ・システ ムの うち コ ン ピ ュー タの構 成(P.

48～P49)の 説 明 と して,前 の フtイ ル2-3の 補 足 説 明 に使 う。 学 習者 に

は第1.3図 を参 照 させ る こ と。

用 法:オ ー バ レイ法(2枚)。

留 意 点:1枚 目 の7オ イ ルで 中央 演 算処理 装 置 と入 力装 置,出 力装 置,補 助 記

憶 の 間 の デ ータ 転送 の よ うす を示 す。

次 に2枚 目で,中 央演 算 処理 装 置の内 部構 成 要 素 で あ る制御 装 置 ∴主 記憶,

算 術 論理 演 算 装 置 の 働 きを 説 明 す る。 特 に,制 御 装 置か ら 出 され る制 御信 号

に よ って,'各 装 置 の操 作 が行 なわ れ るこ とを把 握 させ る。

この 図 は,コ ン ピュー タの 基本 構成 を理 解 す る 上で 不 可 欠の もの で あ るか

ら,こ れ か ら先 の課 程 で も必要 に応 じて提 示 す る よ う心 がけ て欲 しい。

一172一

呉も⇒ 燭

茎
=



中央演算処理装置

算術論理
寅算装置

一173一

ー

,十

恒」占
葉
虫
①
ー

鯵

.・襲

'暮

『

,」'ii『

.{…

=
叉
一匙

丁萎

畠ー

蓼
蓮

藷

晋

1

■.
.

.

1
}

P
.

.ー

`
〔

・・一≡一 璽
_苦 言 ㌣ 。.、ぞ呈 ≡ 苦 言'

二 荏 ア.『』.

饗 学.㌻ …ぎ:、 ・瓢 　 懸 一・『

〔 ・}肯 ←二 ・一 「 ㌔,'一 ,『∴ 、

.、 マ.一.三]・7』"』'三 ・



●

鑑

識

　'ぷ

莞

'

　
・「.法

二
莞

二
=

瀞磁簸
・̂

'
「≦

『袖

・
つ
.
「

.

「　
一
≡
.
二}

・1

.1

難
1111・ii…i璽

¶
・{ili

▲

灘響

.

2-5ハ ー ドウエ ア と ソフ トウエ ア

",一=㎡ 一一 ▼一 一'
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テ キ ス ト:第1章 の コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム の 八 一 ドウ=ア と ソ フ トウ ェ ア の

概 念(p49～p50)を 説 明 す る の に 用 い る。 学 習 者 に は,第1.5図 を 参 照 さ

せ る。

用 法:オ ーー一:レ イ 法(2枚)。 ハ ー ドウ エ ア の 図 を 見 せ て か ら,ソ フ ト9一エ ァ

の 図 を 重 ね る。

へ

留 意点:自 動 車 と対 比 させ て,ハ ー ドウエ アは金 物 の意 味 で あ る こ とを理 解 さ

せ る。 次 に 、 ハ ー ドウエ アが あっ て もそ れ だ け では 機 能 を果 さ ない。 自動 車

には 運 転 手 が必 要 で あ る と同様 に,コ ジ ビュ一 夕 には プロ グ ラムや そ れを 利

用 す るた め の技 法(ソ フ トウエ ア)が 必 要 で あ る こ とを強 調 す る。
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2-6入 出力 操 作(1)

テ キ ス ト:第2章 の入 出力装 置 の機能 の うち,入 出力 チ ャネル(P51～P52)

の説 明 に使 う。 学 習者 には,第21図(R51)を 参 照 させ る。

用法:オ ー バ レイ法(3枚)

留意点:1枚 目で中央演算処理 装置と主記憶,入 出力装置の関係を示す。2枚

目を重ね て中央演算処理 から指示された命令に従 って,入 出力チ ャネル が入

出力制御装置に入出力操作の指示を出す ことを示す。 さらに,3枚 目を重ね

て入出力装置 と主記憶 の間でデータの転送 が行われ ることを示す。最後に,

指示 された入出力操作 が完了すると,入 出力チ ャネルは 中央演算処理 装置に

そ のことを知 らせ ることを説明する。
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2-7入 出力操 作(2)

テ キ ス ト:第2章 の入 出 力装 置 の機 能 の うち,入 出力制 御 装 置(P .52),緩

衝域 の機 能(P:52)と 入 出力 チ ャネル で の並行 動作(P・53)の 説明 に用

|

..川

州
;
川

ll

い る。

用法:オ ニ バ ヒィ法(2枚)。

留 意 点:緩 衝域 と入 出力 チ ャネル の機 能 を マ ンガ的 に 示 した もので あ る。 デ ー

タの中間的 な記憶 を行 な う緩衝域 と入出力チ ャネルの働 きによって ,入 出力

操作 と中央演算処理装置の処理 が並行 的に行 なわれることを説明 する。 また,

入 出力制御装置は速度の調整や コー ド変換な どを行な うことも補足する
。学

習者 の層 に応 じて,第22図 の製造工場の例 で補足説明するの もよい
。

与
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2-8カ ー ド読取 せ ん孔 装置

テ キ ス ト:第2章 の入 出力装 置の種 類 の うち,カ ー ド読 取 装 置,カ ー ドせ ん孔

装 置 の機 構(P.55)の 説 明に使 う。 学 習者 には,第25図 を参 照 させ る こ

と 。.

用法:オ ーバ レイ法(3枚)。'カ ー ドの読 取 とせ ん孔 機構 とそ の装 置 の実 体 図

を示 す。

留 意 点:紙 カー ドが カー ド ・ホ ッパ か ら送 出機 構 に よって読 取 位 置を 通 過 し,

カー ド ・スタ ッカへ 落ち る まで の流 れ を 説 明 す る。 読 取 機構 には,ブ ラ シ接

触式 と光電読取 式が あり,読 取方式 には,縦 読み方式 と横読み方式が あるこ

とを第26図 を参照 して補 足 す る こ と。 同様 に して,せ ん孔 の場 合 の 紙 カー

ドの流 れ を 説明 す る。

次 に カー ド読 取せ ん孔 装 置 の実 体 図で,カ ー ド ・ホ ッパ,カ ー ド ・スタ ッ

カの 位 置 を示 す。 最 後 に,記 録媒 体 と しての 紙 カ ー ドの 特徴 を 述 べ る。
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2_9紙iiiー プ 読 取装置

テキ ス ト:第2章 の 入出 力装 置の種 類 の うち,紙 テー プ読 取 装 置 と紙 テー プせ

ん孔 装 置(P.55--P56)の 説明 に使 う。 学 習者 には,第27図 と写 真(P.5

6)を 参 照 させ る こと。

用 法:オ ー バ レイ法(2枚)。

留 意 点:1枚 目の フ ォイル で,紙 テ ー プの読 取 機 構 には,セ ン シ ン グ ・ピ ンな

どを 用 い た機 械 式 と,光 電素 子を 用 いた 光 電式 が ある ことを説 明す る。 カ ー

ド読 取 装 置 も原理 的 には 同 じ方 式 で 読 取 りが行 な われ る こ とを 補 足 して お く。

読取 り速 度 は,な ぜ 光 電式 の方 が 速 いか 学 習者 に考 え させ る と よい。 せ ん孔

の 場 合は,機 械 的動 作 の ため速 度 が 遅 い こ とも言 及 して お くご と。

次 に2枚 目を重 ね て,装 置の 実 体 図 に もとづ き紙 テー プが 供 給 リール か ら

送 り出 さ れ て,読 取 りや せ ん孔 が行 なわ れ てい く様 子 を説 明す る。

紙 テ ー プは,会 計機 な どの事 務 機 械 で広 く使 用 され てお り,そ こで 作成 さ

れ た もの を そ の まま コン ピュー タ の 入 力 と して 使 うこ とが で きる とい う利 点

に つ いて も付 け加 えてお くこ と。
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2-10印 刷 装 置(1)

テ キ ス ト 第2章 の入 出 力装 置の種類 の うち,ラ イ ン ・プ リンタ(P56～p57)

の 説 明 に用 い る。 学 習 者 には,第28図(P.57)を 参 照 させ る こ と。

用法:t"・-9レ イ法(3枚)。

留 意 点:1枚 目で装 置の 実 体 図を示 し,印 刷 用 紙 を 上 へ送 り出 しな が ら高 速 印

刷 を行 な うことを 説明 す る。 印刷 機 構 に は,チ ェ・一ン式(2枚 目を 重ね る)

と ドラム式(2枚 目を取 り去 り,3枚 目を重 ね る)が あ る こ とを示 す。

印 刷 速度 は,文 字 セ ッ トに よっ て変 わ るが,一 般 には1分 間 に.100行 か

ら1,000行 程度 で あ り,1行 の字 数 は100字 か ら160字 程度 で あ る こ

とを説 明 す る。 最 近 開発 された 電 子 プ リンタ で は,1分 間 に5,000行 か ら

10,000行 の 高速 印刷 を行 な うもの もあ る こ とを 補足 して お く。
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2-ll印 刷 装 置(2)

1

テキ ス ト:第2章 の入 出力 装 置の種類 の うち,ラ イ ン ・プ リンタの 用紙 送 り操

作(P.57)の 説 明 に使 う。'学 習者 に は,第29図(P.57)を 参 照 さ せ る

こ と6

用 法:オ ニ パ レイ法(3枚)。 印刷 の行 変 え やペ ー ジ変 え と用 紙 送 り操 作 の関 ・

係を提 示 す る。

留 意 点:行 間 を とる ため の スベrス の 操作(1枚 目),連 続 した行 間 や ベ ー ジ

変 え を す るた め の スキ ップの操 作(2枚 目)に よ る印刷 の様 子 を示 す。 そ し,

て3枚 目を 重 ね て,ス キ ップは キ ャ リ ッジ ・テ ご プと よば れ る環 状 の 紙 テー

プの所定 のせん孔位 置を読取 ブラシで検 出 して行なわれ ることを説明す る。
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2-12磁 気 テー プ 装置

テ キ ス ト:第.2章 の 入 出 力装 置の種 類 の磁 気 テ ー プ装 置(P.58～60)の うち

そ の機構 を 説 明す るの に使 う。 学 習者 に ほ,P.58の 写真 と第2.13図 を参

照 させ る こと。

用 法:マ スキ ン グ法(1枚)。 は じめは マ スクを重 ね て提 示 す る。'

留 意 点:ま ず磁 気 テ ー プ装 置の 全体 図を 見 せ て,フ ァイ ル ・リー ル に巻 かれ て

い る磁 気 テー プが 巻取 りリール に巻 取 られな が ら,デ ー タの 入 出 力 が行 なわ

れ る こ とを示 す。 次 に2枚 目を 取 り去 り,真 空 コ ラム,読 み 書 きベ ッ ドの働

きを 示 す。 磁 気 テー プの移 動 方 向や バ ック スペ ー スの様 子 も説 明 す る と よい 。

また,磁 気 テ ー プは 入 出 力 の速 度 が大 きく・人 手 を介 さず に そ の 内容 を く り返

し使 用 で き るの で,入 出 力媒体 と してだ け で な く,補 助 記 憶媒 体 と して も使

用 さ れ て い るこ とを補 足 してお く。
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2-13磁 気 テー プ(1)

テキスト:第2章 の入出力装置の瀕 のうち・一(・ .58

～P59)の 説 明 に用 い る
・ 学 習者vaは,第Z1・ 図,第2.11図,第212

酔 参 照 させ る こ と。

用法:オ ー バ レイ法(3枚)。 磁 気 テー プにデ ー タ が記録 され て い く様 子を提

示 す る。

留意 点:1枚 目を使 っ て,デ ー タ は ブ ロ ック また は物 理 レ コー ドの単位 で読 み

書 きされ ・そ の間 に は'・ ・一 間 間 隙(・RG)カ ・生 じる こ とを 説 明 す る
。

一 ・⊥三遷 ⊥=⊥ についても縦 しておく.、泣 を

重 ね な が ら顕 ‥ プ上 には デー タ と垂 直検 査 ビ 。 ・が トラ
。ク にそ っ て記

録 され る こ とを ば らva3枚 目を重 ね て 水平 検 査 ピ 。 トカ・記録 され る こ とを

示 し,そ れ ぞ れ の検 査 ビ ッ'トの働 きを説 明 す る
。
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1難2-14磁 気 テー プ(2)

三

.

巽
聾

テ キス ト:第2章 の 入出 力 装置 の種類 の うち,磁 気 テ ー プの7ア イル 保 護 リ ン

7:

i }・日,

ix…

三i

∠ と記録 密度(p59～p60)の 説明 に用 い る。 学 習者 には,第214図 を参

≦il:
,照 させ る。

●
一.t _

i'1'
川.用 法:オ ー バ レイ 法(4枚)。
}・
《

ξ i婁 留 意 点:最 初 は2枚 目を 重 ねた状 態を 示 し,7ア イル 保護 リングがは め て あれ
"

i,
量
呈
1目
18il ば書 き込 み が で きる こ とを説 明す る。 次 に2枚 目を 取 り去 り3枚 目を重 ね て,

i婁
己:

ヨ撒1」王

難7.イ ル保護,ン グをはずす と書込みはで きない こと櫨 肌,。 。,ル 保
.{ :

i:… ・ 護 りン グ の 役 目を 把 握 させ る。

i ;
`エ

プ

…
「1:ii

最 後 に4枚 目を重 ね て磁気 テー プの記 録 密 度 は1イ ンチ 当 り556字 か ら

i三ii;…i
・∵:;

6250字 の もの が あ り,紙 カー ドの そ れ に比 べ ては るか に高 い こ とを示 し,
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2-15MICRとOCR

テキ ス ト:第2章 の入出力装 置の種類の磁 気 インク文字読取装 置(MICR)と

光 学式 文字 読取 装 置(OCR),(p60～p62)の 説 明 に使 う。 学習 者 には,

P.60,61の 写 真 と第a15図,第216図 を 参 照 させ る。

用 法:オ ー バ レイ法(2枚)。

留意点:銀 行業務な どの小切手で識別番号 として印刷 されてい る磁気 インク文

字(第2.15図)や,帳 票類 の印刷 文 字 や手 書 き文 字(第2.16図)を そ の

まま読取れ ると便利で ある。2枚 目を重 ねて,そ れを行 な う装 置であ る旦 ⊥

CRやOCRの 実 体 図 を示 す。 これ らの 装 置 に分 類 機 を組 合せ て使 うこ　とも'

で き る こ とを 説 明 す る。 また,オ ンライ ン方 式 で もナ フラ ィ ン方 式 で も使 用

で きる こ とを補 足 す る。

この 他 に,所 定 の欄 に記 入 され たマ ー ク(第217図)だ けを 読取 る2壁

式 マ ー ク読 取 装 置(OMR)が あ る こ とを つ け加 え る。

●
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2-16映 像 表示 装置

テ キ ス ト:第2章 の入 出力 装 置の種 類 の映像 表 示装 置(p62～p63)の 説 明 に

使 う。 学 習者 には,第220図,第221図(R64)を 参 照 させ る こ と。

用 法:オ ー バ レイ法(3枚)。

留 意 点:1枚 目で映 像表 示部 とけ ん盤部 を示 し,2枚 目を重 ね てけ ん 盤部 か ら

デ ー タを 入 力 す る様 子 を示 す。

さ らに3枚 目を重 ね て,表 示 され てい る デー タの 中か らラ イ ト ・ペ ンを 使

'
って項 目を 選択 して 指 示 す る と,電 子 ビー ムに よる光 を探 知 して コ ン ピュー

タへ の入 力信 号 とな る こ とを第221図 を参 照 しなが ら説明 す る。
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2-「17デ ー タ の 表 現

テ キ ス ト:第3章 の デ ー タ'の 表 現(P.66)の 説 明 に 使 う。

用 法:リ ー〈.・一'ス 法 と マ ス キ ン グ 法(4枚)。

留 意 点:フ ォイルの マ スクを順番 には ず しなが ら,入 出力媒 体,内 部 回 路,記

憶素 子 にはON,O'F'Fの 二つの状 態 が ある こ とを示 す。 そ して,記 憶 装 置

は トラ ンジ スタや 磁 気 コアな どの組 合 せ で構 晟 され て お り,そ の 内部 では,

・礼 ・ 四 微 動 齢 わせで デー タ カ・表 現 さ れて ・・る こ・を説 明 す る・

最 後 に,記 憶 の 最 小単位 くiあるON,OFFの 状態 を一 般 化 して1と0で

表 射 る 漣 手放 あ り,'ご 控 ピ ・ ト(bi・)と 呼sこ とを覚 え させ る・
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2-18'2進 数 の 表 現'

人

テ キ ス ト:第3章 の デ ータの表 現 の うち2進 数 の表 現(R66～p67)の 説 明 に

使 う。 学習 者 には 第3.1図 か ら第3.5図 を参 照 させ る。

用 法:オ ー バ レイ法(3枚)。

留 意 点:第3.1図 か ら第3.5図 を参 照 させ,そ ろば ん で の数 の表現,紙 カ ー ド

上 で の数 の表 現,2進 数 の表 現 を比較 しな が ら説 明 す る。2進 数 を使 うと,

表現 に必要 なピ ッ ト数 が少な くセすみ,演 算処理 も簡単 に行 なえるとい う利

点 か ら・ ・ンr・ 一夕 内 蔀 では2進 鍛 現 力違 わ れて い る こ とを把 握 させ る.

次 に この フ ォ イル の1枚 目で0か ら4ま で の2進 数 表 現 を 示 し,け た上 り一

の規 則 を理 解 きせ る。5か ら9ま での2進 数 表 現 は 学 習者 に考 えさせ た 後,

2枚 目を 示 して確 認 させ る。3枚 目 に よっ て,記 憶装 置 の内 部 では 語(word)

の 単位 で 記 憶 され るの で,表 現 で き る数 の 大 き さ には 自ず か ら制限 が あ る こ

とを言 及 す る。

2進 薮 と10進 数 を組 合 せ た,2進 化10進 数 もあ る こ とを補 足 し,詳 細

は 次 の7オ イル2-19で 説 明す る。 さ らに,必 要 に応 じて16進 数 表 現 に

つ い て も板 書 で補 足 説 明 して お くと よい。
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-19'コ ー ドの 種 類(1)'

テ キ ス ト:第3章 の デ ー タ の表 現 の うち,コ ー ドの種 類(P.68～n70)の 説

明 に使 う。 学習 者 には 第3.6図 と第3.7図 を 参 照 させ る こ と。
ノ

用 法 .:リ バ ー ス法 とマ スキ ン グ法(1枚)。

留 意 点 ,:数 の表 現 とは別 に,文 字 の表現 に も2進 数表 現 が使 われ る。 そ の表 現

体 系を コー ドと呼 んで い る こ とを述 べ て か ら,フ ォイ ル の説 明 に入 る。

2進 化10進 コー ドは,4ビ ッ トで10進 数 字 の1け たを 表現 す る基 本 的

な コ ー ドで あ る。 標 準2進 化10進 コ ー ドは,7ビ ッ トで 構 成 さ れ ゾー ン ・

ビ'ッート,パ リテ ィ ・ど ッ トが 追 加 され て い る こ と を 示 す
。 ゾー ン ・ ビ ッ.ト の

組 合 せ に よ り,数 字 だ け でな く英 字 も表 現 で き る こ とを 説 明 す る。6ピ ッ ト

あれば 最 大何種 類 の文 字 が表 現 で きるか を,学 習者 に 考 え させ るこ と。
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2-20コ ー ドの 種類(2)

テ キ ス ト:第3章 の デ ー タ の 表 現 の うち .tコ ー ドの 種 類(P.68～P70)の 説 明

ぺ

に 使 う。 学 習 者 に は 第3.8図,第3.g図 と第3.1表 を 参 照 させ る。

用 法:リ ーc-一ス 法 と マ ス キ ン グ法(2枚)。

留 意 点:拡 張2進 化10進 コ ー ドで は,バ イ ト(byte)と 呼 ば れ る 記 憶 単 位 の

中が ゾー ン部 と数 字 部 に分 か れ て文 字 が 記憶 され る こ とを示 す。8ビ ッ トだ

と標 準2進 化10進 コー ドと比 べ て,ど の よ うな 利 点 が得 られ るか を,学 習

者 に 考 え させ る必 要 が あ る。 な お,こ の場 合 に も,バ イ ト単位 に パ リテ ィ ・

ビ・・が存在す ること鮒 酬 えること.

さ ら に,ゾ ー ン10進 数 とパ ック10進 数 の 間 で の パ ック,ア ンパ ック の

操 作 を 理 解 させ る。 パ ック10進 数 の特 徴 に つい て も,学 習 者 に納得 の い く

まで考 え させ る必 要 が あ る。 最 後 に,第3.1表 を参 照 して,各 コー ドの体 系

を まとめ るこ と。
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2-22相 対 ア ドレス の仕 組 み 一

.

テ キ ス ト:第3章 の 主記憶 の うち, 、相 対 ア・ドレスの仕 組 み と再 配 置 可能(P
「

71)の 説 明に働.学 習者 にiま・第313図 鯵 照 させ るこ と。
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用 法:オ ーバ レイ法(3枚)。 も2枚 目 と3枚 目は 交 互 に提 示 す る。
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留 意 点:相 対 ア ドレスに よ る番地 の指定 は,基 準 レジ スタ とデ ィス プ レー スメ
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2-23磁 気 コア記 憶

テキ ス ト:第3章 の 主記 憶 の うち,磁 気 コ ア記憶 の 原理(P.73)の 説 明 に使

うg .学 習 者 に は ダ 第3.15図 か ら第3.17図 と 写 真(P・72)を 参 照 さ せ る。

用法 ・オ ーパ レ・法(3枚)・'微 目 と3枚 目は 交互va提 示 す る・

留 意 点:1枚 目の フ ォイルを 使 っ て,磁 気 コ ア記 憶 が 主 記憶 に 利用 され て い る

理 由,コ ア ・マ ト リ ック スの構 造を 説 明 す る。

2枚 目を 重 ねてp電 流 とヒ ステ リシ ス特性 の 関 係 を解 説 しな が ら,磁 気 コ

アが 磁 化 され る様 子 を示 す。

次 に,2枚 目を 取 り去 り3枚 目を 重ね る。 記 憶 され た磁 気 コ アの読 取 り方

法を,読 取 り線 と誘導 電 流 に注 目 しなが ら説 明す る。 この 読取 り方 は,破 壊 ,

読 出 しで あ るの で 読 取 った あ と再 書 込 み が必 要 とな る こ とを 補足 す る。 読取

りの開 始 か ら再 書 込 み までの メモ リ ・サ イク ル と,こ れ に要 す るサ イ ク ル時

間,読 取 りや書 込 みの ア クセ ス時間 の 定 義 を明 確 に す る こ と。

最 後 に,第3.20図(P.74)を 参 照 して磁 気 フ ィル ムの構 造 とそ の特徴

に つ いて も補足 説 明 してお くこ とが 必 要 で あ る。
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2_24磁 気デ ィスク装置あアクセス機構

テキ ス ト:第3章 の 補助 記 憶 の うちの磁 気 デ ィスク 記憶L(p75～p76)の アク

セ ス機 構 の説 明 に使 う。 学習 者 には第3.22図(P .76)を 参照 させ る。

用 法:平 行移 動法。 アク セ ス機 構 の部分 を左右 に移 動 させ る こ とに よっ て,ア

クセ ス ・アー ムの 動 きを実 感 させ る。

留 意 点:ア クセ ス ・アー ム,読 み 書 きヘ ッ ド,磁 気 デ ィスク,回 転 軸 を図 を も

とに 明 示 す る。 次 の フ ォイ ル2-25を 併 用 して トラ ック と シ,リ ン ダ の 概 念

を把 握 させ た後,再 び この フナ イル に戻 って,ア ク セ ス ・ア ー ムの動 きを 具

体 的 に示 し,シ ー ク時 間;回 転 待ち 時間,デ ータ転 送 時間 の意 味 を 説明 す る。
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最 後に もう一町 クぽ ブ ーム鋤 か しなが らば 体 の構造を ま・'とめる

と効 果 的 で ある。
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2-25シ リンダ と トラ ッ ク

テ キ ス ト:第3章 の補助 記 憶 の うちの磁 気 デ ィ スク記憶(P .75～76)の シ リ

ンダ と トラ ックの説 明 に使 う。

用 法:オ ー バ レ イ法(2枚)。

留 意 点:デ ィスク ・パ ック には,そ れ ぞ れ の記 憶 面 の同 心 円 状 の トラ ック に デ

ー タ が記 憶 され る こ とを1枚 目 で示 す
。

2枚 目 では,'上 下 に重 な り合 った トラ ッグ を 円柱 状 にみ な し,そ れを シ リ

∠ 三 と呼 ぶ こ とを説 明 す る。磁 気 デ ィス ク上 の デ ータ の 記憶 位 置の番 地 は シ

リ ン ダ ・ ア ド レ .Z,ト ラ ッ ク ・ ア ド レ ス,レ コ ー ド ・ ア ド レ ス か ら 成 る こ と

を 説 明 す る。 ・

こ の フ ォ イ ル は 前 の フ ォ イ ル2-24と 併 用 して 使 い ,シ リ ン ダを 探 す た

め の シ ー ク,ト ラ ック を 探 す た め の 読 み 書 きヘ ッ ドの セ ッ ト,レ コ ー ドを 探

'すた
め の回 転待 ち の動 作 を しっ か り把 握 させ る。
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2-26磁 気 ドラム

テ キ ス ト:第3章 の 補助 記 憶 の うち の磁 気 ドラム記憶(P.77)の 説 明 に用 い

る。 学習 者 には 第3.23図 を参 照 させ6こ と。

用 法:リ バ ー ス法。

留 意 点:磁 気 ドラ ムで は読 み書 きヘ ッドが 固定 され てい るの で,ア ク セ ス時 間

が皆 無 で あ り,高 速 な デー タ転 送が行 な わ れ る こ とを 説 明 す る。 また,磁 気

ドラム 自身 も装 置 に固 定 され て お り,記 憶 面 が1面 で ある点 が磁 気 デ ィス ク.

記憶 と大 き く異 な る。 前の フナ イル2-24と 併 用 し て,両 者 の特性 を 比 較

しそ の相 違 を考 慮 して どの よ うた使 い分 け た ら よい か,学 習者 に考 え させ て

み るの も効果 的 で ある。
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2-27・2進 数 演 算

テ キ ス ト:第4章 の 演算 の原 理 の うち,2進 数演 算(P80～P .81)の 説 明 に

使 う。 .."∫ ・'

用 法:リ バ ー ス 法 と マ ス キ ン グ 法(3枚)。

留 意 点:フ ナイル の マ ろ.クを 、1枚ず つ取 りなが ら,2進 数 の加 算,減 算,乗 算

の規 則 を説 明 を鯖 う6加 算 では結 果 力ζ2に なる とけ た 上 げ(car
.・y)が 生

じる場 合 につ,いて,演 算 そは 上位け たか ら1を 引 く場合 に つ い て注意 して説

明す る。 乗算 は け た移 動(シ7ト)と 加 算 の く り返 しで,除 算 は減 算 の く り

返 しで 実行 され る こ とを 補足 す る。 通 常 は,減 算 は 補 数 を加 算 す る方 式 が と

られ る こ とを 述v〈.,次 の フ ォイル2-28へ 進 む。
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2-28'補 数加 算 に よ る減算

テキ ス ト:第4章 の演 算 の原理 の うち補 数 加 算 に よる減 算(P.80～81)の 説

明 に 使 う。'・

用 法:リ ・c--1法 と マ ス キ ン グ法 ,(2枚)。

留意点・マ巧 を順々㈹ ずしな砺 ・・単 の作 り方舗 数加数 よ嚇 算の

しくみを醐 する・徽 の定甦 明融 説明した後・減算を行なうこと噸

数を加算 するの と同 じであることを理 繋 せ る.撒 の力・算の結 果,け たあ

{

」

,

「
±
'

ふれが起 きた場合は正数,け たあふ れが起 きない場合は負数 とな ることを把

握 さ せ る 。 ∴ 、一 .'

最 後 に ここで 求 めた 補 数11110の 補 数 が もとの数 で あ る00010と な

る こ とを学 習 者 に確 認 させ,補 数の意 味 を ま とめ る と同時 に:な ぜ 補 数 加算

の芳 法 を とる かを 明確 に す る必 要が あ る。
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2-2916進 数

テ キ ス ト:第4章 の 演 算 の原 理 の16進 数 演 算(P .81--P.82)の 説 明 に 使 う。

学習 者 に はp.82の 進 数 の表 を 参照 させ る こ と。

用J,X:リ バ ー ス 法 と マ ス キ ン グ 法(1枚)。

留 意 点:2進 数 で 記 憶 さ れ て い る デー タ を,便 宜 的 に16進 数(hexadecimal)

で表 現 す る場 合が 多 い。16進 数 の表 現 で は,'0か ら9ま で と英 字 のAか ら

Fま 一で の'ゴ6個 醸 記罷 旬 ことを1枚 目 の7オ ・ル で説 明 す る
.テ キ ス

トの 進 数 の 表(P.82)を 参 照 させ て,10進 数 ,2進 数,16進 数 の 対 応

を ま と め る と よ い 。,,
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2-30数 の変 換

テ キ ス ト:第4章 の演 算 の原理 の うち ・塑 変 換(P ・82--84)の 説明 に使 う。

用 法:リ バ ー ス法 とマ スキ ング法(5枚)。

留意 点 ・2進 数 か ら1・ 進 数,16進 鋤1ら10進 数 へ の変 換 に つ 、、ては
,。

オ イ ル2-18と2-29を 復 習 してb;ら テ キ ス トの 例(P83)を 板 書 で

説 明 す る。 その後 ぞ,こ の フォ イルを 使 っ て10進 数か ら2進 数 お よび16

進 数へ の変 換 の説 明に入 る。

1枚 目か ら3枚 目で は,10進 数を2で 割 ってい った 余 りか ら2進 数 が 求 ま

る こ とを 示 すg4枚 目 と5枚 目では,16進 数 の求 め方 を 示 す
。 ただ し16

進 数 の場 合は,余 りを16進 数 の数 記号 に直 す こ とに注意 を促 す こ と
。 また

2進 数 と8進 数,2進 数 と16進 数 の間 の変 換 に つい て も補足 説 明 が必 要 で

あ る。
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2-31,レ ジ ス タ の 働 き

テキ ス ト:第4章 の 中央 演算 処理 装 置の基 本要 素 の レジ ス タの働 き(P .84～R

85)の 説明 に使 う。 学 習者 に は第4 .1図 を 参照 させ る こ と。

用 法:オ ー バ レイ法(4枚)。2枚 目,"3枚 目,4枚 目を交 互 に提 示 す る
。

留 意 点:1枚 目を ペ ー ス と して,2枚 目を 重 ね て プPグ ラム 中の命 令 の取 出 し

とそ れ に使 わ れ る命 令 ア ドレス ・レ ジスタ(命 令 カ ウ ンタ) ,記 憶 レジ スタ,

命 令 レジ スタの働 きを説 明す るb次 に2枚 目を取 り除 き3枚 目を 重 ね て,命

令 レジ スタ にあ る命 令 の解 読 とデ ータ の ア ドレスを設 定 す る記憶 ア ドレス ・

レジスタの働き樋 明する・峡 … ㍉ 命令の実行について醐 する・

命 令 の解 読 では 解読器 の働 きを,命 令 の実 行 で は 累算 器(ア キ ュム レータ)

や 加 算 器 の 働 きを 補足 説 明 す る こ と。 指標 レジ スタ につ い ては フ ォイル2-

32で,汎 用 レジ スタ と浮 動小 数点 レジ スタ につ い ては フ ォイ ル2-36と

フォィ ル ー37で 具 体 的 に説 明 す る。

、
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2-32命 令の 実 行

テ キ ス ト:第4章 の 制 御 装 置 の うち,命 令 の 実 行(P .86--P.88)の 説 明 に 使 う。

学 習者 には第4.2図 か ら第4.4図 を 参照 させ るこ と。

用 法:オ ーバ レイ法(4枚)。

留 意 点:は じめ に,フ ォ イル2-4を 復 習 して 中央 演 算処 理 装 置 の構成 と機 能

'
を再 確 認 して か ら,こ の7オ イルの 説 明 に入 る。 命 令 の実 行 は命 令 サ イ ク

∠Lと 実行 サ イ クル に 大別 され る。 命令 サ イ クル では,命 令 の取 出 しを1枚 目

で,命 令 の うちの命 令 部 の解読 とオ ペ ラ ン ドの ア ドレス ・レジ スタへ の 設定

を2枚 目で 説 明 す る。

さ らに実行 サ イ クル では,3枚 目で デ ータ の取 出 し,4枚 目 で三 一タ の演

算 処 理 を 説 明す る。 最 後 に も う一 度,命 令サ イ クル と実 行 サ イ クル の順 序 を

復 習 して か ら,第4.4図(P.87)を 参 照 させて ク ・ ック ・パ ル ス と命 令 の

実 行 の関 係を理 解 させ る こ と。
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2- ,33ア ドレス変更 とイ ンデ ッ クス
【
空

一

川

・

テ キ ス ト:第4章 の 制御 装 置の ア ドレス変 更 と イ ンデ ック ス(P
.88～89)の

説 明 に働 ・ 学 習者 には第4・5図(R88)を 参照 させ る こと。

i建

§

酬

:細1

`}:
,

用 法':オ ーバ レイ法(3枚)。

留 意 点:命 令 や デ ータ の ア ドレスを変更 す る には ,指 標 レジ スタを 使 うと便 利

で ある こ とを 説 明 す るの に使 う。

、は じめは2枚 目 を重 ね て,指 標 レジ スタ を使 う命 令の 形 式 に注 目 して
,指

標 レジ スタ の 内容 を ア ド レスに加 えた もの が実 際 の ア ドレス とな る こ とを 示

す。 この と き学 習者 には,第4.5図 を 参 照 させ る。

次 に2枚 目を取 り除 き,3枚 目を 重 ね る。10個 の連 続 した デ ー タを順 番

に処 理 す るた め に,デ ータの先 頭 ア ドレスを オ ペ ラ ン ドの ア ドレスに指 定 し

て お く。 指標 レジ スタ には;ア ドレスの増 分 を 加 え てい き
,指 標(イ ツ デ ッ

ク ス)の 変 化 してい く様 子 を考 え させ る。

この連 続 した デ ータ の処 理 を終 止す る には
,① 指標 レジ スタ の 内容 が45

にな った ら終 る方 法,② 指標 レジ スタ の指 標 の 増 加 を10回 や
っ た ら終 る方

法,が あ る こ とを 学 習者 に 考 え させ る とよい。
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2-・34-・ 算 術 論 理 演 算 機 構

テ キ ス ト:第4章 の算 術論 理 演算 機構 の うち,10進 数 演算(P89～P.90)

の説 明 に使 う。 学 習者 には 第4.6図 と4.7図 を参 照 させ る こ と。

用 法:オ ー バ レイ 法(2枚)。 .

留 意 点:コ ン ピ ュー タ の 処 理 に は,

点 演 算,論 理 命 令 の処 理 が あ り,

10進 数演算,固 定小数点演算,浮 動小 数

それを実行 すると ころが算術論理 演算機構

で あ る こ とを,は じめ に説 明 す る。'

この フ ォイル で は,10進 数演 算 の流 れ の例 と して1枚 で,加 算 命令 の取

出 し一と解 読を 説 明 す る。2枚 目を 重 ね て,演 算 に 使 われ るデ ータ と演 算 結 果

b〈,主 記憶 と10進 演 算機 構 の間 で どの よ うに や りと りされ るかを 説 明 す る。

<
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2-3510進 数 演 算

テキ ス ト:第4章 の算 術 論理 演 算機構 の10進 数 演 算(P.90)の 説 明 に使 う。

用 法:リ バ ー ス法 とマ スキ ン グ法(3枚)。

留 意 点:ゾ ー ン10進 数 とパ ック1'O進 数 を復 習 しな が ら,10進 数演 算 の具

体 例 を示 す。1枚 目 の フ ォイル では,演 算 に使 うデ ータ を カー ドか ら読 み 込

ん だ とす れ ば,主 記 憶 の 中 では ゾー ン10進 数 と して記憶 され る こ とを 説 明

す る。 この ま まの形 式 で は10進 数演 算 に は使 え な い ので,ど の よ うな操 作

が 必 要で あ るか学 習 者 に想 起 させ る。

`敢 目
で ・パ ック1陸 地 変換 して ヵ・ら計算 す る ‥ う まで を 示L・"学

'

習 者 に結 果 を考 え させ て か ら2枚 目で そ れを 確 認 させ る。 この計 算 結 果を 印

刷 す るには,再 び ゾー ン10進 数 に変換 しな が ら編 集(ゼP消 去 や小 数点 の

挿 入 な ど)を す る こ とを 説明 す る。

最 後 に,10進 数 演 算 に使 うパ ック10進 数 は 可変 長 の デ ー タで あ り,そ

の演算 には特別 な レジ スタな どは使用せず,主 記憶 と算術論理演算機構 との

間 だ けで行 な うこ とを 補足 してお くこ と。
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2-36固 定小 数 点演算

テ キ ス ト:第4章 の算 術論 理 演算 機構 り 固定 小 数点 演 算(P.90)の 説 明 に 使

う。・学 習 者 には 第4.8図 と 第4.9図 を 参 照 さ せ る こ と。

用 法:1リ ー:`一一'ス 法 。

留意点:1興 網 走小数点演算の流れとして:些 スタにある数値と主記

憶 に あ る数 値 との加 算 を行 な っ て,結 果 を レジ スタ に求 め る例 を示 す。 固 定

小数 点 数tl〈Gt!半語,1語,2語 の3種 類 の形 式 が あ りピい ず れ の 場 合で も,

最 左 端 は符 号 ビ ッ トと して使 わ れ るこ とを説 明 す る。・小 数点 の位 置は 右端 に

固 定 してい ,るの で,場 合 に よっ ては小 数点 を合 わ せ る ことが必 要 とな る こ と

を補 足 す る。
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2-37浮 動小 数 点 演 算

テキ ス ト:第4章 の 算 術論 理演 算 機構 の浮 動 小 数 点 演 算(P.91)の 説 明 に使

う。 学習 者 に は第4.10図 を参 照 させ る こ と。

用 法:リ バ ー ス法 。

留 意点:は じめ に,浮 動 小 数 点演 算 では浮 動 小 数 レ ジ スタ に あ る データ を 使 っ

て,演 算結 果は 浮 動 小 数点 レジ スタに求 まる ことを との フナイル で 示 す。

浮 動 小 数 点数 は コン ビ=一 夕 の内部 では2ま た は16を 基数 と して,正 規

旦[さ れ て返墜 と累 乗 に分 かれ て記憶 され る こ とを 具体 的 な例 で補 足 説 明 す る。

非 常 に大 きな数 や刀・さな数 の演 算 にお い て,浮 動 小 数点 演 算 を使 う とどの よ

うな利 点 が得 られ るか を学 習者 に 考え させ る こ'と。 、

慕
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2-382進 数 と10進 数 の変 換

テ キ ス ト:第4章 の 算 術論 理演算 機構 の うち2進 数 か ら10進 数,10進 数 か

ら2'進 数 へ の変 換(P.92)の 説明 に使 う。 学 習者 に は第4.11図(P.92)

を 参 照 さ せ る こ と。

用 法:リ バ ー ス法 とマ ス キ イ グ法(2枚)。

留 意 点 ・は じめ に フ ナィル き一5で の説 明 を想起 渋 な が ら,ゾ ー ン1・ 進 数を

演 算 に使 うにはパ ック しなけれ ぽ な らな い こ とを 説 明 す る。'

パ ック10進 数 の演算 結 果は 主記憶 に求 まるが ,こ れ を2進 変 換 す れば2

進 数 演算 が行 え て その結 果 は レジ スタ に求 まる こ とを,1枚 目の マ スクを取

って 説 明す る。,・ 一"

殿 に2枚 自で ∴2進 数 演助 結 果 は1陸 変 換 して パ ・ク1・ 進 数 に,

更 にそ れを ア ンパ ック して ゾー ン10進 数 に変換 で き る こ とを 説 明 す る。 な

お,以 上 の操作 を 行 な う命 令は 用意 され てい るが,浮 動 小数 点 数 に変 換 す る

た め の特 別 な命 令 ぽ 用意 され てい ない と とを付 け茄 える 。'『'"⑳'
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3-1コ ン ピ ュ ー タ の プ ロ グ ラ ム

テ キ ス ト:第1章 の プ ロ グ ラ ム 記 憶 方 式 の コ ン ピ ュ ー タ の プ ロ グ ラ ム(P .97～

P.98)の 説明 に用 い る。 学習者 に は第1.5図 と第1.6図 を参 照 させ る こと。

用 法:ガ ーパ レイ法(2枚)。

留 意点:.ま ず コ ン ピュー タの プ ・グラムの 定 義 を説 明 す る。

そ の あ とで1枚 目を 映 して,コ ン ビ=一 夕 の プロ グ ラムで は,入 力,処 理,

出力 の三 つ の基 本的 機 能 が必 要 で あ るこ とを 説 明 す る。

つ ぎ に2枚 目を オ ーバ レイ し,紙 カー ドか ら二 つ の 数値 を読 ん で加 算 し,

結 果 を 印刷 す る例 につ い て,1枚 目 と対 比 しなが ら説 明 す る。

〆

簡 単 な問 題 を 出 して,学 習者 に流 れ図 を 書 かせ てみ る と よい。
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3-3プ ログ ラム 内 蔵式

テ キ ス ト・第1助 ブ砂 ・ム記 憶方式 の プ ・グ ・ム内蔵 式(・98-P1・ ・)

の 説 明 に用 い る。

用 法:ナ 」バ じイ'法(i.3枚)。

留 意 点:2枚 目で 命 令 が 一 つず つ制御 部 に取 出さ れ る こ とを 説 明 す る。

・趣 は口 細 指示が出牛 命令が実行されていくサ・クルを理

解させる・主記敵 してはパ レスの担示・犠 跡 る・・もろ舐

る 。
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3-4ロ ーダ とプ ログラ ム

テ キ ス ト:第1章 の プPグ ラ ム記 憶 方 式 の プ ロ グ ラ ム の ロ ー デ ィ ン グ(P .100)

の 説 明 に用 い る。 学 習者 には第1,10図 を参 照 させ る こ と。

用法:オ ー バ レイ法(2枚)。

留 意 点:ま ず1枚 目を用 い て,プ ログ ラムは 通常 は 紙 カ ー ドや磁 気 デ ィ スク に

、

記 録 され,保 管 され てい るこ とを説 明 す る。

この プ ログ ラムを使 っ て処 理 を行 な う・ため には ,ま ず プ ロ グラ ムを内 部記

憶 に記憶 しな け れば な らない ことを説 明 す る。 そ こで2枚 目を オ ー バ レイ し

ロー デ ィ ン グ・と ロー ダの役割 につ い て説明 す る。

ロ ーダ のP－ デ イ ン グ と実 行 用 の プロ グ ラムのP－ デ イ ン グの2段 階 で行

なわ れ る ことに留 意 し,説 明 す る こと。
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3-5命 令(≒制 御 とデ ー汐 の 流れ

テ キ ス ト:第1章 の プPグ ラ ム 記 憶 方 式 の プ ロ グ ラ ム の 実 行(P100～P102)

の説 明 に 駆 る・ 学 習者 には第1 .11図 鯵 照 託 る
.こ・。

用法:オ ー バ レイ 法(4枚)。

留 意 点:2枚 目 を オ ーバ レイ し,プPグ ラ ムが読 み込 まれ ,そ の あ とで命 令 は

1個 ずつ 取 出 し と解 読 が行 な わ れる こ とを説 明 す る
。

3枚 目で`≧品 鑓 に対
.し制御毅 か ら指令が出 される ・とをt.・ 枚 目で.

デー タ の 各 装 置 間 の動 きを説 明 す る。

2,3,4枚 目 で命 令 が一 つず つ解読 され ,制 御 と実 行 が行 な わ れ る こ とを 明

確 にす る こ と。

また命 令 の実 行 に あた って`零,命 令 サ イ クル と実 行 サ イ クル が あ る こ とを

この フ ナィ ルで は っ き りさせ る必 要 が あ る。
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3-6機 械 語

テ キス ト1第1章 の 機 械 語(P.103～p104)の 説 明 に用 い る。学 習者 には

P.104の 左 上 の 図 を 参 照 させ る こ と
。

用法:オ ーバ レイ法(3枚)。

Eii意点:1枚 目で この 命令 の意 味 を 説 明 する。

2枚 目 をオ ーバ レイ して,'コ ン ピ ュータ 内部 で の機械 語 は2進 数で あ る こ

とを 説 明す る。

さ らに3枚 目 を オ ーバ レイ して16進 数 との対 応 関 係 を 説 明す る。 なお1

6進 数表 示 で は この命 令 の 機械語 はrs8J,オ ペ ラ ン ドはro7D〔)Jで ある。

この フ ォイル を用 い て,2進 数 と16進 数 の変 換 の仕 方 を復 習 す る とよい。

他 の 命令 につ い て も,P.104の 表 を参 照 しな が ら2進 数 と16進 数 の関係

を 調 べ させ る と よい 。
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3-7オ ペ ラ ン ドの種 類

テ キ ス ト:第1章 の機械 語 の機 械 語,語 の形 式(PlO4～P.106)の 説 明 に用

い る。.

用 法:'

留 意 点:最 初 に機 械語 の 形式,つ ま り
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リバ ー ス法 とマ ス キ ン グ法(1枚)。
`

命 令部 オ ペ ラ ン ド につ いて 述べ る。
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そ のあ とベ ー スで オペ ラ ン ドが デ ータ ・ア ド レスの 場 合 の意 義 を 説 明 す る。

つ ぎに1枚 目の 〔ス クを'と り,命 令 ア ドレスの場 合 を 説 明 す る。

そ の他,オ ペ ラ ン ドでは 装 置 ア ドレス,レ ジ スタ番 号,即 値 デー タな どを

指 示 す る場 合 もあ る ことを 補 足 す る。
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3-8、..,ア'ド レ ス 方 式 ・・t-・一. 一・・….

テキ スr:第1章 の 撒 語 の機械 語 の形式(P1・4
-P1・6)の 説 明 に用 い る

.

学習亨 にはP・105の 例を轍 応 じて熱 きせ る と・
.

用 法:オ ーバ 房 法 《:鍛)
。 層∵'

留意点:1随 感3 ・一'ブー・・ス方籔 形ぷ ついて謝 る
.

C×D十B→A; .. …H

とい う処 理 を3-Zド ヒス方 式 の命苓 鞭 乏'と
,』三 つら 命 令 にな る ・ 、を7

オイル で 具体 的 に してや る
。

2枚 目をオーパレ但 と 〔 あ形註 説明
し品 じ処理に三

つ吟 令が煙 であるこ・棚 ら・亘c"

3枚 目をオーバ レイ し・⊥二一 について説明 し
,四 つの 命令が必

要 な こ とを把 握 さ せ る。

この7・ イ ルで の 説明 を 鮭 た あ と摘 勒 例 題 を 出
して,1,2,、 一 ア ド

レス方 式 で 書 かぜ て訂 ど よ'い
・ ・れに よっ て,三 つ の命 令形 式 を よ 頒 体

的 に理 解 させ る。
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3-9機 械語 の 種 類

　

テ キ ス ト:第1章 の 機械 語 の機 械 語 の種類(P.106～P.108)の 説 明 に用 い る。

用 法 ・リ・・一 ス法 とマ 牢 ング散4枚)。

最 初 にペ ー スを示 し－i,4種 類 の命令 に 大別 で き る こ とを 示 す。 その あ と

で,そ れ ぞれ に含 まれ る具 体的 命 令を マ スクを と りなが ら説 明 す る。

留 意 点:命 令 セ ッ トに つ いて 説 明 した あ とで,機 械 語 に つい て学 ん だ範 囲 内で,

どん な働 きをす る命 令 が あ るかを,学 習者 に質 問 しな が ら答 が で る ご とにマ

スクを とって い く とよい。

・'右 側 半分 のそ れ ぞ れの 命 令 につ い て説 明 す る際 は ,具 体 的.な命令 の例 を板

書 す る と効 果 的 で あ る。 ,.
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3.-10入 出 力 命 令

テ キ ス ト:第1章 の 機械 語 の 入 出力命=令(P .106)の 説 明 に用 い る。 学 習者

.に は 第1.15図 を 参 照 さ せ る こ と。

用法 ・オ ーパ ヒ・法(・ 麟 ・
、

留 意 点:2枚 目を オ ーバ レイ
、して,入 力 命令 の織 を 説 明 す る・

3枚 目で出 力 減 た デ ータを移 動 す る とき に,編 集命 令 に よって 出 力 す るデ

"・タを蹄lrこ とvaつ い寧 明す る
・

4枚 目で出力命令 の機能を説明す る。

デー・の領 助 緬 なく・データの編集などデー・の処理はや

内 部 記憶 砂 在k行
.』 れ るこ とを,第L11図(・.1・ ・)鯵!召 して

復 習 す る と,よい。.
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3-ll,2進 数 の 丸 め

テキ ス ト:第1章 の機 械 語 の2進 数 の丸 め(P,107)の 説 明 に用 い る。 学 習

者 には第1.6表 を参 照 させ るこ と。'

亀
レ
肖

"

用法1マ .スキ ング法(2枚)。'

留意 点 ・鱈 ベ ー スを 示 し・J1・ 進数 の 場合 に4ま四 捨五 入 の 考 え が用 い られ る

こ とを想 起 させ12進 数 の丸 め の場 合 は ど うか 学 習者 に 考 え させ ,質 問 して

み る 。'

答 が で た ら1枚 目 のマ ス～ を と り,小 数点 以 下2け た 目 の.丸め につ い て説

明 す る。

小 数点 以下3け た 目の丸 め の場合 も同様 に行 な う。

ト

も との数 と丸 め た数で は,ど れだ け誤 差 が あ るか,10進 数 に変 換 して比

較 してみ る どよいご

ぶ べに

・馴1

・蓼
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3-12分 岐 命 令

テ キ ス ト:第1章 の機 械語 の分 岐 命令(P.107)の 説明 に用 い る。

用法:オ ーバ レイ法(2枚)。

留 意 点:1枚 目 で,命 令 は内 部 記憶 の 小 さい数 の番 地 か ら大 きい 数 の番 地 へ と,

順 番 に実 行 され,そ の順 序 を変 える もの として,分 岐 命令 が ある こ とを説 明

す る。 そ の あ とで無条 件 分 岐 命 令の意 義 と機 能 を説 明 す る。

2枚 目を オ ーバ レ! .し,条 件付 き分 岐 命 令 では=,デ ー タ の大 小 な どの比 較,

.§

垂

φ

目

口
当
P

,、自
8

"
51
"司

禦
,

誌

が
髭
§

～

}̀

呉
ピ
自

判 断 の結 果 に よっ そ飛 び先 きが決 定 され る こ とを 説 明 す る。

条 件付 き分 岐 命 令 に関 しては,P.108で 説 明 され て い る比 較 命令 や デ ス

ト命 令 な ど と組 合 わ せ て使 用 され る こ とを補 足 す る必 要 が あ る。
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3-13け た 移動 命 令

テ キ ス ト 第,1章 ⑳ 機 械語 のけ た移 動 命令(P.107)の 説 明 に用 い る。.学 習

者 にはp.108の 図 を参 照 させ る こと。

用 法:平 行 移 動法 。

留 意 点:こ の フ ナイル で は,平 行 移 動 法 の利 点を 利 用 し,小 数 点の 位 置 が異 る

数値 の加 減 を行 な うと きには,け た移 動 命令 で け た移 動 を行 な う必 要が あ る

こ とを 説 明す る。

い まAとBの 二つ の数 の和 を求 め るには,Aの 数 値 あ る いはBの 数 値をけ
ラ
ノ

た移動さ担 小数点の位置をそろ紅 から加算しないと証 しい結果が得ら

れ な い こ とを 述 べ る。.

この他,P:107の 第1.7表 を 用 い て10進 数 の け た移 動を,そ して至.上

8表 を 用 い て2進 数 のけ た 移動 の 説明 を行 な うと よい。 そ の あ と,学 習 者 に

両者 を 比較 させ,特 に も との数 に対 す る倍数 は ど うな るか 考 え させ るよ うに

す る と効 果的 で あ る。
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3-14プ ログ ラ ミング の手順

テ キ ス ト:第
.1章 の プ ロ グ ラ ミン グの 仕 方 の プ ロ グ ラ ミ ン グ の 手 順(P.108)

の 説 明 に 用 い る6学 習 者 に は 第1.18図 を 参 照 させ る こ と。

用 法:リ2:・ 一ス法 とマ スキ ン グ法(5枚)。

留 意 点:プ ログ ラ.ミ、ン グの 手順 と全体 の概 要 を理 解 させ るの に用 い る。

プ ロ グラ ミン グの主 要 な手順 には,六 つ の ステ ップが あ る ことを述 べ,マ

スクを一 つ ず つ と りな が ら説明 してい'く。'一

この フォイ ルは,プ ロ グラ ミングの手 順 に っ い て,導 入部 で概 要 の説 明 を

行 な うのに用 い ∴ また必 要 あ るご とに復 習 と して使 用 す る と よい。

プ ・グ ラム作成 には 単 に コー デ ィン グ と コ ンパ イル だ けで な く∴問題 の 分

析 とか文 書化 とい った 仕 事が ある ことを,し っか りと把握 させ て お くこ とが

望 まれ る。
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3-15プ ログ ラム の設 計

テ キ ス ト:第1章 の プ ロ グ ラ ミ ン グ の仕 方 の プ ロ グ ラム の 設 計(P.108--P .1

Ol)の 説明 に用 い る・ 学 習者 に興 要 に応 じ情1・19図 か ら第1 ・22図

鯵 照 させ ること。

用 法:リ バ ー ス法 。

留 意 点:7オ イ ル3-14で プ ロ グ ラ ミ ン グの 手 順 に つ い て の 概 要 を 述 べ,こ

の フ ォイルで は その第1番 目の 問題 の分 析 の ステ ッ'プにら い て,テ キ ス トを

も とに具体 的 に説 明 す るの に用 い る。

プ ロ グラ ムの設 計 にあた っ て,問 題 の 明確 化 が必 要 で あ る こ とを 説 明 し,

そ の 三 つの 要素 を 指 摘 す る。 一㌧.

プ ・ グラ ムの設 計 に あた って は パ入 力 デー タ の分 析,出 力 デ ータ の分 析 お

よび処理 内容 の分 析 が先行 す る こ とを 説 明 す る。
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3-16入 力デ 一 夕 の分析

テ キ ス ト:第1章 のプ ・ グ ラ ミン グの仕 方 の入 力 デー タの 分 析(P.109)の

説 明 に用 い る。 学 習者 には第1.20図 お よび第1.21図 を参 照 させ る。

用法:ス ライ ド ・チ ャー ト的用 法。

留 意 点:こ の7ナ イ ルで は,出 力 データ と して どの よ うな情 報 が ほ しい か で 入

力 デ ータ が 決 まる ことを,フ ォイル3-17を 適 宜 用 い な が ら説明 す る。

な お 〆 第1.20図 が カ ー ド設 計 用 紙 と呼 ば れ る こ・とをP.ユ84の 第1、13.

旦 を 参 照 して,補 足 し てお く と よい 。
ψ

ま た,こ の フ ナイ ル は入 力 デ ータ の分 析 で あ り,フ ォイ ル3-17(出 力

デー タ の分 析),フ ナイ ル3-18(処 理 内容 の 分 析)と3枚 で 一 つの 構成

に な って い る。

そ のた め,各 フ ォイル の右 下 の流 れ 図 記号 は,そ れ と対応 す る部分 が 着 色

され てい る。
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3-17出 カデ 一 夕の分 析

テ キ ス ト:第1章 の プ ロ グラ ミン グの仕 方 の出 力 デ ー タ の分 析(P.109)の

説 明 に用 い る。 学 習者 には 第1.22図 を参 照 させ る こ と。

用法:ス ラ イ ドチ ャー ト的用 法。

留意 点:こ の フ ォイ ルで は,出 力 データの分 析 と して,行 なわ な けれ ば な ら な

い、こ ど と して,出 力 す る項 目 を確 認 し,出 力 の形 式 を 決め る ことが 必 要 な 旨

を 説明 す る。"'

第1.22図 を 報 告 書設計 用 紙 とい うこ とをP.176の 第1.6図 を参 照 して

説明 す る と よい。 また,金 額 とか期 日な どを見 や す くす るた め には・,編集 を

行 な う必 要性 を 強 調 す るこ と。
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3-18処 理 内 容 の分 析

テ キス ト:第1章 の プ ロ グラ ミン グの仕 方 の処 理 の 内容 の分 析(P.10'9)の

説 明 に用 い る。 学 習者 には 第1.23図 を参 照 させ る こ と。

用 法:ス ラ イ ド ・チ ャ ー ト的 用 法 。

留 意 点:こ の フ ナ ィ ル を 映 ず 前 に1フ ォ イ ル3-16に 示 され る デ ー タ を 入 力

し,フ ナィル3-17に 示 され る結 果 を 出力 す るに は,ど の よ うな処 理 を し

'た ら よい か 学習 者 に質 問 す る
。 答 の ま と まった ど ころ で,こ の フォ イル を映

す よ うにす る。

流 れ 図 の説 明 で は,適 宜,第.1.9表 プ ロ グラ ム流 れ図 の 記号 を参 照 す る と

よい 。

こめ フ ォイル は,プ ログラム流れ 図 の例 を 説 明 す る もの で は な く元 あ くま

で問題を解 くのに必要な処理内容を分析 することを 重要性 を述べ るのに用
,,

い る こ と。そ の分 析 結 果,つ ま りP.109の ① ～⑥ を図 式化 す る とこの よ うな

流 れ に な る とい った 補足 的 意味 合い で 活用 す る こ とで あ る。
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3-19プ ログ ラ ム流 れ 図の作 成

テ キ ス ト:第1章 の プ ロ グラ ミングの仕 方 の プ ロ グ ラム流 れ図 の作 成(P .109

～P111)の 説 明 に用 い る
。学 習者 には 必要 に応 じて第1.23図 を参 照 させ

注 意 点を 具体 化 す る こと。

用 法:リ バ ー ス法 と マ スキ ング法(4枚)。

留 意 卓:流 れ図 を 書 くと きには,ど ん な こ とに注 意 す べ きか学 習者 に質 問 しな

が ら,・答 とと もに マ ス.クを とる。

単 に説 明 す るだ け で な く,理 解度 を 高め るた め に,実 際 に プロ グラ ム流 れ

図 を書 かせ てみ る とよい 。粗 い流 れ図 と詳 細 な 流 れ 図 に つ い ては,こ の フ ォ

イル には 示 して ない の で,板 書 な どで補 足 説 明 す る。
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、テ キ ス ト:第1章 の プ ロ グ ラ ミン グの仕 方 の プ ロ グ ラ ム の コ ー デ ィ ン グ(P .

ほ リ コ

111～P.112
.)の 説 明 に 用 い る。 学 習 者 に は 第1.25図(P.112)を 参

照 させ る こ と。.・

用 法:オ ー バーレイ法(3枚)。

留 意 点:1枚 目で コー デ ィン グ と原 始 プロ グラ ムの 関係 につ い て説 明 す る。

・・… …1・2枚 目で 原 始 プ・・グラ 魂 せ ん孔 す るこ と の意 味 を明 ら旅 ・.する
.・さち に

3枚 目 で翻訳 と実 行 につ い て説 明 す る。

.テ キ ス:トの－p.111に で て くる(a)～(Dの 用 語は いず れ も重 要 な もので あ る

の で,こ の7'オ イ>vで 各 ステ ップと対 応 づけ な が らは っ き り区 別 して理 解 さ

ら

せ る ことが必 要 で あ る。
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111～P.117)の 説 明 に 用 い る。 学 習 者 に はP .112の 図 と第1.26図

(P.113)を 参 照 させ る こ と。

用 法:オ ー バ レイ法(3枚)

留 意 点:1枚 目を 映 して,記 号 言語 の要 素 に は,名 前欄,命 令欄,オ ペ ラ ン ド

欄 の 三つが あ る こ とを述 べ る。

この あ と,2枚 目,3枚 目とオー バ レイ し ,各 欄 の持 つ 機能 を具 体 的 に説

明 す る。

,た とえぽ2枚 目 の例 は,16と い う数 字2け たの 定 数 を確 保 し,RIsOM

とい う名前を つ け る こ とを説 明す る。3枚 目 では ,デ ータ 転送 命令 を 使 って

RISOKと い う場 所 の デ ー タをRISOと い う場 所 に移 す こ とを してい るの

.で あ り,こ の 命 令 にKIKAN1と い う名 前が つ い てい る。

なお ・記 号 原 語 は コ ン ピ ュー タの機 種 に よ って 異 な る こ とを 指摘 し,こ の

フォイ ルは その1例 で あ る こ とをつ け加 え る。 ・ .
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テ キ ス ト:第1章 の プ ロ グ ラ ミ ン グの仕 方 の フ ァ イ ル と レ コー ド(P.115)

の説 明 に用 い る。 学 習者 には第1.27図 を参 照 させ る。

用 法:オ 」 パ レイ 法(2枚)。

留 意 点:こ の フ ナ イ ル で は,カ ー ド入 力 の 例 で,

用 い る。

ま ず,

レ コ ー ドと7ア イ ル の 説 明 に

1枚 目を映 して カ ー ド1枚 を 示 し,各 項 目を確 認 す る。 そ の あ とで,

カ ー ド1枚 が 岬 の 入 力命 令で 読 み込 まれ る単 位 で あ り・ これを レ'".s-1
.

い うこ とを説 明 す る。 次 に,2枚 目を オ ー バ レイ して,関 連 す る レ コー ドが

集 っ て仕事 の1単 位 を な して い る ものが フ ァイ ル で あ る こ とを 説明 す る。

一 方
,出 力 の場 合は ど うで あ るか 見学習 者 に考 え させ る。

、
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3-23一 処理 に必 要 な 記憶 領域

テキスト:第 璋 の一 の入力域
,助 域,礫 域(、115)

の 説 明 に用 い る。

用法:オ 」パ レイ法(3枚)
。

留 意 点:1枚 目 で ・ 入力 デーが 咄 力 デ ー タを得 るた め には ,,.内部 記 劇 入

力 デ ー ダが読 み 込 まれ 泌 要 な処理 が 行 なわ れ た あ ・で
,出 力 デ ー。 が得 ら

4.る こ と を お お ま か に 説 明 す る 。 ....'`'

そ のあ と・2枚 目を オ ーパ レ・ し
・f'一 夕 嶽 み 込 む た め に入 力域 が瀕

な こ とを説 明 す る。

さ らに ・3枚 目を オ ーパ レ・ し処 理 の 輔 結 果 な どを一 時 的 に 記憶 して

お くために作業域 が必要 な ごとを説明す る
。

また'出 力域 は デ ー タを 出力 す るため の領 域 で あ るこ とを述
べ,出 力 す る

には 出 力命 令 が必 要 で あ るこ とを説 明 す る
。
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3-24プ ログ ラム ・テ ス トとデ バ グ

テ キ ス ト:第1章 の プ ロ グ ラ ミ ン グの 仕 方 の プ ロ グ ラ ム ・テ ス トと デ パ グ(P 。

12σ)の 説 明 に用 い る。 学習 者 には 第1 .25図(P.112)を 参 照 させ る。

用 法:オ ー バ レイ法(2枚)

留 意 点:こ の フ ォイ ルの 説 明 に入 る前 に,学 習者 に第1.25図 を参 照 させ,フ

ォイル3-20を 映 して,翻 訳 の あ とす ぐ実行 す るよ うに書 かれ てい るが,

実 際 には そ うで ない 場 合 が あ る こ とを指 摘 ず るS'

そ の あ とで,1枚 目を映 して,翻 訳 の さい に誤 ま った コ'一デ ィ ン グが発 見

され る と,そ の誤 りの修 正 が必 要 で あ る こ とを 説 明 する。 そ して,'2枚 目を

オ三 糸 レイ し,翻 訳 が 正 し く終 了 して も論理 上 の誤 ま りが ある と,正 しい結

果 が得 られ な い こ とを 強調 す る。 また,デ パ グ,記 憶 ダ ン プ,ト レー ス,ス

ナ ッ プ ・シ ョ ッ トな どの用 語 を 明確 に定 義 してや る こ.と.も必 要 で あ る。

な お,プ ログ ラム ・テ ス トに よって プPグ ラムの正 しさが 確 認 され た あ と

に も,テ ス トで発 見 され な かっ た誤 りが生 じた り,業 務 の 処 理 方 法 が変 更 に

な った り して,プ ログ ラム の修 正 が必 要 に な る こ とが しば しば あ る こ と も補

足 す るこ と。 そ のた め に文 書化 が必 要 に な る とい う話 に展 開 してゆ くと よい。
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3-25文 書 化'tt''"「'"

テ キ ス ト:第1章 の ブ ・グ ラ ミ.ングの仕 方 の文 書 化(P.120)の 説 明に 用 い

ナ

.る 。1'・ ・"

《.

用 法:オ 」 パ レ イ法(3枚)。 ・

留 意 点:こ の7ナ イ ル を 映 ず 前 に,プ'Pグ ラ ム が 完 成 した ら,そ の プ ロ グ ラ ム .

・ ・に つ い て の 文 書 を ま とあ て お く こ と の 意 義 と重 要 性 に つ い て 説 明 す る
。

.,...・,..・ ・そ.の あ とで,.1枚 目 を 映 して ・t..プPグ ラ ム概 説 書 に:つ い て 説 萌 を す ち 。.ttさ

t.. r・

らに,プ ログ ラム仕様 書,操 作 手 引書 につ い て 説 明 を行 な う。

実 際 の文 書化 の例 を学 習者 に提 示 す る と,効 果 的 で あ る。
、∫l
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3-26プ ログ ラ ミング ・シ ステ ム

'

詳 『^二 く
二 ε_

テキ ス ト:第2章 の プ ロ グラ ミン グ ・シ ステム の構成(P.122)の 説 明 に用

い る。

用法:リ バ ー ス法 とマ スキ ング法(2枚)。

留 意 点:こ の フ ナィ ルは,プ ログ ラ ミン グ ・シ ステ ムの 概念 を理 解 させ るの に

用 い る。

まず,プ ロ グラ ミングの 負担 を軽減 す るた め に プ ロ グラ ミン グ ・シス テ ム

が 開発 され た こ とを強調 す る。'

ベ ー スで,プ ログ ラ ミン グ ・シ ステみ の 中心 を な す もの は プ ログ ラ ミン グ

言語 と プロセ ッサ で あ る こ とを示 し,両 者 の関 係 を 十分 に理 解 させ るよ うに

す る。

さ らに,1枚 目 の マ スク を と り,記 号 言語 と コ ンパ イ ラ言語 の説 明 を す る。

2枚 目の マ スクを と り,ア セ ン ブラ,コ ンパ イ ラジ ェ ネ レー タ な どの用 語 の

意 味 を よ く理 解 させ て お くこ と。'一

●

一294一
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3-27翻 訳 の仕 組 み

難

入

↓
t
.邑

6
t

テ キ ス ト:第2章 の プ ロ グ ラ ミン グ ・シ ス テ ム の 翻 訳 の 仕 組 み(P124～P

127)の 説 明 に 用 い る。 学 習 者 に は,第2.5図 か ら 第2.7図,第2.3表

と第2.4表 を 参 照 さ せ る こ と。

用 法:オ ー バ レイ 法(2枚)。

留 意 点:1枚 目 を 映 して,学 習 者 に は 第2.5図 と 第2.6図,第2.3表 を 参 照 さ

せ,パ ス1の 働 き に つ い て 説 明 す る。.

'1ス1で の お もなイほ は パ ク ロ命令 に 対応 す る ア セ ン ブラ言 語 の ル ー 乏

ンの そ う入 と名 前 の相 対番 地 の表 を作 る こ とで あ る ことを 説明 す る。

この あ と・2枚 目を オ ー バ レイ し,学 習 者 には 第2 .7図 と第24表 を参 照

させ,パ ス2の 働 きに つ い て説 明す る。 そ して,パ ス2の お もな仕 事 は,間

違 った命 令 コー ドが使 わ れ てい るな ど,ア セ ン ブ ラ言 語 の 文法 に合 わな い も

のが あるか ど うか の文 法検 査 と,ア セ ン ブラ言語 の 命令 コー ドを 機 械 語 の 命

令 コー ドに置 き換 え る こ とで あ る こ とを説 明 す る。
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テ キス ト:第2章 のサ ブル ー チ ンとマ ク ロ命 令 の 開い たサ ブル ー チ ン(P120)
,

誓i も …
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の説靴 用・1る.学 習者には第2・ 図鯵 貝召さ軽 こと∴

用 法:オ ー バ レイ(2枚)。

留 意点 ・1枚 目敏 しなが ら瀕 繁 に働 旭 ルーチンや 瀬 雑 なルーチ ンな
≡

ii……[ どを あ らかUめ 作 っ て保 管 して お き,誰 で も使 用 で きる もの をサ ブルー チ ン
.云,口.
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とい うこ と を 説 明 す る。 、

仔 ・工渓 ミ 酋{'

』
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筆 ピち ・1」
Lミ

i三
`;
1ま たそ れ に よっ て プ ログ ラム作成 が容易 に な る こ とを述 べ る。

1鑛 蚕
{

ξ
慰

'

そ の あ とで2枚 目を オ ー バ レイ し,同 じサ ブル ー チ ンを そ のつ ど必 要 な個

罐
".9】='「・嘩 複 写

ξ …1
、 所 に そ う入 し:たものを 開 い たサ ブル ーチ ン とy・ うこ とを説 明 す る

。

難 ' 一 般 には 開い たサ ブル 「 チ ンは
,磁 気 テ 「 プや磁 気 デ ィ スクに あ らか じめ

記録 して お きピ必 要 の つ ど呼 び 出 す方法 が とられ る こ一とを つ け 加 え るこ と。

ば
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3-2 -9閉 じた サ ブ ルー チ ン

舎£難業蕪

テ キス ト:第2章 の サ ブルー チ ン とマク ロ命 令 の 閉 じた サ ブル ーチ ン(P.127

～13・)の 醐 に用・・る
.学 蹄 には第2・1・ 図 鯵 賑 せ る こ と.

用 法:オ 一二バ レイ法(3枚)。

'留 意 点
:1枚 目を映 して,主 ルー チ ンで閉 じたサ ブル ーチ ンに復 帰 点 を セ ッ ト

す る こ とを 説 明 す る。

そ の あ とで,2枚 目 をオ ごバ レイ し,サ ブル ー チ ンに 制御 が 渡 りiサ ブル

ーチ ンを実 行 した あ とで復 帰 点 に戻 って くる こ とを説'明す る
。・

3枚 目をt-一 一:レイす る と きも同様 で あ る。

呼 出 し,リ ンケ ジ,入 口点,出 口,復 帰 点 な どの用 語 を よ く理 解 させ る こ

と 。

また,開 い たサiノル ー チ ンと比 較 し,そ れ ぞ れ の 特徴,使 用 の方 法 な どを

ま とめ る必要 が あ る。
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à
;
二

ζ

=

●

こ

↓
三

"

.
'
.
・、
S

.、

"
ぷ

.

..A

3

し
`

、
,
・

乱

ξ

「
τ
`
3
p
「

.̀

、

㎡
『

.『『.
◆
)

」

「
4

:

.,
・
・.
、
・・:
・・
,

・
.
'
凸
..さ

.イ
ば

」
担
"
9

t

'

一

,

.・
「,l

l

l

,

び
E
ヲ
碧
"P
[

一亮
轟
‖

ぱ
‖

.

-
◆
一

9i

葦i

∴
妻

だ
パ
,

li・;

'ピ

;.1:

:

ロペ　お 　

き 逗 郵.・'一 こ欝s.

語

㌫
靴主
謬

}籔
鷺
　　'.　　ピ叫一言
陶凱蒙

薩

…　　ぷ…　

三三亮

`・

懸i

≡,≡ 〉訣 工ンご乙:=ご 庄 主 二ぺΣ.了三.∵'㍉ に'.

.言

繋

.蓑i
鰍と…ミ:も工.

、

▽

鍾i.荏 写漫 藁

ぎ二 ・-「・ ・hビa.."a"
宗.

⌒ 藻蹴燕、一

、堅糖

識
馨



こごがぷニウ二三バ

魏 ≡三二
ーiξ

宅 ご,・・:L

懇 ≧鍵 難'=エ 護 顯

エ
.繍 ・ 一 淫 誠 ⑰ 〉

'廷

,、 、 。 『

難鑛議
=、藻

議

3-30入 出 力 制御 シ ステ ム

テ キス ト:第2章 の 入出 力 制御 システ ム(P.130)の 説 明 に用 い る。

用 法:ス ライ ド ・チ ャー ト的 用法。

留 意 点:こ の フ ナィ ル では,入 出力 制御 シ スア ム とは 何 方㍉ そ の概 念 を理 解 さ

せ る。

コ ン ピ ゴ「タ の プ ログ ラムは,入 力,処 理,出 力 の 三 つに分 けて 考 える こ

とがで きるが ∴記 号言 語 で プ ログラムを 書 くと,プ ロ グラ ムの 中で 入 出 力 の

部 分 の プ ロ グ ラ ミングが か な り負担 とな る。 そ'こで,入 出 力の部 分 を マ ク ロ

命 令で 書 け る よ うに じて,プ ログラ ムを 書 く負担 を軽 くす る こ とを 考 え,入

出力 制御 シ ス テム が作 られ た こ とを 説明 す る。 入 出力 制 御 シ ステ ムの ル ーチ

ンを利 用 す る に あた って は,マ ク ロ命令(た と えばGET,PUT)を 使 う

ことに よって 必 要 な 入出 力ル ー チ ンが,原 始 プ ロ グラ ムの 中 に そ う入 され る

こ とを強 調 す る こ と。
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3-31入 出力 制御 シ ステ ムの 機 能

テ キ ス ト:第2章 の 入 出 力 制 御 シ ス テ ム(P.130～132)の 説 明 に 用 い る 。

酷 ・リバ ー ス法 とマ 牢 ング法(5枚 .).1枚 ずつ マ ス・、を と り9なが ら,入
入
出 力制 御 シ ステム の機 能 につ い て説 明を 進 め ぢ。

留意 点:こ の フ㍗ ノ酬 い 嚇 だって マク ロ命令の一般的な働 きについ て

ふ れ る。'フ ナイル3-30を 用 い て説萌 した入 出 力制 御 シ ステ ム の概 念 を ふ

ま えて,単 に読 み 書 き の'入出 力機 能 以外 に この フ ナイ ルで 示 した よ うな機 能

を も達成 して くれ る こ とを 説 明'する○

プ ロ シク化 とデ プ ゴ ック化,入 力 と演 算 とを 同 時処 理 す るた め の制 御 の仕

方 につ い て'iま;ジ ォィル3-32と フォイ ル3-33を 参 照 す る こ と。'

ま とめ で も この フ ォ イルを 用 い,入 出 力制 御 シ ステ ムの機 能 に は どん な も

の が あ るか 発 問 し答 え させ るの も効 果 が ある。
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3-32プ ロツ ク化 とデ ブ ロッ ク化

テ キ ス ト:第2章 の 入 出 力 制 御 シ ステ ム の ブ ロ ック 化 と デ ブ ロ ック化(P .131)

の説 明 に用 い る・'学 賠 に・邊213図 と第2 .14図 鯵 照 させ るこ と。

用 法:マ スキ ン グ法(1枚)。'

留 意点:ベ ー スを映 して,磁 気 テ ー プや磁 気 デ ィ スク にデ ー タを 記憶 させ る と

きは,そ れ らを 効 率 的 に利 用 し,入 出 力命 令 の 回 数 を減 ら すた め に,複 数個

の デ ータ を1ブpッ ク と して書 き込 む こ とを 説 明明す る。 そ しそ,ーこの よ うな

処 理 を ブ ロ ック化 と よぶ こ とを述 べ る。 そ の あ とマ スクを 取 りは ず し'て,ブ

　

ロ ック化 され た レ コー ドを処理 す る場合 には ,デ ブ ・ ック化 が必 要 で あ るこ

とを説 明 す る。 この よ うな ブ ロ ック化
,デ ブ ロ ック化 の機 能 は 入 出力 制御 シ

ステ ムが行 な っ て くれ るの で,プ ・グ ラ ミン グに さい して は ブ ロ ック 化 され

て い ない レコニ ドを処理 す るの とほ とん ど変 らな い こ とを 強 調 す る。

最 後 に フ ァイ ル,ブ ロ ック,レ コー ドの 関係 を ま とめ て お くこ と。
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3-33同.時 処 理

、

}
撃
、"

川

藪恒ヌ
ぶ
イ

己

`

テキス ト:第2章 の入 出力制御 システムの入出力 と演算 とを同時処理す るため

の制 御(P:132)の 説 明va
.mい る。 学 習者 には 第216図 を参 照 させ る こ

と。

用法:オ ーバ レイ法(2枚)。

留 意 点 ・:まず1枚 目を 映 し,入 力,演 算,処 理 が 同時 処 理 され ない 場合 の 説 明

を行 な う。 この場 合 の問題 点 を指摘 させ,ど のーよ うに して 解決 すれ ば よい か

を 考 え させ る。

入 力 と演 算を 同 時 処 理 す るた めには,一 つ 前 の レコー ドの演 算 を行 な って

,、い る と きにつ ぎの レ コー ドの入 力が行 な え る よ うに緩 衝域 を設 け る と よい と

とを説 明 す る。

また,演 算 と出 力 が同 時 に行 なえ るた め に も緩 衝域 を用 い れば よい こ とを

具体 的 に説 明 し,2枚 目を オ ーバ レイす る。

このよ うな 同時 処 理 を 実現 す るため に,入 出 力制 御 シ ステ ムでは 緩 衝域 を

使 用 した り・入 出 力チ ャネルを制 御 して くれ る こ とを 説 明 す る。
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3-34サ ー ピ ズLプ ロ グ ラム'

テ キ ス ト:第2章 の サ ー ビ ス ・プPグ ラ ム(P.132～P136)の 説 明 に 用 い る。

'用 法:リ バ ー ス法 とマ ス キ ング法(2枚)

留 意 点:と の フ ォイルで は,た び たび 使 用 す る プ ・.グラムを,そ の つ ど作 成 す

る のはめ ん ど うな ので,サ ー ビス ・プ ログラ ム とよば れ る既 製 の プ ログ ラム

が提 供 され てお り,現 在 の コ ン ピ ュータ ・シス テ ムに欠 かせ ない重 要 な もの

で あっ て,そ の種 類 も 非 常 に多 い こ一とを説 明 す る。
.

.そ して,利 用 者 が サ ー ビス ・プ・ グラ ムを使 用す ると きは ,特 定 の作 業 の

た め に必 要 な情 報を パ ラメ ータ と してサ ー ビ ス ・プログ ラム に与 え さえす れ

ば よ く.そ の使い 方 は 簡 単 で あ る こ とを説 明 す る。

で きれ ば,実 際 の分 類組 合 わ せ プ ログ ラムの 制御 カ ー ドな どを 示 して,コ

ン ピュー タ を作動 させ てみ る とよい。
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3-35分 類組 合わ せ プ ログ ラム(1)

.__灘i襲 菱i鷺iき1嚢

詑','一:そ ぽ ≡三治 三
'一

・ 一 難

テ キ ス ト:第2章 の サ ー ビ ス'・ プ ロ グ ラ ム の 分 類 組 合 わ せ プPグ ラ ム(P.133)

の説 明 に用 い る。

用法:オ]パ レイ法(2枚)。

留 意点:こ の フ ナイル では,分 類 組 合 わせ プ ・グ ラ ムの分 類 機 能 と組 合 わ せ機

能 を説 明 す る。

まず,1枚 目を 映 し て,分 類 機 能 の説 明 を した あ とで,2枚 目を オ ーノミレ

イ し,分 類 の終 った フ ァイル の レコー ドを突 き合 わ せ て 一 つ の フ ァイ ル にす

る こ とを,組 合 わ せ とい うことを説 明を す る。

昇順,降 順,照 合順 序,制 御 カー ドな どの用 語 につ い て も説 明 す る こ と。
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テ キ ス ト:第2章 の サ ー ビ ス ・プ ロ グ ラ ム の 分 類 組 合 わ せ プPグ ラ ム(P.133)

の 説明 に用 い る。 学 習者 には第217図 を参 照 させ る こ と。

用 法:オ`パ レイ法(2枚)。

留 意 点:こ の フ ォイ ルで は分 類組 合 わ せ プ ログ ラム の具 体 的 な適 用 例 を説 明 す

る。

1枚 目を 映 して,社 員番 号 順 に並 ん でい な い新 入社 員 名の フ ァイル が あ る

ことを述 べ,分 類 組 合 わせ プロ グ ラムの分 類 機 能 を 使 用 して社 員番号 順 に分

類 して出 力 す る こ とを 説 明す る。.

2枚 目をt－ パ レイ して,そ れぞ れ分 類 ず み の 旧社 員 フ ァイ ル と新 入社 員

フ ァイル を,社 員 番号 順 に一 つ の フ ァイル に ま とめ る組 合 わせ機 能 につ いて

説 明 す る。 ・… ・

この フtイ ルは,分 類 組 合 わせ プロ グラムを 使 用 した1例 で あ り,磁 気 テ

ー プ ・フ ァイルや 磁 気 デ ィスク ・フ ァイル の処 理 には 非 常 に有 用 で あ る こと

を つ け加 え る こ と。
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テ キ ス ト:第2章 の サ ー ビ ス ・プ ロ グ ラ ム の デ ー タ 変 換 プ ロ グ ラ ム(P135)

:の 説明に用い る。

… 用 法:オ ・]パ レ イ 法(3枚)。
←

… 留 意 点:あ る媒体 の デ ー タを
,記 録 の仕 方 や 表 現 の仕 方 を変 えな が ら別 の 媒 体

に移 す プ ロ グ ラムが,デ ー タ変 換 プ ログ ラム で あ る ことを説 明 す る。

:

そ の あ とで,1枚 目を映 して磁 気 テ ー プか ら磁 気 デ ィ スクへ の例 を 説 明 す
虫. ,"

る。

.こ の他 にrど ん な ものが あ るか 学習 者 に 考 えさせ,質 問 して答 がで る ご と

:

に オ ーバ レイ して い く。

デ ータ変 換 プ ロ グラム が ダ現 実 の どの よ うな場 面 で必 要 とな るか を 十分 に ・

認 識 させ る ζ とが 重 要 で あ る。
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3-38プ ログラ ミング 言 語の 種 類

テ キ ス ト:第2章 の プ ロ グ ラ ミ ン グ 言語 の 種 類(P.136～137)の 説 明 に 用 い

る。 学 習者 には 第220図 と第22『1図 を参 照 させ る こ と。

用 法:リ バ ー ス法 とマ スキ ング法(2枚)。

留 意 点=ペ ースを 映 して,プ ・グラ ミン グ言語 は,機 械 向 き言語 と問題 向 き君

主 に大 別 され る こ とを述 べ ↓両 者 の特徴 に つい て 説 明 を行 な う。

そ の あ と,そ れ ぞれ どの よ うな プロ グラ ミ・ング.言語 が あ るか,学 習者 に質 ・

聞 して答 が でた らマ ス クを とる とよい。

各 プ ・グラ ミン グ言 語 につい て は,大 きな 特徴 を述 べ る程度 にす る こ と。

一318-一

'



」、

.

↑

「

,

「

r-.「・

 

、

一 註マ
叫－A>"ろ 〉
マ〔⊂▼己形

 

,

層

そi≡i三冠

逢≡主三

をi繋

.ぽ ≡ 忘
ふSt"■ ←ム

 

.

-

.

工

r.

1

P

驚 き認'三

≡::】
='婿=一 ⇒.=

窪己

『‥三
譲

.蜜

違

..

,

ア.

直'

・匙=・ ご.
袋 戯
.〉 治 ≡ 已

」.tL.■-./.Lt」
ヰ イ
;⊂Hも.あ ・c'

蹴 ・
{、i「 ■t

庄 欝 ≡

}ぎ.㌦,二⇒ダ
ー'〉 ～←

「で.㌘竺=㌔

態蕎
セさご≡二.
漁 五号…r
旛 ぷ ≡}弍ンーこエ☆'

}.Sfd.1
、=τ逗 　

認 幸 なh've←.「⇒∨ ・

云鯖
'亨●'

.-..'L'nc－

よぎ(二1姪,';:'!L;"w

.=二L71H』

ユコ　　 ロロラ
声 〔ア ヅ ∵.・苧

蒙老:三巡吉
【'～'t戸{L、
ドシ ひ　　ぶ ヘ ピリサ ロ

妄言芝
畠、一 こ㌘≒ごc在
巳r工盈三三.工 ⊥
/r;ア ニ2=へ;二'

z三 業 ∫ 工 ・》
」 一{、 一 一 〆
'r・,'r・ 一 ・・
..・,・.,一.、、「

嫉霞
…三二二鷲;ご
・vrご'VT三

・=ご=≡=!c:「

∴;∵ 二 ㎡'`,

f"'芦;-i:工r

 

.

.
、

F
.'
ー

-

.

...

..

.…

.
.̀

.
1

ー

了

二

P

主　　　　簾
　　…　鍵

難

撫
　難

難
三
合}二

、

・

、;t"一:f

s..,1-

●''"、

.▲ 一・,一
.一,ご 一.羊

蛸.

..A

P

.

. .

・

9

.

、

,

」

、

.●7
-

.
↑.
.'」

、
1

・、4

・

訂

.'ー

'
9

.
、

..

・

芦'F
ミ

}

'..
三
、
W

弓

ー

ぷ

.
㍑

'

「
.

「

F

,

記号言語

 

き
語
向械概

言

COBOLラミ)グ

語

劫
==
口

FORTRAN

 

き
語
向問

言言

1/PL

 

,

GPR
」

㎡
'

・・㍍

、・ヨ
,.ぱ

、̀.、∴

ぼ

.日

崇

…三

B下
"…く.㍉

諜

震

清

書

藩

…　‥川
・∵

..,
…

.

,

.…

…

-

・
…

∴

・

.:

:

一

口'

…

.

.

-.

,

.F

二

,
-,

『
『
・

・

,

・
「

…

…

}
…

ご
、…

ー

ー

".…

二
V
.●

…

"ミ

.…

心
..…

三
」三

…

".…

.…

…

↑…

三

.

.イ・

「

、..

炉

・
、

、
「

、

.

、

.ジ
三

二
.
●

.

1

〉

・

・

∴

詞
バ・
　㌻

"

『‥
層
一
層
コ

.

,

,
,

・

.

'

・

●

'

、「

τ̂
「'

・

・一 一319 -一一

馳

● 工'.. .

「 ら ∨=.蓑.犠`':.:

▲:'
隅 璽 ≡灘:碧
._± 二㌻ ・.t・..三三s.・

.ご、.≡二淫 ㌻ 三三i
定 法 涜竺{三:二:二二::～.こ∴

主ご 主.:宗 主 こ二 ∵い・.
プ ー{一}'.一 、 －

L'.「,.∋.

.・t'二.ぢ 戸c=「 ・・.二=ひ 〒..・ ・'、

W・,.'L「 ■「.■ ～7「,^層9・ 吟-'「「'・r、 〕r・ ^・.,

i護1誉:三 三1
.・,.'.'・'♂"一 ・ ・ 、.」

'…'` .・ ・^・ ….・.
..・.,≡ ・..',.・,

 

,

ト「,

「

-

.
、
..
・
'7、

、.
「が
●、

、

9

㎡

』.「 云≡''"… コぶ

・.「 ・ 違 憲..'藤 鷲 室
_.

蕪雑 藩 難i霧
難鍵難 灘1警 ぎ1

 

'
・

卜、

江
イ・

≒ぎ=L三.xひ ミ☆'± に写 、.'」=一・え←9・`
's・べ 凱 ・・一 こWl二 二ニ聾=≡ 、三『マこ三〔 □

。盛 灘 ≡ ≡ 響 ㌔ 主 ≡ ・烈 三一

叢 叢難
＼':,lt:・・1'可・・～ 】 一 二:二= .こ'・s='-r千 僧 べ

::凝 厄 ～ 螂;一 一.門.、=,rご ≡ 壬c汽 ぱ ぷ 箏.≠
冨.ρ7・9u∨ ・⇒～.一・一^._,ジ= '三L二、.=一ちc

^∠.☆

、>-〔 ∵.r.II、.・="lirtr -.,.1..=t…`・:・ 、・,・1::二9,-、v

葦=工`撮 罵 言
丁一=∴　 ':、寸.一.

「.

鐘堂
」

.
」「

.

'
・

「

恒

.

」z汀 ⊇ ぽ

吟 一
」

L.,

^烹z'
,

・ 宝・

》

ぷ ピさ=笛 南、－
et

霧 纂雛冥認ミ鍵蔑
巴エ ξ:.',.÷ 、ψ 三'・.一.一… 　馨

へ
.
藁

曙
≧

、。

.一

.
一
触」

1

.
「

慈i熔
7踏、=

.t】.Lny.ふ

コ盈 〕

 

↓

ε

.

⌒
.

,

.湊
　
箋

・

「
・

≡・(

P

」

・
」

鱗 雲[一ノ、

撃葵驚 無難.唱 層

≡謹 蕊1慧i藁

－rT♂ 苦 難 饗㌻



"父 争コ ・一..

蕊蕊

X
－ア
雲
客
"
ち
－z

、
・t
:
s,}
6
㎡己

鍋
14
笛

≡
賠

臼

・

,}
、

.「〆
ア

ず・.

・h
>

ヤ
ら

9
,
葦

7
f

r

、,民
望

　
し
ヨ

プ

ポ

ど
く

ハ
し
　ポ

タ

鶏
濱
籔

・ヨ
p{
'号

、

ぎ
宮
】

U

・
軍

"
・
ぎ

・

べ
曳
..渋

難
蓑
・ミ

蟻

溝

.人

撚

　灘

灘
　鱗
熱

熱4
ま
}

y
t

叫引

1

‥實

藍
ξ
ー
工
事
'1
1
・ー

ー

'5
'さ
u
」
‖

!
{
」
,「
?
"

鯵乞̂
〔
・、叢

叢

ふ

.
〆
づ

.
　
一
三

r

－

4

三難
業
議スぐ

議
　雑
纂嚢

譲
三縄
　難
…

工強
熱
　難

雛
諜

…　　撫
　轟
…　　⌒

謡講
灘

"

】
(

ご

一
.
三 熱

'
.
{
≡

・、
.
、
.
活

=
'
=

三

一
尼

渓

書
、

.
・
二
ふ

一

、
ユ

.三
識

ぶ 、^

3-39ソ フ トウ エ アの発展

テ キ ス ト:第2章 ソ フ トウ ェ ア の 発 展(P.138)の 説 明 に 用 い る。

用 法:オ ーバ レイ法(2枚)。.

留 意 点:こ こでは,初 期 の処 理形 態 で あ る2パ ス方 式 と現在 の処理 形 態 を 対 比

させ,ソ7ト ウ三 ア の発展 の 説明 を行 な う。

まず,1枚 目を 学 習者 に示 して,現 在 の処 理 形 態 では 翻訳 か ら実 行 まで 連

続 し1て計算 機 が行 な う'ことを}1,明 す る。

次 に,2枚 目を オ ーバ レイL'L(,初 期 の2パ ス方 式 では,原 始 プ ロ グラ ム

を 目的 プ ・グ ラム の形 で カ ー ドに打 出 し,そ れを オ ペ レー タ が も う一 度 計 算

機 にかけ て実 行 させ てい た こ とを説 明す る。

そ の あ と,両 者 を対 比 させ て,コ ン ピュー タを よ り効 率 よ く,よ り使 いや

す くす るため に ソ フ トウ ェアの技 術 が 重要 で あ り,今 後 そ の技 術 は さ らに発

展 す る で あろ うこ とを理 解 させ る。
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3-40プ ログ ラ ミ ング ・シ ステ ム の発展

テ キ ス ト:第2章 の ソ フ トウ エ アの 発 展 の プ ロ グ ラ ミ ン グ ・シ ス テ ム の 発 展

(P.138)の 説 明 に 用 い る。 学 習 者 に はP.1'3'8の 図 を 参 照 させ るp

用 法:リ バ ー ス 法 。

留 意 点:ハ ー ドウ エ ア の 機 能 が 発 達 し,コ ン ピ ュ ー タ の 利 用 が 高 度 に な る と,

コ ン ビz－ 夕 を で き るだ け 簡 単 に,か つ 効 果 的 に 使 うた め,ソ7ト ウ エ ア の

進 歩 も著 し い こ と を 説 明 し,そ の あ とで,そ の い く・つ か の 側 面 を 紹 介 す る。

プ ロ グ ラ ミ ン グ ・ シ ス テ ム の発 展 を 明 確 に す る た め に この7ナ イ ル を 用 い る。

ま ず,制 御 プ ロ グ ラ ム につ い て 説 明 し,制 御 プ ロ グ ラ ム の も どで 働 く個 々 の

プ ロ グ ラ ム群 に つ い て ま と め る。 オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム と い う用 語 に

っい て も言 及 す る。 一

な お,IOCSの 機 能 は 制御 プーログ ラムの機 能 の一 つ で あ る こ とを つ け加

え てお くこ と。
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3-4 .IFORTRANの 特 徴

テ キ ス ト:第3章 のFORTRANのFORTRANの 特 徴(P .141)の 説 明 に

用 い'る 。

用 法:リ バ ー ス法 とマ ス キ ン グ法(4枚)。

留意点
.:こ の・ ・イルはジFO卿ANの 特徴 について腰 を理解させ るのに

用 い る。

ゴ枚 目 の マ ス クを と,り,科 学 技術 計算 向 きの 言語 の 開発 が必 要 で あった 当
コ

時 の 状 況を 説 明 し!そ の覆 めFORTRANの 発 達 の歴 史 を説 明 す る と よい。

また;Fo耳TRANは 簡潔 な表現 な ので覚 えや す い こ とや ,数 式 に近 い 表

現可 ⇔ ことを2枚 目3枚 目のマス・を と りなが ら説明す る・

4'枚 目 のマ スクを と り,フ7イ ル処理 や デ ー タの 編 集 な どに は不 便 なの で ,

事務 処 理 に あ ま り向 か ない ことを説 明 す る。 、

その 他,わ が国 で も1967年 にFORTRANのJIS規 格 が制 定 され,

機能 の大 ぎい順 に水 準700b,水 準5000,水 準3000の3段 階 が あ り ,

水 準 の高 い ものは低 い ものを完 全 に含 ん でい るが,そ の逆 は適 用 で きない こ

とを 補 足 説 明 す る。
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3-42.FORTRANプ ログ ラ ムの例

テ キ ス ト 第3章 のFORTRANのFORTRANプ ログ ラム の例(P.141～

P.146')の 説 明 に 用 い る 。' .tt-、

用 法:巧 イ ド 与 ヤ ー ト的 用 法 。1 .J.

留駄 ・こ の7才 砂 で は ・簡 勒 層F・RTRANプ ・グ ・ム の例 に つL・て説明

し・FORTRAN語 の殿 宇 紹 介す る・tt
.-

READ文 やWRITE文, .FORMAT文 に つ い て は,第3.6図(P.・144)

第3.7図(P.144)を 参:照1し て説 明 す る と よい 。

ま'tc,R'EA'b'命 令 な どを実 行文,FORMAT文 を 非 実 行文 と呼 ぶ こ と も

補足 す る。

この フ ォイル につ い て 十分 に理 解 で きた ら,簡 単 な 問題 を 出 して学 習者 に

プロ グラムを組 ませ て み る とよい。

な お,こ の フ ナイ》レの説明 にあた っては,問 題 の 内 容 と流 れ 図 を あ らか じ

め板 書 して お ぎ,そ れ と対比 じなが ら説明 す る ご と。

板 書 は そ の後 のALGOL,PL/1な どの例 題 に もその ま ま活 用 す る こ と。

一326一



●

ー

ユ
ヨ

茎

'妻

ハ

:
!

三

.]

…

」

$
,ζ
…

・…

吉

「
=

、
、
..S

、
三
よ

ら

■
'」・
㌔
膓

5 READ(5,10)

FORMAT

L

(ILEQ

1

(313)

工xJ-K

WRITE(6,15)L

FORMAT

STOP

END

5

工6)

K

.,
1
6

.
,

.

7
～

O
二

、
、'

;

.二
▼
.・.,
「
エ.
.
,

,

ー

ー

ー

・
し

.…

.

・` ψ

;シ

F

川

「
`

,
!

φ

-

o

l

・
'
.̀

ドピ川
ぼ

緩〆ぼ
・法 三÷.

・
}

1

'

A:ジ=ら 」

.ら三 ぎ
.付 二!.

、巳☆ご ・

.≡

7、.-9.、 」

だ 楡竺=.

七L_」t:

二.`・'■マ:×-1

.,鰍 三
≡ 主ごシいコエ'ぶ=豆田三
さぷエ▽ こ
=
〉竺'

苦:憲
.パ;で^.・:>
S、,;.'で'・ こ"主一一:,7で.

ぷτ】∵一 旦

.vふ きξ
・二

巴3宕 瓢・、 一

、

4

　難
…　三　譲
…　　騨難
　三遷

.
叩ご

c

る

、'「
、
ご

、ご

、
'

.

.「

二

.ご

.

㌧

㌻

.

」
も
∵

『
1

1

.
置

、こ

灘
灘

総　　…襟
　三
　甦↑ぷ蕪

蒸
.

.

.『ご

.～㌫

〔

陰

.
い.

丁

、,マ欝

　簗

で

、

W

ー

ー
.
.

'

.誌,欝

欝
驚
鱗

熱

雲

….̂

籔

.蕊

慧
.

'

づ

…、三

・

,

■.■
.、
`

「

F

'

.

、
.

』
.,

ト

.
・
'
・・・
…

」

.
惇

右
ノ・

輻

三∵　二

簗
鑓
硫

ロ

ン
.重書..=

.・

}
..

.二

"∴
∴

.
・

'
　…
二

]

言.二
∵
.ご
㌔

'
・

メ

,

`

二

.

、

'

'

.

.

、

ξ
」へ

・〔
9
、

、タ ⑯

「723一

.

'

・

.

'
・
ご

ウ
ー
、

.も

ヂ

.,

..
ζ

}
'̂
バ

…
-

難
難
　

灘襲

　

'

嚢
無
筆
誕

王難
4

.

苦

恕

'P髪

築
三

懇
灘

、」

ぽ
三
,

.…
…
誉
言
芸
工
難

　　 無
難
羅

…　三

　叢
論
響
.

　難
　嬢

・.奪

≡

≡

,〉'
.

～ピ
三

聖
.・パ÷

蒙

㌻

、⊂…「.T

簾
舞

で

a
.

霧
≡
三
…王

難

　　　　

　　　難

'

.

'

■
.内

-麟
巳

=

≡
.
.

…帖
.
(
毎へ
…

、

●

主、
は

・

叢
言

・

{宗≡

..

う

コ羅
雛

　.、

難翼≡
乙

・

磐
.　

三≡
.庁

　　ニ
　

{=
㌔
}

,蔓

㎡'.

≡

.

.

王難
　

蓮

・　.>」
・

・・
.這

准

.

.

.

騒
〔

難

　⊆
.

蕪
三

三

'ぎ

……}三こ∵
.

、
……

三

.



硲

1

‖

芸
13
窪

経

±
・匂

」

、亀

鰍

ζ

'事
ミ
}

圭

{

⇒:
ξ
,
・ミ

三
(、
{

竃

¶
石

台

、

'
{

-
、、
X

－τ

}

.:

1

,

8
】

・、
～

↑
…

!

,}

』,
'
『

▲
も

#

S

・
ヨ
L

'・'
恥冨

1":
γ9

冒

竃
《
㍉ξ
量
ヨ
i

誓

・
含
=
6

李

ξ

亨
妻

]

工
唱

萎

(
●

・・、

㊤
;
`

Xこ
〕
字

●

5
〔

=己

工

竺
<

　疏遠

ご

ま

ぷ

コぞ　

ま

裁

…
鷲

.纏

三

吉

　
三

三

・、.
三
..7

〉

蕊
、
浄

聴
講
繊燕 　蕊

}

憲螺叢
　騒難

螢 難.灘叢
　

熔;

3-43 .ALGOLの 特 徴

テキ ス ト:第3章 のALGOLのALGOLの 特徴(P.147)の 説 明 に用 い る。

学 習 者 に は第3.10図 と 第3.11図 を 参 照 させ る こ と。

用 法: .リ バ ー ス法。

留 意 点:こ の7オ イル で はttt科 学技 衛 計算 向 き言 語 で あ るFORTRANと 比 較

しな が ら,ALGOLの 特徴 を 浮 き彫 りに して@く 。

ALGOLは,FORTRANよ.り 少 し遅 れ て考案 され,そ の頃 には、FORTR

ANが 実 用 化 され 始め たので 」 地理 的条 件 も手伝 って7メ リカで はALGOL

に対 す る関心 が 低 く,ヨ ー ロ ッパ を 中心 に して発 達 した こ とを 述 べ る。

t'た,ALGOLは ブ ロ ック構 造 に な って お り,.そ の特徴 を第3.10図 と第

3.11図 を参 照 して 説 明す る とよい。

この他 の詳細 な文 法 につい て の比較 は,フ ォイ ル3-44を も とに,適 宜

行 な うよ うにす る。

以 上 の他,わ が国 で も1967'年 にJglS規 格 が 制 定 さ れ,1機 能 の大 きい

順 に水準7000か ら水 準3000ま での5段 階 に 規 定 されて お り,入 出 力

の機 能 に つい ては 水準70か ら水 準30の5段 階 に規定 され てい る こ とを補

足 説 明 す るこ と。
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3-44.ALGOLプ ログ ラ ムの例

テ キ ス ト:第3章 のALGOLのALGOLプ ・グ ラムの 例(P147～Pl49)の

説 明 に用 い る。 .

用 法:ス ラ イ'ド ・チ.ヤ ー ト的 用 法 。 ・・'

留 意 点:こ の ラ ォ ィ ル で は,簡 単 なALGOLプ ロ グ ラ ム の 例 に つ い て 説 明 しな

が ら,ALGOL言 語 の 概 略 を 紹 介 す る。'

こ の フt. .4ノじの プgグ ラ 呑 あ 例 は,フ ォ イ ル3-42.FQRTRANプ ・ グ ,
'

ラムの例 と同 じで あ る。ー

したが って,こ の コー デ ィ ン グ例 にっ いて 説 明 を進 め な が ら,FORTRAN

との相違 点 な どを学 習者 に比較,検 討 を させ る よ うに す る とよい。
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^ふ
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'一
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脅
　選灘
…
　≧謹

・3-45COBOLの 特 徴

テ キ ス ト ・第S章 のCOBOLのCOBOLの 特徴(P・149～P159)の 説 明 願

い6。 学 習 者 には 必 要 に応 じて第3.13図 を参 照 させ る こ と。

用 法:リ バ ーi法 と マ スキ ン グ法(5枚)。

留 意 点:COBOLは,現 在 最 もよ く利 用 さ れて.い る事務 計 算 用 の プ ・グ ラ ミ ン

グ言 語 で あ り,こ の フ ナィ ルを 用い て,COBOLの 利点 と問 題点 を 浮 き彫 り

にす る。 ・

特 徴 の第'1は,事 務 計 算向 きで あ る こ と。 第2に,英 語 の 表現 法 に近 い形

で処理 手順 を 記述 す る こ とがで きる こ と,

第3に,各 項 目を わか りや す い名称 で 定義 で きる の で,完 成 し・た プ ロ グ ラ

ムの 改 訂 が簡 単 に で き る こ と。

第4に 事務 計算 向 きの プ ログ ラ ミング言語 で あ る ためt-7ア イ ル処 理 や デ

ー タの編 集 に向い て い る こ とな どの 利点 を 説明 す る。

一 方 ,問 題 点 と し『ては 英 語 的表 現 で あ るこ とか ら表 現 形 式が 冗 長 に な る こ

とを述 べ る。

そ の他,第3.13図 を参 照 してCOBOLは 四つ の部 に分 かれ てい る ことを

説明 す る。

一332一



4
、

、

で

F

.

,

.

ぶ

盤
,誉
だ漿
巴馨
註
…懇
懇
工
霧

一縫
羅
羅
鰯
才羅
縣
≡
暴
騰
　織
工ェ…違
　.⊇
ご黙
叢
叢
猟羅
灘譲
三灘
…ご
鞍

三
…繁
≡
帰「㌻
三
≡
　灘
〔≡
三
∴
三
階一三
三
階
鱗
工籔
露
〔巌
…言
一'

・

.

一
式
、こ

:
藷

⊃
謬
一」は
迂

バ

….㌔
パ
☆

パパ
詫

ゆ
↓
↑.O山
王

鵬

丁
:
川
弓

∵
…

、
　

エ

ロケ

ベ

ロ

コ

ココ
　

F
』『
.
-,
』.

『『
4.塵
境:

・
』」

;

」
`

=

…

`

.

.

W

.
、

・

.

「

.

-

.

「.

』

『』,.
.・
・

.̂
'

.・

.

..

..
『『.』『』
』.
「

『'
.,」
・『

'」
「

介「
.、

　ら

　

ラシ

削

..,
.
・

」
・=

・「:

・
8
こ

、i

・
.ば

":

↓・

●
.

.

.

.

.

「 二 ☆ヘ ミ.

・ 望

口.㊨ 」.〉
.二'

ξ一ユ 三王

ピ、,'tt't .,.」.≠"

－t.∪ ・-J、 ・'j

麗…1'

講 」 吉野
一 、

∀ 叩 一^'●.
.・'∠A'、
ト シ 　 ヂ ロ

ト_.二 卓.「.'-'

(=ご.

戸 一二 、"「

ジ.'≒ ㌦ ノ
,"㌻ もて.「

"..tr「 ∴

」
.A、..「
、.=±`
P..,」 イ,

こ 『:」 ≡

ヒ=∵二 吉.

ご二 一 さ
.P'A二
.ノ.'・'プ.富人.
."

り!.ζ'
A・, .

o..

ご:.:
.'...

A.

、.'.貼.
kr「

受 ・
輪 、'・

庁 .べ

強
熱=「...

 

-
.

汽 冶
.'.爆 ・

,.
..、'.F
LFぞ^t・.こ⊆;:

呼

簗 緊 ジ
'i三 冬 乏

.・三く妄 、

一 ・≡ ≧廷 』i

－ 品`■_一.コ の　コ　ニず 　べ

皇i詩 宗迂
"こ:、貿た==='"昔 ・・

㌔ ・窺'己"'「 一=㌃・‥'・=㌦ ・}フ,二ここ.L

糞難 聴慰蕊 ミ『
難籔認言驚:
.こ 、".∴ こ三."ゴ 、'、ぼ ご三 ∴1.こ..

.`.'、x、 ■●.●.9・'・1...」
」 ・■FL〆 」...r、'.A吟...ヨ ド 　 ヒ　 し

.こ."二 ご「 ・':二".Ψ 亡い

wF「{.⊇ ■「'.".・

コへ 　

;:'"""一".㌔ ド.二一 ・●r,7..〔 ・.r、 ・二

・..γP-T.."一 〉'・

.P、..

'一'.'三 皇 ご二 層

 

'

'

.

「

「

馳
.

」

」

.

.

.

・

「

」

」

「

9

/

W

英語的
表 現事務計算

向 さ

保守や変更

が容易
COBOL

 

`

「1

■

＼

 

.

＼

形式か

冗r長

ファイル処理

デLタの編 集

、 向 き ・ノ
r.、.

」

、

.

ー
ゾ3
7.z
…

…

…

':

ー

…

・ー

:

…

ー

ー

ー

i

…

…

'●

、:

-
ー

・…

三

…

…

肩…

ミ

…

:
"…

=…

馳:
.

.

.
'

・

1

」

「

1

7「

7

・,
.,

■
」ρ,

」L」
「1

・

F.
,・

・

.

.-、,
.
』
竃
,9
ム.・・.
、
●
`

.

..■
」
「一
・'」「
.ち..

.
」

7

、
」,
.

,P
「
'.
●
.T
■■
層

,

「

,

.
,
,..-
δ

"

●「.'
、

1

,'

も

「
・

.
1

,.

.

「

・

,

.

.

.

.

'

「

」

'

¶

'

.,炉
FF』

『
ム
「
一

一

`

φ

.ー

.
'
「プ
.「'
「
i

F
.

・■

rF

σ
・}

.,

,

'

亀

、

.

'

・

一333-'

 

.

.

・

.

1

㎡

繊
嚢
籍
雑曇
　"≡
鞭

.

,

・

{、'一

ぞぜ子w〔
r痛 重元‥ {・輪ご

三=ぷ
一
←'、.

♂

葺～㌧

灘
雑
嚢
∵

噺
エ,身=卓 、.

こ認==▽
常 ζ詫.
.e.■L_・

「.一 一

ご)=
・.・♪
」.「
一 一 一

..、 ・'7t'

一鍵
嚥
三

.

9

.

.
『

「

7..

.
,二
;

き

●
,・・̀

●

∴

■
〉

.
'

」

「
チ

・

傷■
一

..

・.'
.

.
、
」
吟'・

{

」

``.
,=〔

;一

^ぐ ・..

蕊懇総 藻懸 馨
懇叢i糞 誓
難蕪i馨霧誉響糞

 

P

羅
三

≡
・、こ

、
詰
羅

.礫 岬.w・ 繋 鷲 ミ

轟1・叢蕪 獲
ぶ=巽=⊇.こ=一 ⇒ π

糞藻 革嚢難竃

 

縫
5
チ≡
㌻

パェ
三

無灘
…鑓
蕊
工.

≡
]滞
ご
=

≡
翌
巳
'=
.
.

「　一

『

苦

』}獲

建

懸
ぽ
.三

熱
雛
欝

'

綾羅墾
妄ii三≡ 萢芝墨

字=i=て 三六 一,二1.☆ ふ.ク
ー.'「A

満 で 緯萢『三'=こ'
託 ≡≡ 短 言ピ鎌

一牛 こ=i'4.c .「r

,.#こ=`,'."■ 「"

'
≡

^

攣

"..饗

♂
諜
縫
　　

1



灘…議糞

藷

:♂

●、'

ー

…

}
ー

ー

ζ
ー
…

1
ー
ー

…

‖

曇
日
‖

‥ー

‖

華
|

"≧

,
…

妻

き

ー

(三

4
㌔
'し
三
き
三
尊

き

≡

星
董
峯
ξ

.

【
t

t

か

2

¶
'

畠
'

真4

慧

.

連
載
○
竺
治
態

1

!

三

▲

2乏

蓑
璽

蓼

否
‖

15
§

芸
‖

§

ロ
5

ー

:
ー
ー
ー

1
」～
!
…
'
～
>1

…

」
t
`
E
I
`
…
}

`
9
{

!

`
8
1

、～

↑"

口
"量

、≡

勢
酌習

帝
ま
許劃
姦

論

ピ

.

、

.

H|

お§
ー

v

亨

『.

諸
差
三
三
三縢

三
三
鷲

譲三瀬i≧叢ii嚢議i蟻 譲嚢嚢 嚢謀議i議嚢鑑

識 ←≡ 謹 蕊 窪 窪 鑛 塔 ≡蝋 →^ ,室':!le4轍 ←
み パ オき の

一 議's・';t"・`

"じ蝋'k・ 」・ 』'撫 ・==
声言y、・ こ・∵"二

・:慕

3-46.COBOLプ ログ ラムの例

テ キ ス ト:第3章 のCOBOLのCOBOLプ ロ グ ラ ム の 例(P.150～P.156)の

説 明 願 、'る ・.,.

用 法:ス ライ ド ・チ ャー ト的用 法○,・ 一

留 意 点:こ の フ ォ イル では,簡 単 なCOBOLプ ・グ ラ4の 例 につ いそ 説 明 しな

が ら ・cO旦9垣 語 の概 略 を紹 介す .る:・

こρ7細 越,甦r部 の璽 手頃 るのて・他砿 都邑三いては

板鍬 どで縦 し樋 明 亮r≧ ☆ の例…7ナ ・ル3-42と ・一 ・4

で用い納 容・剛 ものをCgBσL言 語で表現 したM亘 る・説明の途中

あ るいは ま とめ の どぎに フ ォイル3-45で 示 した特 徴 磁 当商 もの が

あれ ば,適 宜 指摘 して ゆ く,とよい。'一.

また,FORTRANやALGOL言 語 の例 と も比 較 して,そ の特 徴 を明 確 に

す る よ うにす る こ と も必要 で あ る。

COBOLは,一 般 に 最 もよ'く利用'され てt・る プ ロ グラ ミ ング言語 で あ るの

で,十 分 に 学 習者 に理 解 させ る こと。

な お,FORTRANやALGOLプ ログ ラムの例 と合 わせ るた め に,READ

命 令 の終 りの判 断 を使 わず に,IF文 で 入力 デ ータ が終 りか ど うか の判 定 を

してい る こ とを補 足 す る こ と。

、
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3.-47PL/1の 特 徴

テ キ ス ト 第3章 のPL/1のPI./1の 特 徴(P.156～P1 ,59)の 説 明 に 用 い る。

用 法 ・リバ ー 禄 とマ スキ 沙 法(・微):

留意 点1:こ の フォ イル では,他 の プログ ラ ミ ン グ言語 と比較 してPL/1に は

どの よ うな特 徴 炉 あ るか説 明 す るの に用 い る。・

汎 用性 につ い ては,コ ン ビ三ータ の適 用分 野 が広 がっ た た め,高 性能 なハ

ー ドウエ ア の機能 が使 い こなせ ,あ らゆ るデ ー タ処 理 の分 野 に向 く,高 水 準

の言 語 が必 要 とされ る よ うにな らた こ とを補 足す る。

積 木 方 式 に つ い ては,PL/1の 設 計 思 想 の二 つ と して,積 木 の よ うに必 要

に応 じて必 要 な機 能 を積 み 重 ね てゆ くこ とので き る積 木 方 式が採 用 され て い

る。1した が って,あ る問題 の プ ログラ ミングをす る には ○そ れ に関 係 す る部

分 だ けを 知 っ てい れ ば こ と足 りる こ とな どを 説 明 す る。

書 きや す さに つ いて は,コ ー ディ ングな どを 例 示 して説 明 す る と よい。
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.3-48PL/1プ ロ グ ラ ム の 例

テ キ ス ト:第3章 のPL/1のPL/1プ ログ ラム の例(p.159)の 説 明 に

.用 い る。 学 習 者 に ほ ○第3.・1表 と第3.2表 を 必 要 に.応 じ て 参 照'さ せ る こ と。

用 法:ス ラ イ ド ・チ ャー ト的 用 法。

留 意点 ・このフ・・ルでは・簡勒PL/1プ ・グ・⑭ 例 に,?い て説明 しな

がら・Pレ1言 動 綱 を緬 をすみ'□
.

この ・一 デ ィ ン グ例 につ い て説 明を 進 めな カ～ら・'PL/1はFORTRAN・

COBOL,ALGOLな どの特徴 を がお 備 えてい る こ とを,適 宜 板 書な どで 補

,足 して 説明 す る こ と。' .

な お ・F・RTR餌ALG・L・ プ ・ij ...Aの 例 ・合 わ せ る た め に ∫IF文

で 入 力 デ ー タ が 終 りか ど うか の 判 定)Sti
.Pて..y・る こ とを 補 足 す る こ と。
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3-49・RPGの 特 徴

テ キ ス1ト 第3章 のRPGのRPGの 特徴(R159～R160)の 説 明に用 い る。

学 習 者 には 必 要 に応 じて第325・ 図か ら第3.31図 を 参照 させ る こ と。

用 法:リ バ ー ス法 。

龍 点1・RPGの 特徴 として・報鵠 の作成を少 ない時間 ・勤 でで きる ・ う

に開発 され て い る こ とを,こ の7芽 イル で説 明 す る。
'

)

また,RP・G .は他 の言語 と異 な り,'ジ ェネ レータ に よ り目的 プログ ラム が

生 成さ れ る こ とを説 明す る。.、

さ1らに ・RPGが 他 の プロ グラ ミン グ言語声 量 も大 きく相違 す る点 は ・ あ

らか'じめ項 目が印 刷 き れた仕 様 書を 使用 し,・必 要 な情 報 をパ ラメ ー タ の形 で

記 入す る こ とを強 調 す る こど。
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3-50RPGプ ログ ラム の例

盤 渓 襯 講 蘂灘 ・・…'一'

茎 .・

テ キ ス ト:第3章 のRPGのRPGプ ロ グ ラ ム の 例(P159～Pl62)の 説 明

に用 い る。 学 習者 には 必要 に応 じて第3.25図 か ら第3.31図 を参 照 させ る

こ と。

用 法:ス ラ イ ド ・チ ャー ト的 用 法 。,二
..ジ ㌦ 一

留 意 点:こ の フ ナ ィ ル は,RPGの 仕 様 書 の うち 演 算 仕 様 書 の 部 分 だ け を 示 し

た もの で ある。 ..、 一・二.

この フ ォイ ルで 示 して い ない他 の仕様 書 に つい て も,板 書 な どで 補足 説 明

し,そ れ ぞ れ の仕 様 書 の特 性 ・関 連性 を 十分 に理 解 さ せ るこ と。

7ア イル仕 様 書 は,処 理 に必 要 なす べて の フ ァイル を示 すた め に用 い,入

力 仕 様 書 は,入 力 フ ァイ ノレの じ コ ー ドに つ い て の'記 述 と,レ コー ド内 の 項 目

につ い ての 記述 の 二 つの部 分 に分 かれ てい る こ とな どを 説 明す る。 演 算 仕様

書 は演 算 処理 につ い て の記述 で あ り,出 力仕 様 書 は,出 力7ア イル の仕 様 を

記述 す るこ とを 説 明 す る。・・ 一一

この7オ イル で 示 してい るの は,こ れ まで 他 の 言語 の 例 の 説 明 に用い た 内

容 の演 算処 理 の 部 分,つ ま り,1×J-K=Lの 計算 を 行 な っ てい る。 これ

を も とに他 の言 語 の場合 の演 算処 理 の 指定 と比 較 しな が ら説 明 す る こ と。

一342一
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4.コ ン ピ ュ ー タ の 利 用 .
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4-1シ ス テム の概 念

る 爵 ミベ で≡ ∴二三'1;

藻 ε議…蘂 三惑.

嚢 滅

テ キ ス ト:第1章 の シ ステ ム設 計の 前提 とな るべ き,シ ステ ムの概 念把 握(P.

165)の 説 靴 用 い る○
、

用 法:オ ーバ レイ法(2枚)。1枚 目で シ ステムの概 念,2枚 目で シ ステ ムの 階

層 性 を 例 を上 げ て説 明 してい る。

留 意 点:シ ステ ム設 計 の 講 義 を助 け るた め に システ ムの概 念 を,図 を示 しな が

ら,① 全 体 か ら部分 を 見 る と～＼う考 え方 が ら発生 したも の で.ある こ と② シス

テ ムには 多 くの要素 が 含 まれ てい て③ そ れ らは お互 い に関連 を 持 っ て共 通 の

目的 を 達成 す る よ うに作 用 しい るこ とな どに注 意 して説 明 す る。

次 に,複 雑 な シ ステ ムは サ ブ システ ムで構 成 され,そ のサ ブ シ ステ ムは そ

れ 自身 が また サ ブ シ ステム を持 つ。 これ を シ ステ ムの階 層性 と呼 ぶ が,各 階

層 に よっ て価 値判 断 の基 準 が変 わ るこ とを図 の 例 で説 明 す る。(P.165の

ね らい を参 照 す る こ と)
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4-2シ ス テ ム分 析 の手 順 ・

テ キス ト:第1章 の シ ステ ム設計 の手順 の うち,シ ステ ム分 析 の手順 の説 明

(P.167)に 用Lkる 。 学 習 者 にはP.167の 図 を 参 照 さ せ る二

用法:リ バ ー ス法 とマ ス キ ング法(3枚)。

留 意 点:シ ステ ム分 析 のため の準 備 とは ど うい うこ とを す るの か を1枚 目、を 示

しな が ら,で き るだ け具体 的 なね らい を 定 め たほ うが作 業 が 容易 にな る こ と

な どを 説 明 す る。'また シ ステム検討 の範 囲 とは,何 を意 味 す るかを 説 明 し,

≡糠
妾i鷲

⊆治 ぽ 脚 ス'ミ苛 察 篭 …譲

シ ステ ムの 目的,影 響 を受 け る範 囲な ど につ い て補 足 す る。 次 に2枚 目を 示

し,現 行 シ ステ ムの理解 か ら,新 しい シ ステ ムの要件 を 明確 に す るまで を 説

明 す る。 最 後 に3枚 目を示 し,シ ステ ム の設 計 か ら完成 まで を 説 明し,も う

一度 全 体 の手順 を復 習 す る
。
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4e3シ ス テ ムの 例

テ キ ス ト:・第1章 の シ ス テ ム 設 計 の 手 順 の うち,シ ス テ ム の 外 わ く(P .168)

の説 明 に用 い る。 学 習者 に は第1.1図 を参 照 きぜ る。

涜職

用 法:オ ー バ レイ法(2枚)。1枚 目で,事 業 モ デル の構 造 ,2枚 目 で情 報や

資金 の流 れ を 矢印 を 使 っ て説 明 してい る。'

留 意点:シ ステ ムの 外 わ くを 説 明 す るため に 単純 化 され た企 業 活 動 の図 を示 し ,

構 造 と して何 が必 要 で あるか を特 に入力,出 力,∫資源 とい う観 点 か ら説明 す

る。

地 図 の髄 を持 つ事業 モデルの中でパ 吉報 と資金 の流れが ・供緒 から

需 要 者 まで どの よ うた流 れ て い くかを 考 え させ,説 明 させ る。 意 見 の ま とま

りを み た とこ ろで2枚 目を オ ーバ レイ し解答 を示 す とと もに 事業 運 営 のた め

の情 報 に つい て補 足 説 明 を す る。
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4-4新 シス テムの 設 計手 順

亀

テ キ ス ト:第1章 の シ ス テ ム 設 計 の 手 順(P .170・)の うち,新 シ ス テ ム の 設

.計 手 順 と シ ステ ム ズ ・エ ン ジ ニ ア,プ ロ グ ラマ,コ ー ダ の作 業 分 担 の 説 明 に

'用
い る。'学習 者 には 第L2図 を参 照 す る。

用 法:オ ー バ レイ法(2枚)。1枚 目で現 状分 析 か ら シ ステ ムの 完成 まで の 手

順 を,2枚 目で シ ステ ムズ ・エ ン ジニ ア,プ ログ ラマ,コ ー ダの作 業 分 担 を

説 明 してい る。,.1

留 意 点:新 シ ステ ムを 設 計す る手順 を,シ ステ ム分 析,シ ステ ム 設 計 ,プ ロ グ

ラ ミン グの 三 つに分 割 し各 々 の作 業 内容 を 図を示 しな が ら説 明 す る。 特 に シ

ステ ム設 計 の作 業 内 容 に焦 点 を合 わ せ
,帳 票 の設 計,コ ー ドの設 計,シ ス テ

ム流 れ 図 の作成,フ ァイル の仕様 の決 定 ,シ ステ ムの仕 様 書 の ま とめ,な ど

の作 業 が あ る こ とを 説 明 す る。

次 に,2枚 目 を オ ー バ レイ し,各 要 員の作 業分 担 を説 明 す る。
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4-5コ ー ド作 成 の手 順

テ キ ス ト:第1章 の コ ー ド設 計 の うち,コ ー ドを 作 成 す る手 順(P171--P .175)

の概 要説 明 に用 い る。

用 法:ナ ー パ レイ法(3枚)。1枚 目で デー タの 体 系 化,2枚 目,3枚 目で コ

ー ド作成 の手順 を 説明 す るの に用 い る
。

留 意 点:本 説 明 に 入 る前 に,コ ー ドの意味(利 点,欠 点)を 説 明 し,ど の様 な

物 を コー ド化 す る と よい か を理 解 させ る。'

次 に 図 を示 し,デ ー タの体 系 化 の必要 性 及 び 方 法 を説 明 す る。

2枚 の 図を オ ー バ レイさ せた 時点 で,コ ー ド作成 を誤 まった場 合 の 問題 点

を説 明 し,コ ー ド作成 の手 順 と して最初 に デー タ の体 系 化 を行 な う事 を,工

く理 解 させ る。

'
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4-6コ ー ドの 種 類(1)

萎
　　慧

』二

『
　
.

・

∵7̂「三

「
エ
叢叢

テ キ ス ト:第1章 の コ ー ド設 計 の うち,コ ー ドの 種 類 と用 法(P172～-P.175)

の説 明 に用 い る。 学 習 者 には第1.1表 お よび第1.2表 を 参 照 させ る。

用 法 オ ー バ レ イ法(2枚)。1枚 目 で 順 番 コー ド,2枚 目 で 区 分 コ ー ド,2

枚 を重 ね て両 コー ドの 比較 を説 明 す るの に用い る。

留 意 点:1枚 目 を示 し,順 番 コー ドを 説 明 す る。 次 に1枚 目を と り,2枚 目を

示 し区分 コー ドを説 明 す る。 最 後 に2枚 を示 し,両 方を 比較 しなが ら説 明 す,.

る。

また,こ の時 点 で,シ ステ ムの 拡張 な どが発 生 した場 合 の事 を 説 明 し,コ

ご ドの種 類 の決 定 には ,'シ ステ ム全体 を 考 慮 して おか な ≦ては な らない 事 を

よ く理 解 させ る。
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順番コードのイ列
一・.

コ ード
.一`

市区町村

201
202

203

『

札幌市

函館 市

小樽 市

①

●

順番コードの1列

コ ード
.3`

市 区町村

201

202

、203.

一

札 幌 市

函 館 市

、小 樽 市 ・'

区分コードの例

!

－

A 0000～0200 G 1401～1500
B 0201～0300 H 1501～2300
C 0301～ 〔ン100 1 2301～3000

②
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4-7コ ー ドの 種 類(2)

テ キ ス ト:第1章 の コー ド設 計 の うち コ ー ドの 種 類 と用 法(P.173～175)の

t
説 明 に用 い る。 学 習者 には第1.3表 お よび第1.4表 を 参 照 させ る。

用 法 オ ー バ レイ 法(3枚)。1枚 目,2枚 目 を 用 い てjけ た別 コ ー ド,3枚

目 を 用 い て).表 意 コ ー ド,'3枚 重 ね て 両 コー ドの 比 較 を 説 明 す る の に 用 い る。

留 意 点:ま ず1.枚 目を示 し,け た別 コー ドについ て 考 え させ る。 次 に2枚 目 を

示 し コー ドの 構 造 を 説 明 す る。 次 に 表 意'=一 、ドの 例 を.3枚 目 で 示 し『,∫同 様 に

何 を 意 味 して い るかを 考 え させ る。 最 後 に解答 を 説 明 し,け た別 コー ドと表

意 コー ドの違 いを 認 識 させ る。
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けた別コードのイ列

科 目

現 金
一般現金

預 金

定期預金

コ ー ド

Ol100

01110

01200

01240

定期積金01242

けた別 コードの例

科 目

現 金
一般現金

預 金

.定期預金

定期積金01242

議
球
㎝
㎝

り
乙

に
∪

電

2

コ ー ド

OllOOQ1242

01110」-w9

8鶴1類 纂

13000

13020

13250
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けた別 コードのイ列

科 ・目

現 金
一般現金

預 金

定期預金

コ ー ド
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01110
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01240

定期積金01242
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4-8コ ー ド変 換 の 誤 り検 査

テ キ ス ト:第1章 の コ ー ド設 計(P.175)の うち,コ ー ド変 換 の 誤'り 検 査 の

説 明 に 用 い る。

用 法 ・ リ・ミ弓 法 とマ ・ キ ン グ(
.2枚)・

留 意 点:ま ず コー ド変 換 の誤 りが,ど の よ うな原因 で発 生 す るかを 説 明 し,誤

った デ ー タを処 理 す る ことに よって起 きる問題 と誤 り検 査 の 必 要性 を認 識 さ

せ る。 、

次 に2枚 目 を示 し,誤 り検査 の方 法 の種 類 を 上げ,各 方法 の特徴 を 説 明す

る。 層,.
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4-9検 査 数 字 の作 り方

テ キ ス ト:第1章 の コ ー ド設 計 の うち,検 査 数 字 を 使 う方 法(P .174～175)

の 説 明 に用 い る。'

用 法:マ スキ ン グ法(3枚)。 全体 で3枚 構 成 とな って お り ,順 々に と りさ り

計算 過程 を説 明 す るの に用 い る。

留 意 点:デ ー タを コー ド化 す る過程 を板 書 しなが ら,エ ラ ーの発生 す る個所 を

考 え させ る。 更 に,そ れを 防 ぐ方法 お よび,エ ラー の検 出 方法 を検 討 す る。 .

そ の,一 つ の 方 法 として検 査 数字 の作 り方 を順 を追 っ て説 明 す る。

次 に,そ の他 の検 査 方 法 を板 書 し,説 明 しな が ら,検 査 どい う過程 の 重要

性 及 び適 切 な検 査 方 法 を認 識 させ る。 ジ
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検査数字

匿]回回回
× × × ×

口回[コ回

[8]十[一4]十5十1十8=26

30一 圃=4
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4-10,フ ァ イル設 計 のた めの 作業

テ キ ス ト:第1章 の フ ァイル 設計 の うち,フ ァイル 設 計 の ため の作 業(P176)

の説 明 ピ用 い る。 学習 者 には 第L5図 を参 照 させ る。

用 法:才`一 一:レイ法(2枚)。1枚 目で フ ァイル と レコー ドと項 目の関 係 を具

体 的 な例 で 説 明 し,2枚 目 で フ ァイル設 計 の ため の作 業 の種 類 を 説 明 して い

る。

ロ

留 意 点:.1枚 目 を 示 し,フ ァ,4ル と レb－ ドと項 目め 関 係 を 具体 的:な例 で説 明

し,コ ソ ビ ュ ー三夕 処 理 で 扱 わ れ る 一 つ の ま と ま っ た 単 位 が レ コー ドで あ る こ

とを 理 解 させ る 。'

次 に板 書 し な が ら、 フ ァ イル を 集 合 概 念 で と ら え,フ ァ イ ル,レ コ ー ド,

項 目 と な る こ と を 説 明 す る。

最 後 に,2枚 目 を オ ー バ レイ し,フ ァ イ ル 設 計 と は,フ ァ イ ル 全 体 の 設 計,

レ コ ー ドの 設 計,項 目 の 設 計 の 作 業 が 必 要 で あ る こ とを 理 解 さ せ る。
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'ワァイル設計のための作業

① 取引先基本ファイル,

銚 裂

ワァイル設計のための作業

① 取引先基本ファイル

取
引
先
名

取
引
先
番
号

3項 目

② レコード(取引先カード)

① ファイル全体の設計

② レコードの設計

③ 項目の設計
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4-ll印 刷す る際 のデ ー タの編 集

._.亀

村断

テ キ ス ト ・第1章 の ・ ・イ ・レ設 計 の うち印 届け る際 の デ ー タの徽(P・181)

につ い て 説明 す る。'

用法:リ/ミ ー ス法 とマ スキ ン グ法(3枚)。 紙 カー ドに せん孔 さ れ た デ ー タ を

印 刷 す る場 合 に お け る編 集 の 重要 性 を説明 す る 。

留 意 点:印 刷 す る際 の編 集 の 重要性 に つい て説 明 し,紙 カ ー ドに せ ん孔 され た

デ ー タを どの よ うに編 集 した ら,読 」}・や す くな るか を考 え さ1せる?1

フ ナイ ルを 示 し,そ の 具体 例 を説 明 す ると と もに,浮 動編 集 記 号 を使 う意

味 や,一 般 的 な融 処 理 と して どの よ うな ものが あ るか を ・醒 しな が ら説

明 す る。
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4-12紙 カ ー ド設計 手1順

テ キ ス ト:第1章 の フ ァ イ ル 設 計 の カ ー ド設 計(P.181～p184)の 説 明 に 用

い る。 学 習 者 に は第Li2図 か ら第1.14図 を参 照 させ る こ と。

用 法:リ バ ー ス法。

留 意 点:テ キ ス'トで は,取 引 カー ドを 中心 に説明 して い るとい うこ とを 留 意 し

なけ れ ば な らない 。 そ れ をふ まえ てそ れ ぞれ につ い て の 考慮 す べ き要 点 を 説

明 す る。

な お 学 習者 に は,テ キ ス トに示 され てい るそれ ぞ れ の手順 に つ い ての 留意

点 と,第1.12図,第1.13図,第1.14図 を対 応 させ考 え させ る よ う指導

す る よ うに努 め る こ と。
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4-13原 書 類設 計 のポ イ ン ト

テ キ ス ト:第1章 の フ ァイル 設計 の うち,原 書類 の設 計(P.184`-P.185)の

説 明 に用 い る。 学 習 者 には第1.15図 を参 照 させ る こ と。

用 法:リ バ ー ス法

留 意 点:カ ー ド設 計 に も とず い て,原 書類(伝 票)が 設 計 され る こ とを説 明 す

る。 次 に 原 書類 を説 明 す る際 に 考慮 すぺ きポ イ ン トを フ ナィ ル を示 しな が ら

説 明 す る。

説 明は 具 体 的 な例 を あげ,で きれば 実際 の伝 票 と紙 カー ドを 提 示 した り,

第1.15図 を 利用 させ る こと。

また原 書 類 の紛 失 を防 ぐため に,持 運 び や 保管 には 総 括 表 を つ け,束(・ ミ

ッチ)と して 扱 うよ うに す るとい うこ とを補 足 説明 す る。
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1.記載順序とせん孔順序との一致

2せ ん孔箇所の明確化

3色 、題字などの工夫

4紙 カードと原書類との対応づけ

5.最 少限の記入量
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4-「4'磁 気 テ ー プ ・ラ ベ ル

テ キ ス ト:第1章 シ ステ ム設 計 の磁 気 テ ー プの ラベ ル(P.185)の 説 明 に用

い る。 学 習者 には 第1.16図 を 参照 させ る こと。

用法:オ ーバ レイ法(3枚)。 磁 気 テー プの ラベ ル が処理 され てい く様 子を 説 明

明 す る。

留意 点:1枚 目で は,ボ リュLム 見出 しラベ ル,2枚 目 では,フ ァイ ル 見 出 し

ラベ ル,.3枚 目 で は,フ ァイ ル 終 わ り ラベ ル の 役 割 り、を 説 明 ず る。

図 では,ラ ベ ル の入 出力 の処理 過程 が描 かれ てい る(入 カー 上側,出 カ ー

下 側)の で,ラ ペ ル が どの よ うに処 理 され るかを 補 足 説明 し,ラ ベ ルの意 味

とい うものを よ く理 解 さぜ る。 また,ボ リ ューム 見 出 しラペ ルの 出力 の 処理 『

につ い ては,疑 問 を 持 つ学 習者 が い ると思 われ るの で,ボ リュー ム見出 しラ

ペ ル は,あ らか じめ作 成 す るル ーチ ンが あ る ことを説 明 して お く。'
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磁 気チーフ。・ラベル(D

ボリュ「ム

見出しラペル

通し番号

利用条件

麻織 名

刺 ユ止

しラベル

磁 気チーフ.うベル ω

ボリュニム ファfJレ

見出しラペル 見出じうベル

通し番号

利用条件

所有舐 名

ファイル名

順序番号

作成日付
満・ア日付
レコード形式

ボリュ「ム ファイノレ

見出しラベル 見出じラベル

ファイ1レ

勘 りラベル

ファイル

見出しラベル

と同形式

ファイ1レ

紬 リラペル

磁 気テー7e・ラベル(D

ボリュ「ム ファWレ

見出しラペル 見出しラベル

通し番号

利用条件

所緒氏名

ファイル名

順序番号

作成日付
満ア日付
レ}ド形式

ボリューム ファカレ

見出しラベル 見出じラ～レ
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4-15マ ル チ フ ァ イ ル ・ボ リ ュ ー ム と マJ・ チ ・fCUユ ー ム'77イ ル

テキ ス ト:第1章 シ ステ ム設 計の磁 気 テー プ ・ラベ ル(P.186)の 説明 に用

い る。 学 習者 には 第L16図 を 参照 させ るこ と。

用法:オ ーバ レイ法(2枚)

留 意 点 ・最初 に'ボ リゴ ム と・ ・イ ルの違 い 描 明 い そ れを理 解 させ る の

に 用 い る。

'

、i枚 目 で ぽx.一 つ の 磁 気 テrブ の 中 に,.入 金 台 帳,.e.:在庫 台 帳 の 二?り7ア'.

イ ル が 入 っ て い る。 この よ うな ボ リ ュ ー ムを マ ル チ フ ァ イ ル:・ ボ リ ュ ー ム と

呼 ぶ こ と を 説 明 し,そ の 時 の ラベ ル は,ど の よ うに な っ て い る か を 第1・16

図 で 説 明 す る。2枚 目 の 図 を オ ー バ レイ し,同 様 の 方 法 で マ ル チ ボ リ=一 一ム・

フ ァ イ ル に つ い て 説 明 す る。

次 に2枚 の 図 を 比 較 しな が ら,マ.ル チ ボ リ ュー ム ・フ ァ イ ル,マ ル チ フ ァ

イ ル'ボ リ ュ ー ム,シ ン グ ル ボ リ ュ ー ム ・7ア イ ル な ど の 特 色 を 補 足 説 明 す

る。

一374一



'.

「

.

㎡

9
～.

.　

蓮

三

議

.

.

,

.】

」∨

溜 ・

』遮－PtaJ"o

、

〔

.

.

、

、

否

も

,

.

、

.

'

「

,

艦1二 亭 コ ≡:バ}A㌔ －A ,-・

r}乙 ㍗,L二'一`,._
=念=言 責.、 、=」一.
一ワー.'一 一'一÷-"一ー一
,L・ 一.』 ・7
・.'撲.了・・ち'.'㌻";－

t-・,L.'

 

.

.

.

ー

,
`

.

r
.

.

.
$
・.9
「.
、

・
・

層

●

　

「窯

・三

.

.
一

・

思

い‥
.三

」=つ 二 ・ 、.

≒苧 ⊆'鷲 ミ
▲.t.t r'tr■ ～一 ∀ ・.～ 亀・'.

 

.

,

.

」

.

■

ボリューム

・ 入金 台帳

=十

在庫 台帳

1レチファイ

入金

碑

.

1

・
(

1

・

,

診

ボ リュー」

.入 金 ・

=十

在庫1

アイル

帳

ム

台

リューム ・ワ

②

二～ルチファイル ・

入金

櫨

・
・

==

・

マル帝

権

檬
.

.

十

」

・

'
.

一一375 一
.

.

.

・

「

■

,

.

灘
「.工 ∴二rl:..・.,ご'∴.㌻':≡=f:t:■f、."=

't ・一－t

-Vー 二'

譜≡蔑
告=三 一雫 τ"・7・.
.ドW--t$・ ■●.一'一.

ご

ゴ

ロ

コ

　

　

・
ト
=
一・
二

 
.
、

「
・∵

『

〔

r

・

二

.、

」

「.

.

㌔

・

・
二

こ

ー

%
.

一

〆

.

「

.

〔
㌔

ご

∴

S

.

二

.蒙

　　　
ぐ

.

茎

、一

、

{

'

=工 ∵ 一
－t1ト'一 一
≒ ・'.'{
、●L^㎡ ×

一 Σ嶋

、 、⇒ ▼ 入

王

.
∴
・

●

」

●

灘
ン齢`,
ha--、
・入「、 二 、一、
=一'一 」三
ば"i「Lt

ざ ㍉一
「

～'

工=

〔.

 

P

・



藝

が竃

|

,-Mvご ■≒ へ ・司一." 難縫灘雛 .
鮫

・
⊇

.一

.

六
.

-㌻
≡

難
…=
灘
〔.≡
一
言蒸篭,、

…≡蕊　試=・
　　⊇議

編
　
　　…嚢

ヤ
　
,蓑宝

ブ,

4-16レ コ ー ドの 長 さ とプ ロ ツ ク化

テ キ ス ト:第1章 シ ステ ム 設 計 の レ コー ドの 長 さ と ブ ロ ック 化(P.186～187)

の 説 明 に 用 い る。

用 法:オ ーL.tレ イ 法(3枚)。

留 意 点:1枚 目の 図 を用 い て,ブ ロ ック化 を行 な うこ とに よっ て,テ ー プが経

済 的 に用 い られ る こ とを 説 明 す る。 次 に ブロ ック化 さ れた テー プが どの よ う

に処 理 され る かの 説 明 を始 め る。2枚 目を オ ー バ レイ し,読 み込 み は ・1ブ

ロ ック 単位 に行 な われ る こ とを 説 明 し,入 出力の 処理 は 遅 い た め,ブ ロ ック

数 は 大 きい ほ ど効 率的 で あ る こ とを説 明 す る。 またそ の時,ブ ロ ック 単位 に

読 み 込 まれ るた め,プ ロ ッグ 長 を大 き くす る と,メ モ リも多 く必 要 とな るこ

とも注 意 して お .く。3枚 目を オrパ レイ し,処 理 は1レ コー ド単位 に行 な わ

れ る こ とを説 明 し1論 理 レコー ドと物理 レ コー ドの違 い につ い て説 明 す る。
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レ コ ー ド とプ ロ1ソク レコ ー ド 乙プ ロ リク

レコード

(D
工BG
レコ十

(2)
工BG

レ]十

(3)

レコード

日)
工BG
レ}ド

(2)
IBG

レ]十

(3)F一
一

レ}ド

(3)

レコ十

(1)

レコ十

(2)
IBG

し{]一ド

(4)'

レ]十

(5) (D

レ]一ド レコ十 レ}ド

(2) (3)
IBG『

レコ十

(4)

レ]一ド

(5)

①

一 読
み込み

▽

物理レコード

'

②

レコード

(1)

レコ十

(2)

レ]十

(3)

レコードとブロリク

、

・

・

.

レ}ド

(1)
IBG
レコ十

(2)
工BG
レ]十

(3)

ル}ド

(1)

レコ十

(2)

レ]一ド

(3)
工BG

レ]一ド

(4)

レ]十

(5)

一

[識 込み

'▽

物理 レコード

③

ω

レ}ド レ}ド レ]十

(2) (3)

処理

論理レコードレ}d

」
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4-17流 れ図(1)

テ キ ス ト:第1章 の システ ム設計 の流 れ図(P.188)の 説 明 に用 い る。 学 習

者 に は 第1。20図 を 参 照 さ せ る こ と。

用法:オ ー バ レイ法(3枚)。 流 れ図 の うち,シ ステ ム流 れ 図 を 中心 に説 明 す

る。

留 意 点:1枚 目 で,流 れ 図 に は シ ス テ ム流 れ 図 と プ ロ グ ラ ム 流 れ 図 が あ る こ と

'
を 説 明 す る。2枚 目 の 図 を オ ー バ .レイ.L,シ ス テ ム の 流 れ 図 とは ど の よ う,な

も の か を 説 明 す る。

3枚 目 の 図 を オ ーバ レ イ し,シ ス テ ム の 流 れ 図 に よ り,ど の よ うな こ と が

把 握 で き る か を 説 明 し,第1.20図 を 参 照 しな が ら,具 体 的 な 例 を あげ て 説

明 す る。
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仕事の流れ図

作業内容の全体的な把握

プログラム作成の基礎

① 処理順序

② ワ'Oグラムの個数

③ 各プログラムの入力と出力

④ ブロ・7ラムの作成順序

⑤ 処理時間の見積り

⑥機械操作の順序

仕事の流れ図

作業内容の全体的な把握

ワ'ロケラム作成の基礎
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4-1.8流 れ 図(2)

蘂.

/

テ キ ス ト:第1章 の シス テム設 計 の流 れ 図(P188、P190)の 説 明 に用 い る。

学 習者 には第1.20図 を参照 させ る こ と。

用 法:オ ー バ レイ法(3枚)。 シ ステ ムの 流 れ図 が で き る まで の過程 を 説 明。

留 意 点:1枚 目 の図 では,入 力は 月別 デ ータ で,出 力は 報 告 書 とい うブ ラ ック・

ボ ック スの シ ステム で ある。

2枚 目 の図 を ナ ーパ レ・・1し,'シ ステムを 機 能 的 に分 割 し,二 つ のサ ブ シス

テム が構 成 され る ことを 説明 す る。3枚 目 の図 を オ ーノミレイ し,一 つ のサ ブ

シ ステ ムが プ ログ デムに よ り構 成 され る こ とを説 明 し,こ の よ うに して シス

テ ム流 れ 図 が作成 されて い くことを理 解 さぜ る。 また 集 計 サ ブ シ ステ ムの流

れ が ど うな『るか を学 習者 に考 え させ る と よい 。
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流 れ図(2)
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4-19プ ログラ ム設 計 の 作業 手順

テ キ ス ト:第1章 の コ ン ピ ュー タ 利 用 の プ ロ グ ラ ム 設 計 に つ い て,プ ロ グ ラ ム

設計 の作 業手 順(P.190)に 従 っ て説 明す る。 学習 者 には 第1.21図 を参

'照さ⇔

rと ・

用 法:オTパ レイ法(4枚),第1.21図 の問題 定 義 か ら最終 的 な文 園 ヒまで

の流 れ を 復 習 させ,プ ログラ ム設計 の作 業手順 を 完 全 に マ スタ ー させ る。

留 意点:1枚 目で プ ログ ラム設 計 の作 業手順 の全 ぼ うを明 らか に し,2枚 目で

システ ム設 計 の部 分 を,3枚 目で プ ・グラ ム設 計 の 部分 を,最 後 に プ ロ グ ラ

ム流 れ 図 を復習 させ る。',ノ'

また,シ ス.テム.設計 と プ ログ ラム設 計 の関連 も しっか り復 習 す る。.

あ とで プ ログ ラム の設 計 の まとめ として も う一 度 利 用 す る と効 果 的 で ある。
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プログラム設計の作業手順
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4-20問 題 の定 義

テ キ ス ト:第1章 シ ステ ム設計 の プ ロ グラム の設計 の問 題 の 定義(P.191)

の 説 明 に 用 い る。 学 習 者 には 第1.21図 を参照 させ る こ と。

用 法:オ ー バ レイ法(4枚)。

留 意 点:第1.21図 を 用 い て,プ ログラ ム設 計 の作 業手 順 を あ らか じめ 説明 し

て お く。2枚 目を ナ ーパ レイ し,最 初 に問 題 を明確 に す る ことが必 要 で あ り,

それ には どの よ うな情 報 が必要 かを 検討 ざせ る。 次 に,2枚 目を取 り,.3枚

目を オ ー バ レイ し,入 力,処 理,出,力 に関 す る三 つの 情 報 が必 要で あ る こと
ノ

を 説 明 す る。 最 後 に,3枚 目を取 り,4枚 目をオ'一－Cレ イ し,具 体 的 に ・三

つ の 情報 とは どの よ うな もの がを 説明 し,こ れ らの情 報 で問 題 が 明 確 にな る

こ とを理 解 させ る。
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問題 ・の 定 義

①

問題 の定義
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問題の定義

問題の

明確化

②

問題 の定義

売上カードの形式と内容
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4-21流 れ線 の き ま り

ご ・コ 庸'.・ 二 ♪ご ξ.'← 人 鴫s=や 臨 ≒'t';ひ ふ;二」一.二'・'一 ・

{《

テ キ ス ト:第1章 の シス テム設 計の うち ,流 れ 線 の き ま り(P.192)の 説 明

に用 い る。 学 習者 には第1 .24図 を 参照 させ る こ と。

用法:リ バ ー ス法。

留 意 点:流 れ 図 を書 くときには,標 準的 な き ま りが あ る ことを1 .4流 れ図(P.

188)を 参 照 させ な が ら復 習す る
。

特 に,流 れ線 の き ま り

① 上 か らF,左 か ら右

② ①以 外 の 例は 矢 印 をい れ る

③ 線 の 交差

④ 線 の合 流

な どに つ いて は,例 を あげて 納得 させ る。 最 後 に フ ナィ ルを参 照 させ な が

ら,具 体的 に それ が ど う使 われ てい るか を考 え させ る
。
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4-22流 れ図作成上 の注意点

テ キ ス ト:第1章 の シ ステ ム設 計 の うち,流 れ図 の 注意 点(P.192)の 説 明

に 用い る。 学 習者 には 第1.25図 を参 照 させ るこ と。

用 法:リ バ ー ス法。

留 意 点:流 れ 図 を 書 く ときの注 意点 を フ ォイ ル を示 しな が ら説明 す る。 次 に そ

の 意味 を 学 習者 に考 え させな が ら,第1.25図 を 参 照 させ,具 体 的 な詳 細 流

れ 図 と対 応 させ て 説明 す る。'

、
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.・流 れ図の注意点

① 表記はわかりやすく、必要に

応 じて注釈

紙 カードに

せ ん孔

次

業

月

作

② 分岐先のラベ1レを記入

HAJIME売 上力‡

を読む

③ 流れ図と原始プログラムの

対応づけ
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4-23判 断 表(1)

テ キ ス ト:第1章 シ ステ ム設 計の 判断 表(P.198～P.200)の 説 明 に用 い る。

学 習者 には第1.9表 と第1.10表 を 参 照 させ る こ と。

用法:ナ ーパ レイ法(2収)

留 意 点:1枚 目 で,判 断 表 は 四 つ の欄 よ り構成 され る ことを 説明 す る。 次 に,

そ れ ぞれ の 欄(条 件 表 題 欄 は条 件 に な る事 項 を 記 入 し,条 件 記 入欄 には,肯

定 の場 合 〈Y>,否 定 の場 合<N>を 記 入。 行 動表 題 欄 には 条 件 が 満 足 され

た 時 に とるべ き行 動 を記 入 し,行 動 記 入欄 に は行 動 す る場合 〈X>を 記 入す

る)を 補 足 説 明 す る。

次 に,2枚 目を オー バ レイ し,具 体 的 な例 で説 明 を行 な う。

次 に,テ キ ス トの第..1.9表 と比較 させ,判 断表 には.制 限 記入 方 式,ぱ

記入形式,混 合記入方式の 三つの形式 があることを補 足説明す る。
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判断表(D

条件表題欄

行動表題欄

(判断規則番号)

条件記入欄

行動記入欄

1等空席あり

2等空席あり

1等発売

2等 発売

取消し待ち

8

M
W
N

N

7

N

N

Y

'b
N

Y

N

;'・

注)1等 の予約でない時

は2等 の予約 ②
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4-24判 断 表(2)

テ キ ス ト:第1章 シ ステ ム 設 計 の 判 断 表(P.198～P.200)の 説 明 に 用 い る。

用 法:オ ーバ レイ法(2枚)。

留 意点:1枚 目を 提 示 し,判 断 表 の特徴 を 説明 す る。 整理 しや す い とい う問 題

は,7ナ イル4-25で 説 明 す るた め,こ こで は 簡 単に 触 れ るだ け に す る。

すべ て の 条件 の 提 示 が出 来 る ことを 説 明す る と き,そ の条 件 を満 す た め に

.は2nの 判 断 規則 番 号 が必 要 で あ る こ とを述 べ,nと は何 かを 考 え させ る。

2枚 目を ナ ーパ レイ し,nと は表 題 数 で あ る こ とを 説明 す る。 また,す べ

て の条 件 の 提 示 が可 能 な ため,条 件 もれ が発 生 しな い とい う利 点や,下 か ら

条 件 を一 つ 置 きにY,Nと 記 入 してい くと考 えや す い こ とな どを説 明 す る。
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●

判 断表(2)

特徴

① 理解しやすい

② 簡潔である

③ 整理しやすい

④ 全条件の提示が可能

判断規則番号数=2n
?・'

「:1惑

●

判断表(2)

特徴

① 理解しやすい

② 簡潔である

③ 整理しやすい

④ 全条件の提示が可能

号播
題

蜘

①
②

③
④
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4-25半lj断 表(3)

テ キ ス ト:第 ・1章 シ ス テ ム 設 計 の 判 断 表(P.198～P.200)の 説 明 に 用 い る。

用 法:ナ ー パ レイ法(2枚)。

留 意 点:1枚 目 を示 し,こ の判断 表 が整 理 可能 で あ るこ とを,フ ォイ ル4-2

3,4-24を 用 い て説明 す る。 そ して,条 件 記 入欄 の空 白は 判 断 が 不 要で

あ る こ とを 説 明す る。 次 に,学 習者 に1枚 目 の完 全 な もの を作 成 させ,ど の

よ うに整理 出来 るかを 考 え させ る。

2枚 目 を オ ーバ レイ し,こ の よ うな 型 に整理 出来 る こ とを 説 明 す る。

盲
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半lj断表(3)

1 2 3 4 5 6 ワ 15 16

1等 の予約 Y Y Y Y Y Y Y 諦 N N
他の等でも可 Y Y Y Y N N N N((N N
1等空席あり Y Y N N Y Y N N〃 N N
2等空席あり Y N Y N Y N Y N" Y N
1等発売 X × X X 〃
2等発売 X X

予約取消し待ち × X xl X

①

判断 表(3)

1 2 3 4 5 6 ワ 8 15 16

1等 の予約. Y Y Y Y Y Y Y Y )N N
他の等でも可
司

Y Y Y Y N N N N( N N
1等空席あり Y Y N N Y Y N N N N

.2等 空席あり Y N Y N Y N Y N Y N

1等発売 X × X X

.2等 発 売 ・ X X

.予約取消し待 ち × X X(( X

;123 4 1鵠 10 12 信

②

1等 の予約 Y Y Y Y N N N N

他の等でも可 Y Y N Y Y N

1等 空席あり 　Y N N N Y N

:2等 空席あり Y N Y N N N

1等発売 /X X'

2等 発売 X X
予約取消し待ち

,

X X X X
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4-26標 準 化 の意 義

テ キ ス ト:第1章 の情 報処 理 規 格 の うち,標 準 化 の意 義(P.202)の 説 明 に

用 い る。

用 法:ナ ー パ レイ法(3枚)。

留 意 点:ま ず1枚 目を 示 し,標 準化 す る意義 を十 分 に説 明 す る。 そ の うえ で情

報 処 理 分 野 で標 準化 が必 要 とみ な され る 三つの例を 示 し考 え させ る。

次 に2枚 目を オ ーバ レイ し,標 準 化 す るQが 適 当'と思 わ れ る例 を,あげ'期

待 され る効 果 を考 え させ る。

次 に3枚 目を オ ー バ レイ し,も た らされ る利 点 につ いて 補 足 す る こ とに よ

り,標 準 化 とい う問題 を全 体 的 な視 野 で理 解 させ る。
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標準化の意義

睡

①

標準化の意義

1標 準化1

/↓ ＼'
1プログラム開発1　 ンヒじタ使用| [情轍 換鯖1
↓ ↓ ↓

呼損文書化

の標準化

・情報処理用語

の統一

・操作説明書の

標準化

・軒 先アソフト

乃アの仕様

・入出力媒体
_・

・アヲ功 膨

・デ9コ十など

の標準化↓ ン
作業の指示ヒ

情報伝達の

効率化

③

標準化の意義

1カ グラム開発1コ ンビL－タ使用 情報交換教育

↓
・手順文書化

の標準化

●情報処理用語 ●IVドウェアソフト

の統一 ワrアの仕様

●操作説明書の 入出力媒体

標準化 ●デダフ河ル形

・デヲコ十など

の標準化

②
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4-27情 報 処 理 規 格 の 内容

テ キス ト:第1章 の情 報処 理 規格 の情報 処 理規 格 の 内容(P.203～P.204)を

説 明す る の に用 い る。 学 習 者 には 第L34図 を 参照 させ る こ と。

用法:リ パrス 法。JISの 中で,プ ロ グ ラム開 発作 業 に関 係 の深 い ものを と

りあげ る。

留 意 点:こ こでは,特 に他 の個 所 で触 れ る機 会 の少 ない 文書 化 の規 格 と,デ ー

タ ・p－ ドの規 格 に つい て簡 単に 触れ る。標 準化 の作 業を 行 な ってい る主 な

団体 を あげ1各 々 の活 動状 況を 説 明 す る。

また規 格 化 す る意 義 を標 準化 とい う事 を熟 考 させ た上 で認 識 させ る。

・ 帳 票 の設 計 基 準 に つい て掲 示 され て い る例 を と り上げ 説明 を加 え る。

'
・ 規格 票 の様 式 につ い て も掲 示 され てい る例を と り上げ 説明 を加 え る。

◆ デ ー タ ・コー ドについ ては ,第1、34図 の例 を あげ,JISと して 制定

され てい るデ ー タ ・コー ドお よび 規 格 を決 め る作 業 が進 ん で い る もの も説

明 す る。
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●

情報処理規格の内容

① 情報処理用語

② 文書化につし1ての規格

・帳票の設計基準

・規格票の様式

・情報処理用流れ図記号

③ 情報の記憶媒体

④ プログラミング言語

⑤ デLタ ・コード

⑥ 事務用品についての規格

●

一ー一399 －

i

ー

'
ト

|

,
f

5
,
ー

～

　灘
離
漿
難



●

三義蘇 ・藁蓑墨
心 昌 ・

…増毛
㌔
.

・●「鶯
　苦難
嚢

『累

4-28コ ン ピュー タ利 用 の発展 段 階

テ キ ス ト:第2章 の コ ン ビ=一 時タ利 用 の 歴 史 の うち
,コ ン ピ ュー タ 利 用 の 発 展

段 階(P.206)の 説 明 に 用 い る。

用 法:リ バ ー ス法 とマ スキ ン グ法(4枚)
。

留意点:蹄 処理の鮮 的醗 展段階鎮 体的醐 を上げながら説明する.ま

ず1枚 目の マ スクを 取 り去 り部分 的 な 事務処 理 の機械 化 に つい て給 与 計算
,

販売統 計などの例珪 肺 がら謝 する.,次 に2枚 最 取 り去 り,部 分 的な

管理 業務 の機械 化について販売管理,在 庫管理 などの例を上げなが ら説明す

る。!.・

同 様 に,3枚 目,4枚 目を取 り去 り,部 分 的 な 計画 業務 の機 械化 ,総 合的

な情 報処 理 につ いて説 明 す る。 最後 に,も う一 度 発 展段 階 の まとめ を、して,

現在は計画業務 の機械化 までが一般的で ,総 合的 な情報処理の実現を目ざ し

て努 力 が続 け られ てい『る状 況で あ る こ とを 補足 す る
。
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コンピュータ利用の発展段階

一 一

部分的事務処理の機械化

部分的管理業務の機械化

.

.

部分的計画業務の機械化

総 合 的な情報処 理

一 一 一
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4-29コ ン ピュ ー タ導 入 の経 過

テ 圭 ス ト:第2章 の コ ン ピ ュー タ利 用 の歴 史 の うち,コ ン ピ ュー タ導 入 の経過

(P.206--P.208)の 説 明 に 用い る。 学 習者 には 第21表 と第2.1図 を 参照

させ る こ と。

用 法:リ バー ス法,マ ス キ ング法(3枚)。 あ る企 業 の コ ン ピ ュー タ導入 と業

務の機 械 化 の過 程 を順 を追 って 説 明 してい る。

留 意 点:ま 会ず 工枚 目 の ラ ォィル を示 じ,'あ る企 業 を例 に と り,機 械化 の過 程 と

処理 業務 の両 面 か ら説 明す る こ とを述 べ る。 次 に2枚 目を オ ー・ミレイ:し,パ

ンチ ・カ ー ド ・シ ステ ムの導 入 に至 っ た理 由を 説 明 す る。 次 に3枚 目を ナ ー

パ レイ し,小 型 コ ン ピ ュー タ導 入 の理 由を処理 業務 の 拡 大 との関連 で説 明 す

る。 最後 に4枚 目 を オ ーバ レイ し,大 型 コ ン ピュータ の導 入 とオ ン ライ ン化

につ い て説 明 す る。 特 にオ ン ライ ン ・システ ム に ょる処 理 を バ ッチ処 理 との

相異 や,持 た ら され た効 果 に つ い て詳 し く述 べ る。
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4-30・ コ ン ピ ュ ー タ利 用 の 効 果

テ キ ス ト:第2章 の コ ン ビ=一 一タ 利 用 の 現 状 の うち,コ ン ピ ュー タ 利 用 の 効 果

(P. .209～ 昆210～ の 説 明 に 用 い る。 学 習 者 に は 第2.2表 と 第2.3表 を 参 照

さ せ る こ と。

用 法:リ ノ≡ ス法 とマ 牢 ング法(2枚)・
.

留 意 点 ・最 泳,ぼ ・ン'ピ。一夕 が この よ う破 く使 わ れ る よ うに な った理

・由 と コン ピ ュー タ利 用 を促 した原 因 を説 明す る
。

次 に,コ ン ピ ュ一夕利 用 の仕 方(① デ ー タの集 計,計 算,編 集,② デー タ

の加 工,
.分 析,将 来 の 計画,予 測)を 説 明す る。

次 に∵ コ ン ピ ュ三夕 の適用 業務 を第2.2表 を参 照 させ なが ら説 明 し ,つ づ

いて
.,コ ン ピ ュータ の利 用例 を 説 明 した 後,学 習者 に フ ォイル を 示 し直 接的

三互塁 と間 接的 効 果 を 考 え させ,1枚 目 と2枚 目 を取 り去 っ てそ の結 論 を 与え

る。 そ の後 で 第2.3表 を 学 習者 に参 照 させ,ま とめ を す るこ と。

、
イ
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コンピュータ利用の効果

用の効果i 直接的な効果

主 を参照: 「天雇 二重糎 筋 励～ 一～
1

な った理

1処 理範囲の拡大

{正 確かつ迅速
1

1事 務処理の標準化
一 一 ー ー 一 一 一 一 一 一__ __一__ _

② デー タ: 間接的な効果

し● ・づ

し主題

:論を 与え

[願 画匝r-一 一一一一一ー一

声 務の簡素化,質 の向上

1企業の体質吉改善
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●
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4-31オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム

テ キ ス ト ・第2章 の ・ ンt'Siー タ 応 用 磁 法 の うち オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム(,
.

210～P.211)の 説 明 に用 い る。 学 習者 には 第23図 第24図 を参 照 させ る

こ と。

用 法:t－ パ レイ法(3枚)。

留 意 点:1枚 目を 示 し,オ ン ライ ン ・システムを構 成 す る機 器 に つい て説 明 す

る。 また利 用 形態 で分類 す る と ,リ アル ・タ イ ム処 理 方式 とバ ッチ処理 方式

'

が あ る こ とを 説明 す る。

リアル ・タ イ ム処 理 方 式 には現実 に どん な シ ステ.ムが ある かを学 習者 に発

問 しなが ら ・枚 目旨 フ 汚 す る.・ の… ルは ・アル … ム処理方

式 の 例 で あ り,オ ン ライ ン ・'リアル タ イム ・シ ステ ムや タ イム シェ ア リン グ.

シス テム な どが これ に相 当 す る こ とを ,具 体 的 な例 で説 明 す る。

同様 に パ ッチ処 理 方 式 につい て も,発 問 しなが ら ,2枚 目を取 り去 り3枚

目 を オ ー バ レイ す る。 この フ ォ イ ル は,パ ッチ 処 理 方 式 の 例 で あ り
,リ モ ー

ト ・パ ッチ ・シ ステ ムや デー タ収 集 シ ステムな どが これ に相 当す る こ とを具

体 的 な例 で説 明 す る。 端 末 装 置の種 類 お よび,デ ータ とジ ョブ制御 のた め の

待 ち行 列 が作 られ る こ とが,リ アル タ イ ム処 理 方 式 と異 な る こ とを 明 確 にす

る こ と。(具 体 的 な 例 につ い ては で きるだけ テキ ス トの例 で 説明 す るこ と)
。

最 後 に オ ンライ ン ・シ ステ ムは,コ ン ピュータ の新 しい応 用 技 術 と して ,

最近 急 激 に広 が っ て お り,情 報 化 社 会 の核 と して 欠 くべ か らざ る もの で あ る

こ とに 言 及 してお くこ と。
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4-32経 営 情報 シ ステ ム

テキ ス ト:第2章 の コン ピ ュータ 応 用 の技法 の うち,経 営情 報 シ ステ ム(P .2

12)の 説 明 に用 い る。 学 習者 には 第25図 を参 照 させ る こ と。

用 法:オ ーバ レイ法(3枚)。 経 営 と情報 とデ ー タ ・ベ ー スにつ い て説 明 す る。

留 意 点:1枚 目 を示 し,経 営 情報 シ ステム につ い て簡 単 に述 べ,経 営 に おけ る

組 織 と業務 に ついて 説明 す る。 また コ ン ピュー タの 利用 の仕 方 は,事 務 処理

と計 画管 理 に分 け て 考 え る ことがで き るこ とに言 及 す る6次 に2枚 目をオ ー

バ レイ し,組 織 に よって 利用 す る情報 が異 な る こ とを説 明 す る
。

最 後 に3枚 目を オ ーバ レイ し,経 営情 報 シ ステム の実 現 の ため には デ ータ ・

ベ ー スが 不可 決 で あ るこ とを説 明 し,デ ータ ・ベ ー スの 位 置づ け と,利 用 の

仕 方 につ いて,で きるだ け具 体的 な例 で補足 す る。
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4-33コ ン ピュ ー タ との対 話 シ ステ ム

7キ ス ト:第2章o=ン ピ ・ 一 ・ 応 用 の 技 法 の うち ・ 人 と ・ ン ピ ー一 夕 との 対

話 シ ステ ム(P.212)の 説 明 に 用 い る。

用 法:リ バ ー ス法 。

留 意 点:フ ォ イ ル を 示 し,コ ン ピ ュー タ に 接 続 し た タ イ プ ラ イ タ 型 端 末 装 置
,

ヨ

文 字 表 示装 置,ラ イ ト ・ペ ンが使 え る映像 表 示装 置 ,音 声応 答 装 置な どを 使

って,・ コ ン ピュー タ と対 話 を しなが ら作 業を 進 め て い ぐとい う技 法 が ,人 と

コン ピ ュー タ との 対 話 シ ステ ム として注 目 され る よ うにな
った こ とを説 明 す

る。

対 話 シ ステ ムは ・ これ か らの成 長頒 で あ りブ ・グ ・ムを作 成 した り洛

種設計業務や教 育な ど多方 面に,積 極的な適用が行なわれつつある ことを説

明す る。
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